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　「お客様第一主義」とは、すべてのお客様を大切にすることが経営の基本であるとする当社の経営
理念です。お客様とは、消費者の皆様、株主の皆様、販売先の皆様、仕入先の皆様、金融機関の
皆様、地域社会の皆様です。
　当社とかかわるすべての方々をお客様と位置付け、それぞれのご意見やご要望に真摯に向き合い、
常にお客様の立場に立った対応を図ることが経営の根幹です。この経営理念のもと、長期ビジョン
「世界のティーカンパニー」の実現に向けてまい進していきます。

ご挨拶

本庄大介代表取締役社長
執行役員

代表取締役会長　本庄八郎
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消費者の皆様
仕入先の皆様

株主の皆様
金融機関の皆様

販売先の皆様
地域社会の皆様
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伊藤園グループ経営理念

お客様第一主義
社是、伊藤園グループ基本綱領

ࣾձʹ͓͚Δ໋࢖
ʢϛογϣϯʣ

伊藤園グループミッション
健康創造企業

自然由来の製品を主として、誠実なサービスで
お客様の健康で豊かな生活と持続可能な社会の実現に貢献します

த௕ظʹ͓͍ͯ໨࢟͢ࢦ
ʢϏδϣϯʣ

中長期ビジョン
世界のティーカンパニー

世界中のお客様の健康に貢献し、
一人ひとりの豊かな生活を支える企業グループ「伊藤園」へ

Ǻ行動指針ǻ
伊藤園グループ 行動規範、伊藤園グループ行動基準
伊藤園グループ CSR憲章
伊藤園グループ環境方針、伊藤園グループ人権方針　等

ミッション、ビジョンを実現するための考え方

STILL NOWの精神
５つの製品開発コンセプト

（自然・健康・安全・良いデザイン・おいしい）
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Marketing 
Research

঎඼Խܭը
Merchandising

ൢച׆ಈ
Sales

ൢചଅਐ
Sales Promotion

એ఻ࠂ޿
Advertising

お客様第一主義の実践
「世界のティーカンパニー」へ

「お客様第一主義」をチーム伊藤園として社員全員で実践します。当社ではマーケティングを実践するため、
次のように「売れる仕組みづくり」として整理し、社員に浸透させています。

「今でもなお、お客様は何を不満に思っているか…」という問題意識を
常に持ち続けて、お客様からのご要望やご不満の解決に貢献します。

製品・サービスのみならず、 
本業を通じて社会・環境課題の解決に積極的に取り組んでいます。　
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　新型コロナウイルス感染症により、お亡くなりになら
れた皆様に謹んでお悔やみ申し上げますとともに、罹患
された皆様とご家族の皆様に対し、心からお見舞い申
し上げます。また、治療や感染拡大防止のために日々
奮闘されている医療従事者の皆様と保健機関、および
関係者の皆様に深く敬意を表し、感謝を申し上げます。　

　新型コロナウイルス感染症の拡大によって、経済や社
会、私たちの価値観は一変しました。人々の移動制限
やテレワークの導入など、ウィズコロナ時代の新しい生
活様式にシフトしています。国内飲料市場においては、
記録的な豪雨や長梅雨といった天候不順の影響もあり、

2020年の市場規模は前年比9％減と厳しい結果となり
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ました。なお、伊藤園グループの2021年4月期の売上
高は446,281百万円、前期比7.7％減となりました。
　一方、このような厳しい環境下でこそ、生まれた新し
い機会があります。在宅時間が増え、急須でいれる日
本茶を自宅で味わう人々が、若年層も含めて増加して
います。これは伊藤園グループ、ひいてはお茶業界とし
ても大変喜ばしいことです。実際に、伊藤園の製品カテ
ゴリー別販売状況をみると、ティーバッグをはじめとし
たリーフ（茶葉）製品も好調に推移しています。また、体
調管理や健康維持のニーズが高まり、「お～いお茶 濃
い茶」などの機能性表示食品をはじめとした健康価値
が高い製品も好調でした。

৽த௕ܦظӦܭըͷެදʹ͚ͯ޲
　
　新型コロナウイルス感染症の流行は、業績に打撃を与
えただけではなく、経営計画の目標をも不透明なものと
しました。伊藤園グループが2017年6月に公表した中
長期経営計画（2018年4月期～2022年4月期）も、当
初策定時に予想した経営環境から異なった様相を呈し
ており、目標や戦略の変更を余儀なくされています。そ
のような中、伊藤園グループでは、新型コロナウイルス
感染症による業績影響は2022年4月期の上半期にか
けて受けるものの、下半期からは徐々に収まると予測し
たうえで、2022年6月に公表予定の新しい中長期経営
計画で事業ポートフォリオの見直しに取り組んでいます。
　課題は、基幹ブランドをより強いものにするということ、
そして海外展開の加速です。日本国内の人口は減少傾
向の中、飲料市場においては茶系飲料をはじめとした“無
糖飲料”の構成比が50%を超えるなど、市場規模が成
熟するなか構成内容は大きく変化しています。そのた
めにも伊藤園の主力ブランド「お～いお茶」「健康ミネラ
ルむぎ茶」「タリーズコーヒー」「1日分の野菜」の市場シェ
アをさらに高め、各カテゴリーで圧倒的No.1ブランドを

目指します。また健康志向・本物志向が高まる中、「充
実野菜」「毎日1杯の青汁」の販売をさらに強化していき
ます。
　伊藤園グループの強みは、飲料製品だけでなくリー
フ製品を展開していることです。例えば、「お～いお茶」
「健康ミネラルむぎ茶」は、ペットボトルなどの飲料製
品だけでなく、ティーバッグをはじめとしたリーフ製品
をラインアップしています。また「タリーズコーヒー」に
おいても、764店舗を展開するスペシャルティコーヒー
ショップとのシナジーを生むボトル缶などの飲料製品に
加えて、2021年6月には簡易ドリップコーヒーを発売し
ています。今後、この強みを活かしたブランディングを
さらに強化していきます。
　海外においては、北米や中国、東南アジア、オースト
ラリアを中心に事業を展開しています。米国の緑茶リー
フ市場が年率4％ほどで成長するなか、伊藤園のリーフ
製品は年率6％で成長しています。このほか、飲料製品
の「お～いお茶」、グローバルブランドのティーバッグ製
品である「MATCHA GREEN TEA」の販売も引き続き
堅調です。海外でも健康意識の高まりというチャンス
を逃さず、香り、うまみ、鮮やかな水色が特長の高品質
な「 Japanese Tea（日本茶）」を広め、海外での日本茶市
場の拡大を推進していきます。

ʮ඼࣭ʯ΁ͷͩ͜ΘΓ

　伊藤園では、グループ経営理念「お客様第一主義」の
もと、「STILL NOW」を合言葉に「今でもなお、お客様は
何を不満に思っているか・・・」という問題意識を常に持
ち続けています。そして、「自然・健康・安全・良いデザ
イン・おいしい」という5つの製品開発コンセプトで、日々
お客様にお喜びいただける製品の開発と、お客様に密
着したサービスに努めています。伊藤園の主力ブランド
「お～いお茶」をはじめ「健康ミネラルむぎ茶」、「タリー
ズコーヒー」など、現在販売する飲料製品のうち約75％
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が“無糖飲料”です。お茶など畑から作った原料・素材
をそのまま活かし、無糖でおいしい製品を作る技術と品
質へのこだわりは、伊藤園の強みです。この源流は、伊
藤園グループが1966年に「お茶屋」としてスタートし、

1980年に世界で初めての無糖茶飲料「缶入りウーロン
茶」を発売したことに遡ります。この製品は伊藤園が飲
料業界に参入したきっかけともなりましたが、無糖でお
いしい製品を作る技術とその精神は現在も引き継がれ、
研究・製品開発に日々多大な力を注いでいます。
　「品質」へのこだわりは、伊藤園グループ全体の考え
方です。タリーズコーヒージャパン、チチヤス、そして
海外のグループ会社においても、最も重要視している
のは「品質」であり、他社が真似することが出来ない優
位性です。それが茶系飲料やリーフをはじめとする主
力製品の高い市場シェアに繋がっているものと自負し
ています。

͓஡ͷϦʔσΟϯάΧϯύニʔͱͯ͠ͷ໋࢖

　お客様の生活様式の変化や健康意識の高まりは製品
の「本物」志向にも繋がっています。自宅で急須でいれ
て飲む「お茶」への回帰もそのあらわれでしょう。このよ
うなことも背景に、伊藤園グループがさらに発展してい
くためには、「お茶」の価値向上と市場の一層の拡大が
重要です。

　伊藤園は、茶農家の方々と一緒になってリーフ製品
や飲料製品の原料となる高品質な茶葉を生産する「茶
産地育成事業」に取り組んでいます。これは、日本農業
の課題解決と原料の安定調達を両立する伊藤園ならで
はのユニークな取り組みの一つです。また、消費者の皆
様に対してお茶の価値を改めて認識していただくため、
新形態の茶専門店の展開も進めています。お茶の生産
農家と消費者の皆様を繋ぐ店舗「日本橋 和の茶 伊藤
園」や多様な人々が集う街“渋谷”に出店している「ocha 

room ashita ITOEN」は、おいしさのみならず、「お茶
の魅力」「文化としてのお茶」「お茶の知識」など、お茶に
まつわる情報を多面的に発信することで、お茶のファン
を拡大させています。
　私たちは日本に根付くお茶文化を時流に沿って飲料
化し、無糖茶飲料を飲む文化を創造しました。昨今、世
界の人々の生活が大きく変わる中でも、お茶をはじめ
とした健康的な製品を提案し続けていくことが、お茶の
リーディングカンパニーである伊藤園グループの使命
です。

͚ͯ޲ʹఆࡦըͷܭӦܦظத௕ظ࣍ͷมԽʹରԠͨ͠ڥӦ؀ܦ
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த௕ܦظӦܭը
(2018೥4݄ظʙ2022೥4݄ظ)

・第2の事業の柱と収益基盤の強化
・経営基盤の強化・財務戦略
・経営基盤の強化・CSV経営の取り組み

2022年4月期目標
連結売上高 6,000 億円
ROE 10　　%以上
総還元性向 40 %以上
海外売上比率 10　　%

ͷมԽڥӦ؀ܦ

・コロナ感染拡大
・超高齢社会
・健康不安・生活不安の拡大
・生活の変化、コミュニケー
ションの変化、コミュニティ 
課題の増加
・訪日外国人の激減
・国内農業の縮小
・地球温暖化・水資源問題
・自然災害
・資源枯渇・資源循環
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　近年、緑茶飲料や緑茶リーフ市場の需要が拡大して
いる一方で、お茶の栽培面積や生産量、農業従事者数
は緩やかに減少を続けています。そのような中、伊藤
園は国内緑茶生産量の約4分の1を取り扱う農業に深く
関わる企業として、安全・安心で高品質な原料の安定調
達と日本農業の課題解決を両立する「茶産地育成事業」
に1976年から取り組んでいます。同事業は、茶農家の
皆様に生産していただいた茶葉を全量買い取りする「契
約栽培」と、耕作放棄地などを活用した大規模な茶園に
造成して茶葉を生産する「新産地事業」があります。「新
産地事業」は、九州を中心に2001年から取り組んでい
ますが、2020年に静岡県でも展開を開始したことを例
に、「茶産地育成事業」の展開面積は2021年4月末時点
で当初目標の2,000haを上回り2,207haとなりました。
こうした取り組みは、国内茶農業の持続可能な成長、就
農者の高齢化による後継者問題や、耕作放棄地の増加
といった社会問題の解決にも貢献しています。
　また、「茶産地育成事業」の知見を応用して野菜飲料
に使用する原料の契約栽培を行うとともに、全国農業
協同組合連合会（JA全農）が立ち上げた国内農業支援
の新しい取り組みである「ニッポンエール プロジェクト」
に参画しています。2021年6月には「ニッポンエール 

宮崎県産日向夏」を共同開発し販売を開始しました。共
同開発製品の販売を通じ、日本の農業と消費者を結ぶ
架け橋となり、国産農畜産物の認知と消費拡大に貢献
したいと思います。

஍ڥ؀ٿ໰୊΁ͷରԠ
　2020年に「伊藤園グループ中長期環境目標」を策定し、
「容器包装」「気候変動」「水資源」に関する目標を設定
しました。外部環境の変化も踏まえ、着実に対応してい
ます。特に海洋プラスチックごみ問題や容器包装リサイ
クル問題は、伊藤園グループの主力事業に直接関係す
る喫緊の課題であることはもちろん、飲料業界全体とし
て取り組む課題です。
　伊藤園グループでは、2030年度までにペットボトル
に使用するリサイクル素材等の割合を100％にする目標
を定めています。一方で、年間8,000万ケース以上販
売するメガブランド「お～いお茶」のペットボトル製品は、
より優先的に100％リサイクル素材等に切り替えるべく、
達成目標時期の2030年度より5年早い2025年度を目
標に据えています。また、環境に優しい植物由来の生分
解性ECOストローを採用した製品を発売するなど、「伊
藤園グループ プラスチックに関する方針」に沿って対応
を加速させていきます。（P46参照）
　気候変動への対応として、事業におけるCO2排出量
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・日本を代表するティーカンパニー 
“ITO EN”のグローバルでの存在感
・自然素材を活かした食文化の提案 
（国内食領域への挑戦）
・CSV経営の実践による成長
・ESGの取り組み強化: 
消費者課題、コミュニティ・社会、地球環境
・ROE経営： 

ROE10％、総還元性向40％維持
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削減はもちろんのこと、気候変動による茶葉や収穫量
への影響が事業に対して大きな影響を及ぼす可能性を
認識し、気候変動シナリオ分析を実施しています。環境
問題への対応は当社グループが未来に向けて成長して
いくために欠かせない課題と認識し、これらの環境へ
の対応・人権への対応などを含めたESGの取り組みは、
今後の成長の礎になるものと考えています。

͓٬༷ͷ݈͢ࢿʹ߁Δʮ݈߁૑଄ۀاʯͱͯ͠

　伊藤園グループは、世界各国の方々の健康に資する
豊かな生活を提案する「健康創造企業」として歩みを進
めています。祖業である「お茶」が、古くから身体に良
い飲み物と言われてきたように、健康価値の高い製品
を取り扱っていることが所以です。科学的にも「お茶」
の旨味成分の一種であるテアニンは、リラックス作用や
睡眠改善に効果があると報告されています。また、渋
みの主成分であるカテキンは抗酸化作用を有し、生活
習慣病の予防改善に効果的であると報告されています。
　お茶を通じて世界中のお客様の健康に貢献し、一人
ひとりの豊かな生活を支えるための取り組みとして、
他業界の皆様との連携を進め、お茶の健康への有効
性の研究を進めています。例えば、伊藤園と株式会社
島津製作所、筑波大学発ベンチャーである株式会社

MCBIの3社共同で、「抹茶を摂取することによる認知
機能低下抑制効果」を評価する臨床試験を行っていま
す。また製品展開としては、2020年12月にテアニンと
茶カテキンの働きにより“認知機能（注意力・判断力）の
精度を高める”機能性表示食品「お～いお茶 お抹茶」飲
料製品とスティックタイプの抹茶「お～いお茶 お抹茶

POWDER」を発売しています。加えて2021年には、健
康長寿社会の実現を目指した取り組みに関する業務提
携契約をエーザイ株式会社と結びました。

　このほか、おいしさと健康価値への高い評価で販売
好調な、ガレート型カテキンにより“体脂肪を減らす”機
能性表示食品「お～いお茶 濃い茶」や、2021年3月に
発売したガレート型カテキンによる“BMIが高めの方の
体脂肪を減らす”機能性表示食品「一番摘みのお～いお
茶」シリーズをはじめ、「お茶の伊藤園」だからこそでき
る製品展開により、お客様の健康をサポートしています。
　今後も「健康創造企業」として、お茶をはじめとした
健康に資する研究開発や製品の提案、お茶の持つ価値
の啓発、社員や家族の健康維持・増進にも取り組んで
いきます。
　伊藤園のコーポレートマークは四つ葉のクローバー
をモチーフにしています。これは、伊藤園の前身であ
る「日本ファミリーサービス株式会社」の創業時に、「社
員と社員の家族が幸せになれるように」という意味を
込めてデザインしたものです。伊藤園グループの全従
業員が「この会社に勤めてよかった」と思える会社、お
客様からは末永くおつき合いいただき、信頼していた
だける会社であり続け、「世界のティーカンパニー」に
向けて、持続的な成長を目指していきます。

୅දऔక໾ࣾ௕ɹࣥߦ໾һɹ
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∁໺　2020年7月の第55回定時株主総会を経て、社
外取締役に就任いたしました。就任の時期がコロナ禍
だったこともあり、家庭内において伊藤園のことを話
す機会が増え、その製品の多くが健康志向であるかを
知りました。また、取締役会への出席を通じて、伊藤園
が利益追求だけでなく、あらゆるステークホルダーに
対して敏感であり、何よりも健康志向に向かっているこ
とを実感しています。

ాத　以前は伊藤園のお茶を愛飲していた一消費者で
したが、内からみる伊藤園は、容器開発などでも、消
費者目線を意識していると感じています。また、社員を
大事にしているという印象が強く、さらに幅広く社会

的責任を全うしながら世界に羽ばたいていく、という
ことが今後の課題ではないかと考えています。

ຊঙ　なるほど、社内だけではわからないことも、社
外取締役の方々が客観的に見てくださっている。これ
を経営に活かしていかなければなりません。髙野取締
役は20数年前からご縁があり、伊藤園を外から見てご
指導いただいていましたが、2020年からは社外取締
役としてご指導をいただいています。田中取締役には、
専門外のところもよくご指導、ご指摘いただき、その
部門、部署で長く従事してきた我々にとって新鮮な意見
だと捉えています。

ʮ݈߁૑଄ۀاʯ΁ͷظ଴ͱ՝୊

ࣾ֎औక໾

ాதɹ๛
ࣾ֎औక໾

∁໺ ल෉
୅දऔక໾ࣾ௕ɹࣥߦ໾һ

ຊঙ େհ
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∁໺　「健康創造企業」として今後成長していくために
は、ハードとソフトの両立が大事です。ハード面では、
中央研究所の機能をより一層強化し、産学連携などを
通じて調査研究を進め、データに基づく健康に資する
飲料製品を市場に出していただきたい。ソフト面では、
従業員に対する健康への投資を進めていただきたい。
伊藤園は2021年5月に「伊藤園グループいきいき健康
宣言」を策定されました。その宣言にもありますが、こ
れからの時代に求められることは、社員一人ひとりが

肉体的そして精神的にも
健康だという両面を実現
していて、社会的にも満
たされた状態、いわゆる
well-beingが求められて
いると思います。

ຊঙ　企業の社会的貢献としてまずは雇用が重要です。
社員あっての会社であり、社員に気持ちよく働いても
らう、そういう企業が成長、発展していくと考えていま
す。これまで以上に、モノ・ココロの両面で社員のプラ
スになるようなことを志向していきます。産学連携では、
筑波大学発ベンチャーの株式会社MCBI、株式会社島
津製作所および伊藤園の3社で、抹茶による認知機能
の改善に着目し、抹茶のさらなら可能性を追及する研
究活動を行っています。伊藤園の祖業はお茶屋であり、
その自覚を改めて持つことが必要です。単なる飲料製
造業ではなく、お茶から派生するリーフ（茶葉）製品も、
ドリンク製品も、お茶由来の成分を活用したあらゆるも
のは国内外問わず、全て伊藤園が提供しているという
ような会社を目指していこうと、次の中長期経営計画
に向けて考えています。一貫していることは製品の品質
にこだわり、それがおいしく飲めること。さらに健康に資
する製品づくりにも取り組んでいく。それを実現できるこ
とが伊藤園の強みです。

∁໺　お茶は古来より「一服」という概念を含んでおり、
人は休息すると心に小さな幸せが生まれます。世の中
が今まで以上に混迷の度を増す中で、伊藤園はお茶を
通じて、幸せまでも追求し得ると実は思っています。こ

れからはお茶を飲むシーンで得られる幸福感をもっと
訴求していく必要があるのではないでしょうか。

ాத　健康志向は世代によって考え方が異なり、それ
をしっかり見極めながらすすめていく必要もあります。
これは海外においても同様で、健康志向の高まりから、
海外では砂糖税を課す国が出るなど、ひとつの潮流に
なってくるのではないでしょうか。伊藤園が目指す「世
界のティーカンパニー」とは、そうしたタイミングに無
糖茶を打ち出し健康志向に対するアピールをしながら
企業活動をしていくことであり、そこに大きな夢がある
と感じています。

ຊঙ　「世界のティーカンパニー」これは我々にしか為
し得ません。そのため日本の食文化、お茶を海外に広
めていく使命感を持っています。お茶から派生するす
べての製品は我々にしか開発できないし、していかな
ければなりません。近年、欧米やアジアでも、日本食
は広がっており、その広がりに合わせてお茶を一緒に
推し進めていきたいと思っています。

ాத　「健康」というキー
ワードを、どのようなすみ
分けで製品化していくの
か。お茶の効能は古くか
ら伝えられてきましたが、
健康の全般に対応してい
くのか、それとも体脂肪、認知機能など特定の健康課
題を対象にしていくのか。これは「STILL NOW」の精
神である「今でもなお、お客様は何を不満に思っている
か・・・」、お客様は何を求めているかを常に念頭に、需
要をいかに捉えていくのかが重要だと思います。

∁໺　伊藤園は「世界のティーカンパニー」を目指し、
おいしい飲料の提供や日本茶文化の発信を行い、製品
を通じて世界の健康志向に対応していますが、それら
を伊藤園のブランド価値、あるいはプレゼンスの向上
に今後どのように活かしていくかが勝負どころだと思
います。また健康創造というテーマに取り組むことで、

඼ߴ ͱ࣭݈ ٻΛ௥͠߁ ʮੈքͷςΟーΧϯύχー΁ʯ
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実は伊藤園の社員も単なる総合飲料メーカーで働いて
いるというだけではなく、社会的な課題、特に健康に
関する課題解決に貢献している、という「誇り」につな
がり、社員一人ひとりの成長にもつながっていくと考
えています。

ຊঙ　新型コロナウイルスの影響もあり、人々がより
健康を意識するようになりました。しかし我々は薬を取
り扱うわけではありません。おいしく、かつ、体に良い
製品を提供し、継続して飲んだり食べたりしていただく
ことで消費者の方々の健康ニーズに応えていく、そう

いう製品開発を続けてい
きます。お茶をはじめ、麦、
コーヒー豆、野菜など、
我々の扱う製品のほとん
どの原料が自然の大地、
畑から採れるものです。
原料を吟味し、それが健康に資する成分かどうか、な
どを見極めて加工し、飲む、食べる製品を提供していこ
うと考えています。まさに今、このコロナ禍は、逆風の
中にあるものの、新しい機会も生まれる時期でもある
と捉えています。

ຊঙ　伊藤園は100年以上続く企業を目指しています。
そのような中、飲料業界において、資材、特に海洋プ
ラスチックごみ問題は世界的にも大きな社会課題のひ
とつです。従って、持続可能な成長に向けて、環境に
配慮していくことが喫緊の課題であり、その対応を加
速させています。また伊藤園が販売する製品は、高い
業界レベルをさらに大きく超えるだけの品質と味を追
及しています。そして伊藤園は、唯一無二、誰からも真
似のできない、誰も追いかけることのできないユニー
クな企業を目指していきたいと思います。

ాத　企業を取り巻く社会的責任は多様化しています。
「世界のティーカンパニー」を目指す伊藤園が、どのよ
うに対応し、取り組んでいくのか。私は、プロダクトブ
ランドと伊藤園というコーポレートブランド、この両方
をしっかり育てていくことが大事だと考えます。伊藤園
だから安心できる、といった信頼を培っていき、社会・
環境課題への取り組みを海外にもしっかりアピールし
ていく。SDGsについても、伊藤園がどんな取り組みを
しているのか、必ず見ている人がいます。そうした方々
をファンにしていくことが、100年、200年続く企業へ
つながっていくと思っています。

∁໺　全社をあげて本庄社長のおっしゃる「100年企
業」、「唯一無二のユニークな企業」を目指すことが大切
で、しかも伊藤園はそれができる企業だと確信してい

ます。田中取締役もおっしゃるように外部環境が様々
に変化している中で、企業経営の上でもパワーの源で
ある経営理念「お客様第一主義」を貫いていること、し
かも社是としてそれを貫いているということ、そこに
期待をしています。今、環境問題といっても単なる消
費者の問題、企業の問題ではなく、人それぞれが各々
の立場で憂慮しています。これらの問題解決のために
は様々なステークホルダーとの対話を通じて解決に繋
げていくことが求められています。伊藤園はお客様の
一番近くにルートセールスの営業員がいて、これらの問
題と解決に先んじて取り込んでいる、それが底力になっ
ていると実感しています。

ຊঙ　髙野取締役のおっしゃる通り、伊藤園の特徴で
あるルートセールスのメリットは、全国の営業員がお客
様を直接訪問・商談し、製品を買っていただき納品する
ことに加え、お客様の生の声を一番近いところで聞き、
対話できることにあります。それが先ほどの環境問題
への対応や製品の品質、そしておいしさにも繋がって
いるのです。
　伊藤園はこれからも広く様々な立場のステークホル
ダーやお客様との対話を続け、ユニークで唯一無二の
「健康創造企業」として差別化を図っていきます。常に
お客様においしく、そして健康に資する製品を提供して
豊かな暮らしに貢献していく、それが伊藤園の社会的
存在意義であると考えています。
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໺ࡊҿྉ(ʹΜ͡Μҿྉʣࢢ৔Λ૑ग़
トマトベースの野菜飲料が主流だった中、にんじんベースの野菜飲料を発売
1986年 「Natural Land 野菜ミックスジュース」、1992年 「充実野菜」、2004年 「1日分の野菜」発売

Ή͗஡ҿྉࢢ৔ΛݗҾ
1988年 「缶入りむぎ茶」　2002年 「健康ミネラルむぎ茶」発売※

※発売当初の製品名は「天然ミネラルむぎ茶」。その後、現在の製品名に改称

1966 
パック茶発売

1986
「Natural Land 野菜ミックスジュース」

発売

1992
「充実野菜」発売

2002
「健康ミネラルむぎ茶」発売

2004
「1日分の野菜」発売

1980 
「缶入りウーロン茶」発売

1985
「缶入り煎茶」発売

1989
「お～いお茶」ブランド誕生

1990
ぺットボトル入り
緑茶飲料発売

1996
500mlペットボトル製品発売

1980 1985

1992 2004

શɾྑ͍σβΠϯɾ͓͍͍͠ʯͷ੡඼։ൃίϯセϓτʹ͖ͮجɺʮ݈߁૑଄ۀاʯͱͯ͠ɺੈ քதͷ͓٬༷ͷʮ݈߁ʯʹ ͢ࢿ

1990

1966 .8  伊藤園の前身であるフロンティア製茶株式会
社を静岡県静岡市に設立

1969 .5 商号を株式会社伊藤園に変更
1972 .2 スイス・インダストリアルゲゼルシャフト社製の

高速自動包装機を導入、茶葉鮮度保持のため
の真空パック技術を開発

1974 .5  静岡県榛原郡相良町（現・牧之原市）に静岡相
良工場を新設

1979 .6  中国土産畜産進出口総公司と日本で初めてウー
ロン茶の輸入代理店契約を締結、ウーロン茶の
販売を開始

1987 .7 米国ハワイ州にITO EN(USA)INC.を設立
  ※現在の ITO EN(Hawaii)LLC
1992 .5  株式店頭公開
1994 .9 オーストラリアにITO EN AUSTRALIA PTY. 
  LIMITEDを設立
1996 .9 東京証券取引所 市場第二部に上場
1998 .10 東京証券取引所 市場第一部に指定
2001 .5  米国ニューヨーク州にITO EN(North America) 

INC.を設立

2004 .10  ITO EN AUSTRALIA PTY. LIMITEDに荒茶工
場を新設、生産開始

2006 .6  米国フロリダ州のサプリメント関連事業を行う
Mason Distributors, Inc.の株式を取得

 .10  タリーズコーヒーを展開しているフードエック
ス・グローブ株式会社（現・タリーズコーヒー
ジャパン株式会社）の株式を取得

2007 .9  東京証券取引所 市場第一部に第1種優先株式
上場

ҏ౻ԂάϧʔϓͷԊֵ

஝ੵΛ࣍ͷεςʔδ΁ͭͳ͛Δ

1966೥ ҏ౻Ԃͷલ਎Ͱ͋Δ
ϑϩϯςΟア੡஡ࣜגձࣾΛઃཱ
茶専門店でのバラ茶での量り売りが主流だった中、 
パック茶（包装茶）を開発し、販売開始しました。

1969೥ ঎߸Λࣜגձࣾҏ౻Ԃʹมߋ

ແ౶஡ҿྉࢢ৔Λ૑଄ɾൃల
1980年 世界初の「缶入りウーロン茶」発売
1985年 世界初の「缶入り煎茶」発売
1989年 「お～いお茶」ブランド誕生

͓஡Λָ͠ΊΔ৽ͨͳҿ༻ػձͷ૑ग़
1990年 世界初の「ペットボトル入り緑茶飲料」発売
1996年 500mlペットボトル製品発売
2000年 業界に先駆けてホット対応ペットボトル製品発売

1960 1970 1980 1990 2000

ҏ౻Ԃάϧʔϓͷ੡඼։ൃͷ͋ΏΈɾԊֵ

12 伊藤園統合レポート 2021



Δ๛͔ͳੜ׆Λ͑ࢧΔʮੈքͷςΟʔΧϯύニʔʯΛ໨͍ͯ͠ࢦ·͢ɻϦʔϑʢ஡༿ʣ͓ ΑͼҿྉʢυϦϯΫʣΛத৺ʹࠃ಺Ͱ
ͷʮ૯߹ҿྉϝʔΧʔʯͱͯ͠ͷ஍Ґཱ֬ɺάϧʔϓશମͱͯ͠ɺϒϥϯυͷڧԽͱγφδʔʢ૬৐ޮՌʣΛ૑ग़͠ɺ࣋ଓత
ͳ੒௕Λ࣮͖͍ͯ͠ݱ·͢ɻ

εϖγϟϧςΟίʔώʔγϣοϓʮTULLYbS COFFEEʯͱ࿈ಈͨ͠ϒϥϯυల։
2007年 チルドコーヒー飲料発売、2009年 ボトル缶コーヒーを発売

ʮννϠεʯϒϥϯυͷ੡඼Λల։
2011年 チチヤスブランドから「朝のYoo」発売

ւ֎͚޲ͷάϩʔόϧϒϥϯτ੡඼Λల։
2015年 グローバルブランドのティーバッグ「MATCHA GREENTEA」発売

੨ोҿྉࢢ৔ΛݗҾ
2012年 「毎日1杯の青汁」紙製品、2015年 「毎日1杯の青汁」ペットボトル製品発売

2011
「チチヤス」ブランドの製品発売

2009
「TULLY’S COFFEE」ブランドで

初の缶コーヒー発売

2012
「毎日1杯の青汁」発売

2015
グローバルブランド「MATCHA GREEN TEA」

2000
ホット対応ペットボトル製品発売

2019、2020
「お～いお茶」ブランドの機能性表示食品

2019
100％リサイクルペットボトル使用
電子レンジ加温対応「お～いお茶」

20092009 2015
グローバルブランド「グローバルブランド「グローバルブランド「グローバルブランド「

1,000

2,000

3,000

4,000

2008 .3  ダノングループ（本社：フランス）とナチュラルミ
ネラルウォーター「エビアン」の国内独占販売権
契約を締結

2010 .2  自動販売機のメンテナンスや調達などを行う株
式会社グリーンバリューを設立

2011 .5  乳製品などの製造販売を行うチチヤス株式会
社の株式を取得

2012 .6  シンガポールにITO EN Asia Paci�c Holdings 
Pte. Ltd.を設立

 .9  中国に伊藤園飲料（上海）有限公司を設立
 .10  自動販売機事業を展開するネオス株式会社の

株式を取得

2013 .5  タイにITO EN (Thailand) Co., Ltd.を設立
 .7  インドネシアにPT ITO EN ULTRAJAYA 

WHOLESALEを設立
2015 .2  ITO EN (North America) INC.が米国を中心に

コーヒー豆の栽培から販売までを行うDistant 
Lands Trading Co.の株式を取得

2016 .6  静岡相良工場敷地内に抹茶工房を新設
 .9  兵庫県神戸市に緑茶飲料用などの茶葉を仕上

加工する神戸工場を新設

2017   .3 「伊藤園ティーテイスター社内検定」を厚生労働
省が社内検定認定制度の平成28年の制度改
正後の第1号として認定

2018 .6  抹茶の認知機能改善効果を検証する臨床試験
の実施を合意（株式会社島津製作所・株式会社
MCBI共同）

2021   .2「お～いお茶」ブランドが3年連続でギネス世界
記録®認定※

※「最大のナチュラルヘルシーRTD緑茶飲料」販売実績
（2020年1月～12月）。

2018年、2019年に続き、3年連続で認定

2021 .5 株式会社エーザイと健康長寿社会に向けた業
務提携契約を締結

2007
「TULLY’S COFFEE 

BARISTA’S SPECIAL」発売

ച্ߴ
2021೥ ظ4݄
4,462ԯԁ

͓஡Λָ͠ΊΔ৽ͨͳҿ༻ػձͷ૑ग़
1990年 世界初の「ペットボトル入り緑茶飲料」発売
1996年 500mlペットボトル製品発売
2000年 業界に先駆けてホット対応ペットボトル製品発売

༰ثͷݯࢿ॥؀ͷਪਐ
2019年 「お～いお茶」ブランド電子レンジ対応345mlペットボトルを「100％リサイクルペットボトル」に切り替え
2020年 「2030年までに、ペットボトルに使用するリサイクル素材等（生物由来素材を含む）の割合を

100％にする」目標を策定

੡඼Λ௨͓ͨ͡஡ͷ݈߁Ձ஋ͷఏڙ
2019年 体脂肪を減らす機能性表示食品「お～いお茶 濃い茶」
2020年 テアニン、茶カテキンの働きで認知機能（注意力・判断力）の精度を高める機能性表示食品「お～いお茶 お抹茶」発売

2010 2015 2020
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຿ϋΠϥΠτ（伊藤園単独および連結）ࡒ຿ɾඇࡒ
஝ੵΛ࣍ͷεςʔδ΁ͭͳ͛Δ
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12ɼ55�

14ɼ462

�ɼ�9�

446
2�1�
4�5
�66� 494
�9�� 504
15�� 4��
�60�

201�年
4月期

201�年
4月期

2019年
4月期

2020年
4月期

2021年
4月期

（ඦສԁ）

（ඦສԁ）

࿈݁ച্ߴ /౰ظ७རӹ ʢ࿈݁ʣ

45�6%44��%
4���%

49�2% 51�0%

���
065�
�02
405� �01
16�� �0�
9�1� 290
651�

201�年
4月期

201�年
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6�5�
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201�年
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201�年
4月期
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�
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201�年
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201�年
4月期

2019年
4月期

2020年
4月期

2021年
4月期
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ઃඋ౤ֹࢿ ʢ࿈݁ʣ

2��%

11�2%

2�0%

10�0%

2��%

10�5%

2�6%

10��%

2�6%

11��%

201�年
4月期

201�年
4月期

2019年
4月期

2020年
4月期

2021年
4月期

һ͓Αͼঁੑ؅ཧ৬ൺ཰ۀैੑঁ

9��2%100�0%

�5�0%

100�0%
95�2%

6�

2�

4�

60 61

201�年
4月期

201�年
4月期

2019年
4月期

2020年
4月期

2021年
4月期

ҭۀٳࣇऔಘਓ਺ /ҭޙۀٳࣇͷ෮৬཰

ඪ（除：チャネル別売上高）ࢦ຿ࡒ

ඇࡒ຿ࢦඪ（伊藤園単独）

 営業利益　 営業利益率 売上高　 純利益

 総資産　 自己資本比率

女性従業員比率　 女性管理職比率  育児休業取得人数　 育児休業後の復職率
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201�年
4月期

2019年
4月期

2020年
4月期

2021年
4月期

༗ٳڅՋऔಘ཰

ඪ（除：チャネル別売上高）ࢦ຿ࡒ

ඇࡒ຿ࢦඪ（伊藤園単独）

スーパー
46%

自動販売機
14%

CVS

25%

その他
16%

2021年4月期
伊藤園単独
売上高

3,527ԯԁ

 営業CF　  フリーキャッシュ・フロー　  投資CF　 ROE

 海外事業　 海外売上高比率  1株当たり配当金(普通株式）　 総還元性向
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ҏ౻ԂͷόϦϡʔνΣʔϯΛ௨ͨ͡ CO2ഉग़ׂ߹（2021年 4月期実績）

ࡐࢿྉɾݪ

39.1%

৔޻ࣾࣗ

1.4%

ҕୗઌ޻৔

22.5%

ࣗࣾӦंۀ

2.5%

ҕୗ༌ૹ

8.6%

ࣗಈൢചػɾ
γϣʔέʔε

13.6%

ͦͷଞ׆ಈ
（事業所、資本財、
出張・通勤 等）

3.9%

෺غΒग़Δഇ͔ۀࣄ

1.2%

ൢചͨ͠੡඼ͷഁغ

7.2%

ௐୡ ੡଄ ෺ྲྀ Ӧۀɾൢച ؅ཧɾଞ ഇغ
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1.CO2ഉग़ྔͷ࣮੷
2019೥4݄ظ
ʢ໨ඪج४೥౓ʣ 2020೥4݄ظ 2021೥4݄ظ ର2019೥4݄ظൺ

ʢରج४೥౓ൺʣ
Scope1：自社での燃料の使用による直接排出 26 24 23 －8.4%
Scope2：自社が購入した電気の使用に伴う間接排出 14 12 12 －10.5％
Scope1、Scope2合計（千ｔCO2） 39 36 35 －9.1％

Scope3排出量
ΧςΰϦʔ 2019೥4݄ظ

ʢ໨ඪج४೥౓ʣ 2020೥4݄ظ 2021೥4݄ظ ର2019೥4݄ظൺ
ʢରج४೥౓ൺʣ

1 購入した製品・サービス 581 534 471 －19.0％
2 資本財 21 17 13 －38.5％
3 Scope1、2に含まれない燃料及びエネルギー関連活動 6 6 6 －6.3％
4 輸送、配送（上流） 86 80 65 －24.3％
5 事業から出る廃棄物 10 10 9 －7.7％
6 出張 1 1 1 －1.9％
7 雇用者の通勤 2 2 2 －1.4％
8 リース資産（上流） 該当なし 該当なし 該当なし －
9 輸送、配送（下流） 該当なし 該当なし 該当なし －

10 販売した製品の加工 該当なし 該当なし 該当なし －
11 販売した製品の使用 該当なし 該当なし 該当なし －
12 販売した製品の廃棄 58 56 55 －5.2％
13 リース資産（下流） 118 111 104 －11.9％
14 フランチャイズ 該当なし 該当なし 該当なし －
15 投資 該当なし 該当なし 該当なし －
Scope3合計（千ｔCO2） 883 817 725 －17.9%
Scope3原単位(tCO2/百万円) 2.24 2.16 2.06 －8.1％
Scope1～3合計（千ｔCO2） 922 852 760 －17.6％
Scope1～3原単位(tCO2/百万円) 2.34 2.26 2.16 －7.7％
伊藤園単独売上高（百万円） 394,495 377,787 352,732 －10.6％

2.ਫݯࢿʹؔ͢Δ࣮੷
1ʣࣗ ࣾ

（単位：千m3）
ਫݯผऔਫྔ 2019೥4݄ظ 2020೥4݄ظ 2021೥4݄ظ
河川 290 236 238
水道水 69 66 66
合計 359 301 304

（単位：千m3）
ഉग़ઌผഉਫྔ 2019೥4݄ظ 2020೥4݄ظ 2021೥4݄ظ
河川・湖沼等 155 141 143
下水 55 53 55
その他（用水路、山への散水等） 0 0 0
合計 211 194 198
※自社取水源の集計範囲は伊藤園の国内自社工場・研究所、自社ビル、自社営業拠点を対象としています。
※数値については四捨五入により、合計値が合わない場合があります。

2ʣҿྉ੡଄ҕୗઌ
（単位：千m3）

ਫݯผऔਫྔ 2020೥4݄ظ 2021೥4݄ظ
地下水 16,148 14,074
水道水 239 191
工業用水 3,760 3,432
合計 20,147 17,698

（単位：千m3）
ഉग़ઌผഉਫྔ 2020೥4݄ظ 2021೥4݄ظ
河川・湖沼等 12,577 11,922
海 1,272 929
下水 308 276
その他 31 0
合計 14,157 13,127
※飲料製造委託先の集計範囲は飲料製造委託先の全製造量のうち、伊藤園製品の製造分を対象としています。一部推計を含みます。
※数値については四捨五入により、合計値が合わない場合があります。

ɹ
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ʮ͓٬༷ୈҰओٛʯʹ ༗Ձ஋૑଄ϓϩセεڞͮ͘ج
஝ੵΛ࣍ͷεςʔδ΁ͭͳ͛Δ

ɹ౰ࣾ͸ɺ͓ ٬༷ͷ͝ෆຬ΍͝ཁ๬Λى఺ͱͨ͠Voice੍౓ʢࣾ಺ఏҊ੍౓ʣ΍ാ͔Β࢝·Δ੡඼ͮ͘ΓͳͲͷಛ৭Λ׆
ɺߴ͔͠ ඼࣭ͳ੡඼΍αʔϏεΛఏ͖ͯ͠ڙ·ͨ͠ɻόϦϡʔαʔΫϧʢՁ஋૑଄ͷྠʣʹ ͓͍ ʮ͓ͯ٬༷ୈҰओٛʯΛ
࣮ફ͠ɺεςʔΫϗϧμʔ΁ͷՁ஋ఏڙΛ͍ߦɺʮརӹ͋Δ࣋ଓతͳ੒௕ʯͱʮ࣋ଓՄೳͳࣾձ΁ͷݙߩʯͷ྆ྠΛ࣮ݱ
ͤͯ͞ɺʮੈքͷςΟʔΧϯύニʔʯΛ໨͖͍ͯ͠ࢦ·͢ɻ

͓٬༷ͱͷ઀఺Λى఺ͱͨ͠
ϚʔέςΟϯάྗ
▶Voice　提案件数　16,083件
▶営業拠点数（国内）196拠点

Πϯϓοτ Ձ஋؍ɾϏδωεϞσϧ

૪༏ҐΛڝ ங͘όϦϡʔαʔΫϧ

৔Λ૑଄͢Δࢢ
։ൃྗͱٕज़ڀݚ
▶共同研究 14件
▶「茶」に関する特許保有件数 114件

ଟ༷ͳਓࡐ
▶実力主義に基づく職能資格制度
▶営業員数　約3,500名
▶ ティーテイスター資格保有者 
厚生労働省社内検定認定制度  
対象人数2,237名、別途海外57名
▶女性活躍の推進

݈શͳࡒ຿ج൫
▶財務格付け　“A＋” (R&I,JCRの２社)
▶自己資本比率　45.6％

αϓϥΠϠʔͱͷݻڧͳωοτϫʔΫ
▶ 国内荒茶総生産量の約１/４を占める 
原料調達力

▶ 茶産地育成事業（面積・生産量）　 
2,207ha／7,523t

▶飲料製造委託先　約50工場
▶全国５ブロックの生産物流体制

άϧʔ ϓܦӦཧ೦
ʮ͓٬ ༷ୈҰओٛʯ

ڀݚ
お茶や野菜などの飲料
食品素材の健康効果
の研究・技術開発

Ӧۀɾൢ ച
地域密着型の
ルートセールスと
マーケティング活動

ＣＳＶ経営の実践による成長
ESGの重点課題の取り組み強化

ফඅऀ՝୊  

ίϛϡニςΟɾ
ࣾձ

஍ڥ؀ٿ

ίʔϙϨʔτઓུ

ίʔϙϨʔτΨόφϯε※ 2021年４月末時点。ティーテイスター資格保有者は2021年５月１日時点

45*-- /08ͷਫ਼ਆ
Voice੍౓
（社内提案制度）
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健康で豊かな生活の 
サポート

持続可能な農業の推進
コミュニティ課題解決

パートナー企業との 
協働による環境
負荷低減

持続的な利益ある成長
と株主還元

多様な人材が活躍する
健康経営の推進

世
界
の
テ
ィ
ー
カ
ン
パ
ニ
ー　

〜
健
康
価
値
を
創
造
す
る
１
０
０
年
以
上
続
く
企
業
へ
〜

利
益
あ
る
持
続
的
な
成
長

持
続
可
能
な
社
会
へ
の
貢
献

άϧʔϓܦӦཧ೦

ʮ͓٬༷ୈҰओٛʯ
お客様を第一とし、誠実を売り、努力を怠らず、信頼を得るを旨とする

εςʔΫϗϧμʔ΁ͷՁ஋ఏڙՁ஋؍ɾϏδωεϞσϧ

૪༏ҐΛڝ ங͘όϦϡʔαʔΫϧ

һۀै

ۚ༥ؔػ 
ͷօ༷

ओͷג
օ༷

஍Ҭࣾձ 
ͷօ༷

ೖઌͷ࢓
օ༷

ൢചઌͷ
օ༷

ফඅऀͷ
օ༷

ࣗવɹ݈߁ɹ҆શɹ
ྑ͍σβΠϯɹ͓͍͍͠

άϧʔ ϓܦӦཧ೦
ʮ͓٬ ༷ୈҰओٛʯ

ըɾ։ൃا
5つの製品 
開発コンセプト

（自然・健康・安全・良い
デザイン・おいしい）
市場創造力

ௐୡ
茶産地育成事業など、
特色ある原料調達

੡଄ɾ෺ྲྀ
ファブレス方式 
パートナー企業
との協働

ਓࡐઓུɹࡒ຿Ϛωδϝϯτ

੡඼։ൃίϯセϓτ
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・健康に配慮した製品開発・販売
　：無糖飲料比率 75％
・研究開発、茶の健康価値発信
　：伊藤園健康フォーラムなど

・ライフスタイルの多様化
・ 健康課題（体脂肪、血中コレス
テロール、認知機能等）

ফඅऀ՝୊

・茶産地育成事業
・ ティーテイスターによる 
お茶文化の啓発活動
・伊藤園グループ人権方針

・国内農業、茶業界の課題
・働き方やコミュニケーションの変化
・超高齢社会

ίϛϡニςΟɾࣾձ

・伊藤園グループ中長期環境目標
・茶殻リサイクルシステム

・海洋プラスチックごみ問題
・資源枯渇、廃棄物
・地球温暖化、水資源問題

஍ڥ؀ٿ

ҏ౻ԂάϧʔϓͷESGॏཁ՝୊
஝ੵΛ࣍ͷεςʔδ΁ͭͳ͛Δ

ɹҏ౻Ԃάϧʔϓ͸ɺ2012೥4݄ʹ֨نࡍࠃISO26000Λཏ਑൫ͱͯ͠ɺ 7ͭͷத֩ओ୊ɺ૊৫౷࣏ɺਓݖɺ࿑ಇߦ׳ɺ
ɺެڥ؀ ਖ਼ͳߦ׳ۀࣄɺফඅऀ՝୊ɺίϛϡニςΟ΁ͷࢀըٴͼίϛϡニςΟͷൃలΛਪਐςʔϚʹઃఆ͠·ͨ͠ɻ
ɹ͜ͷதͰ΋ɺʮফඅऀ՝୊ʯʮίϛϡニςΟ΁ͷࢀըɾൃలʢίϛϡニςΟɾࣾձʣʯʮڥ؀ʢ஍ڥ؀ٿʣʯΛॏཁ՝୊ͱҐஔ෇
͚͍ͯ·͢ɻ

1.૊৫౷࣏
2.ਓݖ
① デューディリジェンス
② 人権に関する危機的状況
③ 加担の回避
④ 苦情解決
⑤ 差別及び社会的弱者
⑥ 市民的及び政治的権利
⑦ 経済的、社会的及び文化的権利
⑧ 労働における基本的原則及び権利

3.࿑ಇߦ׳
① 雇用及び雇用関係
② 労働条件及び社会的保護
③ 社会対話
④ 労働における安全衛生
⑤ 職場における人材育成及び訓練

ڥ؀.4
① 汚染の予防
② 持続可能な資源の利用
③ 気候変動の緩和及び気候変動への適応
④  環境保護、生物多様性、及び自然生息
地の回復

5.ެਖ਼ͳߦ׳ۀࣄ
① 汚職防止
② 責任ある政治的関与
③ 公正な競争
④  バリューチェーンにおける社会的責任の
推進

⑤ 財産権の尊重
6.ফඅऀ՝୊
①  公正なマーケティング、事実に即した偏
りのない情報、及び公正な契約慣行

② 消費者の安全衛生の保護
③ 持続可能な消費
④  消費者に対するサービス、支援、並びに
苦情及び紛争の解決

⑤ 消費者データ保護及びプライバシー
⑥ 必要不可欠なサービスへのアクセス
⑦ 教育及び意識向上

7.  ίϛϡニςΟ΁ͷࢀըٴͼίϛϡニςΟͷ
ൃల
① コミュニティへの参画
② 教育及び文化
③ 雇用創出及び技能開発
④ 技術の開発及び技術へのアクセス
⑤ 富及び所得の創出
⑥ 健康
⑦ 社会的投資

※出典：「日本語訳ISO26000：2010社会的責任に関する手引」

ISO26000 7ͭͷத֩ओ୊ͱͦΕͧΕͷ՝୊

ҏ౻Ԃάϧʔϓɹத௕ڥ؀ظ໨ඪ　▶https://www.itoen.co.jp/csr/system/
༰ثแ૷ɿɹ
・3R(リサイクル、リデュース、リプレイス＆リユース）+クリーン（環境保全）
・ 2030年度までにペットボトルに使用するリサイクル素材等の割合を100%にすることを目指す
CO⒪ഉग़ྔݮ࡟ɿ
・ 2030年度 Scope1、2 総量26％削減　　Scope3 原単位26％削減
・ 2050年度 Scope1、2 総量50％削減　　Scope3 原単位50％削減　　※目標基準年度：2018年度
ਫݮ࡟ྔ༺࢖ɿ
・ 2030年度 水使用量原単位※　16％削減　　2018年度：5.0㎥/㎘→ 2030年度目標：4.2㎥/㎘
※原単位：生産1㎘あたりの水使用量

ҏ౻Ԃάϧʔϓਓํݖ਑
国連の「ビジネスと人権に関する指導原則」に準拠した
人権方針を策定
▶ https://www.itoen.co.jp/csr/human_rights/　

ҏ౻Ԃάϧʔϓ͍͖͍͖݈߁એݴ
１.心と体の健康維持増進
２.安全で快適な職場環境づくり
３.ワークライフバランスの推進
▶ https://www.itoen.co.jp/csr/labour/kenkousengen/

ࣾձɾڥ؀ʹؔ͢Δάϧʔϓํ਑ɾ໨ඪ

શମతͳアϓϩʔν

૊৫౷࣏

૊৫

ίϛϡニςΟ΁
ͷࢀըɾൃల

ফඅऀ
՝୊

ެਖ਼ͳ
ߦ׳ۀࣄ ڥ؀

࿑ಇߦ׳

ਓݖ

主な
取り組み

社会
課題

重要
課題

●組織　˔社会　●環境
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ॏཁ՝୊ͱओͳ KPI

ॏཁ՝୊ ओͳKPI ओͳਐḿʢ2021೥4݄࣮ظ੷ʣ
ओʹ
ؔ࿈͢Δ
SDGs

ফඅऀ՝୊

健康価値の訴求 
（健康と栄養性）

・健康に貢献する製品と食生活の提案
・食品の健康価値に関する研究と発表

・機能性表示食品受理件数18件
・食品の健康価値に関する研究発表12件

製品のパッケージング
および適切な情報公開

・原料原産地の適切な表示 
・環境配慮型容器などの開発

・適切な表示に関するガイドラインの改定　
・ペットボトルの軽量化推進 

品質管理

・サプライチェーンでの品質管理の徹底
・ 主力海外原料サプライヤー、海外製造委託先の
定期監査の実施
・ISO9001、FSSC22000の認証継続

・ISO9001、FSSC22000の認証継続

ίϛϡニςΟɾ
ࣾձ

健康経営の推進 ・社員の健康と安全に配慮した職場環境の整備　
（健康問題の予防管理体制の整備など）

・「健康経営優良法人」の4年連続認定
・「伊藤園グループいきいき健康宣言」策定

コミュニティと人権課題

・事業活動を通じた人権尊重の取り組みの推進
・地域社会や外部団体との関係強化
・伊藤園ティーテイスター制度を活用した 
茶文化の啓発強化

・「伊藤園グループ人権方針」策定

文化活動の推進
・ 「 伊藤園お～いお茶新俳句大賞」や伊藤園ティー
テイスター制度を活かした、日本文化、お茶文化
の啓発活動強化

・「伊藤園お～いお茶新俳句大賞」応募数 
200万句以上
・オンラインやSNSを活用したお茶文化 
啓発活動の実施

持続可能な農業の推進 ・茶産地育成事業（新産地事業）における 
荒茶生産量と面積の拡大

・茶産地育成事業展開面積目標2,000ha達成
・新産地事業展開面積500ｈａ以上

஍ڥ؀ٿ

気候変動への対応 ・事業活動全体でのCO₂排出削減（中長期環境目標）

・2018年度比
Scope1、2　9.1%減
Scope3　 8.1％減
→環境に関する実績はP17参照

水の管理 ・サプライチェーン全体での水削減目標の策定と
管理プロセスの構築 ・水資源に関する中長期環境目標の策定

容器包装

・ペットボトルの軽量化及びリサイクル素材の 
利用推進（中長期環境目標）
・ストロー、リーフ資材における生分解性素材の 
利用推進
・アルミレス紙パックの推進
・容器包装の軽量化

・リサイクルペット資材の利用推進 
（リサイクルペット使用率7％）
・ペットボトルの軽量化推進

廃棄物とリサイクル

・製品廃棄の削減
・食品リサイクル率90％以上を維持
・食品包装工場の再資源化率100％維持
・茶殻リサイクルの推進

・食品リサイクル率92.6％
・緑茶包装工場の再資源化率100％

生物多様性の保全 ・茶産地育成事業での登録品種の維持
・茶産地育成事業におけるGAP認証取得の推進

・茶産地育成事業のGAP認証100％取得　
→P24
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ະདྷʹ͓͚ͨ޲஡ͷՄೳੑ ʙ͓஡ͷαεςφϏϦςΟʙ

ɹ͓஡͸ਓʑͷੜ༷ࣜ׆ͷมԽʹ߹Θͤͯɺ࣌୅Λ௒͑ͯҿΈଓ͚ΒΕ͖ͯͨ೔ຊͷ఻౷ҿྉͰ͢ɻҏ
౻Ԃάϧʔϓ͸ɺओʹ԰಺ҿྉͰ͓͋ͬͨ஡Λ͍ͭͰ΋Ͳ͜Ͱ΋͓͍͘͠ҿΊΔҿྉͱͯ͠։ൃ͠ɺࢢ
৔Λ૑଄͖ͯ͠·ͨ͠ɻͦ ͷ͞ڧͷݯઘ͸ɺ͓ ஡ͷҿΈํͷมԽʹ߹Θͤͯ஡༿ͷͭ͘Γํ͔Βม͑Δɺ
ാ͔Β͸͡·Δ੡඼ͮ͘Γʹ͋Γ·͢ɻ͞Βʹɺ݈ ΔࢸʹϦαΠΫϧثɺ஡֪ϦαΠΫϧɺ༰ڀݚͷੑ߁
·Ͱɺ֎෦εςʔΫϗϧμʔͱڠಇ͠ۀࣄԽΛ࣮͖ͯ͠ݱ·ͨ͠ɻ͜ Ε͔Β΋ֵ৽ͱ௅ઓΛଓ͚ɺࣾ ձɾ
ɻ͢·͖͍ͯ͠ݙߩʹքͷαεςφϏϦςΟۀɺ஡ڥ؀

͓஡ͷܖ໿࠿ഓɿ1976೥ʙ஡࢈஍ҭ੒ۀࣄɹˠP24

͓஡จԽͷൃ৴ɿ1994೥ʙҏ౻ԂςΟʔςΠελʔ੍ ౓ɹˠP26ɺP53

॥؀ɿ2001೥ʙݯࢿ ஡֪ϦαΠΫϧγεςϜɹˠP27

͓஡ͷᅂ޷΍ҿ༻γʔϯͷଟ༷Խ΁ͷରԠ

1980 1985 1990 1995 2000 2005

஡ੜऀ࢈ͱͷܖ໿࠿ഓ
1976年から、茶生産者と協働で畑から高品質原料
を開発し、全量を買い取る契約栽培に取り組んでい
ます。

ɾ ஡ੜऀ࢈౳ͷࣾ֎ؔऀ܎ͱڠಇ͢Δ஡࢈஍ҭ੒
ۀࣄ

͓஡ͷ԰֎ҿྉԽ
→急須で飲む屋内飲料から、いつでもどこでも飲める飲料へ

ແ౶஡ҿྉࢢ৔ͷ૑଄
江戸時代には「茶弁当」と呼ばれる、弁当とともに、
お茶の屋外飲用を愉しむ道具がありました。
1980年代以降、茶系飲料の開発により店頭販売
のおにぎりや弁当と一緒に需要が伸び、無糖茶飲
料市場を創造してきました。
※茶道具一式と弁当を担ぐための道具で、物見遊山や旅行などに出かける際に 
使用され、利用者は、弁当と共にお茶を愉しんだとされています。

ͷൃ৴ͱ੡඼Խੑ߁஡ͷ݈͓ͮ͘جʹڀݚ ʢ1986೥ ҏ౻Ԃதԝڀݚॴઃཱʣ
→特定保健用食品、機能性表示食品の開発・販売

ΛՊֶతੑ߁఻͑ΒΕ͓ͨ஡ͷ݈͍ݴΒ͔͘ݹ ʹղ໌
鎌倉時代の栄西による日本初の茶の専門書「喫茶 養生記」には、
茶の効能等が記されていました。古くから知られ ていたお茶の
健康性は、数々の研究により科学的な解明が進 んでいます。
当社は研究成果の発信と製品化への応用を進め ています。
→P26

͓஡จԽͷൃ৴
お茶の飲料化が進む一方で、急須でいれるおいしい
お茶のいれ方や楽しみ方を伊藤園ティーテイスター
が発信する活動を行っています。

ɾ ֶ ମɺ֤࣏΍ࣗߍ ஂମ౳ͱڠಇͯ͠औΓ૊Ή͓஡
จԽͷൃ৴ʢҏ౻ԂςΟʔςΠελʔ੍౓ʣ

஡֪Λݯࢿͱͯ͠༗ޮ׆༻
お茶をいれた後に出る茶殻は
古くから、掃除用途や佃煮な
どの料理に使われたり、家畜
の飼料や肥料として有効活用
されてきました。当社は、飲料
製品の製造過程で排出される茶殻を身近な工業製品
等にリサイクルしています。

　
ɾ ҏ౻Ԃ͸ɺ༷ ʑͳۀछͷࣾ֎ؔऀ܎ͱ 
੡඼΁஡֪ΛϦαΠΫϧɹۀ޻ಇͷ্ɺڠ
ˠ஡֪ϦαΠΫϧγεςϜ

昔ながらの茶殻を使った畳掃除

ແ౶஡ҿྉࢢ৔ͷ૑଄ͱൃల ～茶畑からはじまり、健康性の研究・製品化・資源循環 に至るまでを事業化～

世界初の製品発売
・1980「缶入りウーロン茶」
・1985「缶入り煎茶」
・1990「ペットボトル入り緑茶」

・2000  ホット対応ペットボトル
「お～いお茶」

・2004 「お～いお茶濃い味」

江戸時代の「茶弁当」※
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ະདྷʹ͓͚ͨ޲஡ͷՄೳੑ ʙ͓஡ͷαεςφϏϦςΟʙ

͓஡ͷܖ໿࠿ഓɿ1976೥ʙ஡࢈஍ҭ੒ۀࣄɹˠP24

͓஡จԽͷൃ৴ɿ1994೥ʙҏ౻ԂςΟʔςΠελʔ੍ ౓ɹˠP26ɺP53

॥؀ɿ2001೥ʙݯࢿ ஡֪ϦαΠΫϧγεςϜɹˠP27

ɹˠP46༺࢖Λࡐ॥؀ɿ2014೥ʙϗοτରԠʮ͓ʙ͍͓஡ʯϖοτϘτϧʹϦαΠΫϧૉݯࢿ

ະདྷ΁ଓ͓͘஡ͷՄೳੑ΁ͷ௅ઓ

2010 2015 20212020

੡඼༻్ʹ͋Θͤͨݪྉੜ࢈
・高品質原料の安定調達と茶生産者への貢献

Γ΁ͷରԠ·ߴͷ޲ࢤ߁݈
・人生100年時代の健康課題への提案

ҿ༻γʔϯͷଟ༷Խ΁ͷରԠ
・飲料からリーフまでのフルラインアップ
・マイボトル等の次世代の飲み方への対応

͓஡ͷ৽ͨͳָ͠ΈํͷఏҊ
・飲むだけでなく「食す」お茶などの提案

͓஡จԽʢٸਢ౳ʣͷੈ࣍୅΁ͷܧঝ
・伊藤園ティーテイスターによる、急須文化としての食育活動

॥؀ͷऔΓ૊Έਪਐݯࢿ
・茶殻や容器包装での環境課題解決

೔ຊ஡ͷւ֎Ͱͷೝ஌ͱधཁ֦େ

ͷൃ৴ͱ੡඼Խੑ߁஡ͷ݈͓ͮ͘جʹڀݚ ʢ1986೥ ҏ౻Ԃதԝڀݚॴઃཱʣ
→特定保健用食品、機能性表示食品の開発・販売

ΛՊֶతੑ߁఻͑ΒΕ͓ͨ஡ͷ݈͍ݴΒ͔͘ݹ ʹղ໌
鎌倉時代の栄西による日本初の茶の専門書「喫茶 養生記」には、
茶の効能等が記されていました。古くから知られ ていたお茶の
健康性は、数々の研究により科学的な解明が進 んでいます。
当社は研究成果の発信と製品化への応用を進め ています。
→P26

ແ౶஡ҿྉࢢ৔ͷ૑଄ͱൃల ～茶畑からはじまり、健康性の研究・製品化・資源循環 に至るまでを事業化～

・2000  ホット対応ペットボトル
「お～いお茶」

・2004 「お～いお茶濃い味」

・2011  特定保健用食品 
「カテキン緑茶」

・2020  機能性表示食品 
「お～いお茶 お抹茶」

ۭ͖༰ثͷճऩͱϦαΠΫϧͷਪਐ
明治時代の駅売り茶の「汽車土瓶」も使用後の回収が課題であり、
「空き瓶は腰掛の下へ」と注意書きが記されていました。
当社は、自販機横の空き容器回収を行い、ペットボトルのリサイクルを 
推進しています。

ɾ ҏ౻Ԃ͸ɺ࠶ੜऀۀࣄͳͲͷࣾ֎ؔऀ܎ͱڠಇͷ্ɺ2030೥౓·ͰʹશϖοτϘτϧ੡඼Λ
 100 Ϧ̀αΠΫϧૉࡐ౳ʹ͢Δ͜ͱΛ໨͠ࢦ·͢ɻ

2021年緑茶飲料市場
4,350億円（予測）

2021年茶系飲料市場
約9,000億円（予測）

明治時代の汽車土瓶の注意書き 当社営業員による空き容器回収

鎌倉時代の喫茶養生記
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ҏ౻Ԃಠࣗͷ࣋ଓՄೳͳ೶ۀϞσϧʮ஡࢈஍ҭ੒ۀࣄʯ
ɹҏ౻Ԃ͸ɺࠃ಺ߥ஡ੜྔ࢈ͷ໿4෼ͷ1ΛऔΓѻ͍ͬͯ
·͢ɻ౰ࣾ͸ݪྉ஡ͷʮܖ໿࠿ഓʯʹ औΓ૊ΈɺٸਢͰ͍Ε
ͯҿΉϦʔϑͷ͓஡ɺ྘஡ҿྉʮ͓ʙ͍͓஡ʯͳͲɺͦ Εͧ
Εͷ੡඼ʹ͋ͬͨݪྉ஡ͷ࠿ഓɾՃํ޻๏Λੜऀ࢈ͷօ͞
ΜͱڠಇͰ࡞Γ্͍͛ͯ·͢ɻੜ͞࢈Εͨߴ඼࣭஡༿͸
શྔങ͍औΔ͜ͱͰɺੜऀ࢈ͷ҆ఆܦӦͱޏ༻ͷ૑ग़ͳͲ
Λ࣮͠ݱɺ࣋ଓతͳ೶ۀͷൃలʹ͍ͯ͠ݙߩ·͢ɻɹ
ɹ·ͨۙ೥Ͱ͸ɺࣗ ಇͰɺڠͳͲͱऀۀࣄͷݩମ΍஍࣏
l耕作放棄地などを茶畑に転換する新産地の育成”ʹ΋
औΓ૊ΜͰ͍·͢ɻܖ໿࠿ഓͷల։໘ੵ͸೥ʑ૿Ճ͠ɺ
2020೥౓ʹ͸2,207haͱͳΓ·ͨ͠ɻ

஡࢈஍ҭ੒ۀࣄʹΑΔؔऀ܎ͱҏ౻ԂͷՁ஋

ऀۀࣄ (ੜऀ࢈ʣɾ࣏ࣗମ
・持続的な農業経営
・耕作放棄地の有効活用
・雇用の創出、後継者不足解消
・ 大規模、機械化、ITによる生産 
コストの低減

ҏ౻Ԃ
・高品質茶葉の安定調達
・緑茶飲料の原料の品質向上
・コスト低減

事業契約

技術支援

全量買取

஍ͷҭ੒ల։஍۠࢈Δɺ৽͢׵஍ͳͲΛ஡ാʹసغ์࡞ߞ
　2020年時点で、6県（大分県、宮崎県、鹿児島県、佐賀県、長崎県、静岡県）8地区で展開しています。

杵築地区

袋井地区

太良地区

西海地区

宇佐地区

臼杵地区

都城地区

曽於地区

伊藤園調べ

0

4,000

2,000

10,000

12,000

14,000

8,000

6,000

0

2,000

1,500

1,000

500

2,500

800
380 2,120

790
2,690

860
3,630

1,034

6,314

1,669

7,122

1,836

7,523

2,207

8,494

2,243

'07 '09 '12 '15 '18 '19 '20 '21

஡࢈஍ҭ੒ۀࣄల։໘ੵͷਪҠ
（t) （ha）

（計画）

 茶産地育成事業展開面積    うち新産地事業面積  生産量

۝भ ݝ5 ੩Ԭݝʢ2020೥ 8݄ల։։࢝ʣ ໛஡Ԃ΁ن஍ͳͲΛେغ์࡞ߞ
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஡࢈஍ҭ੒ۀࣄͷओͳ੒Ռ

※1 各新産地の正社員平均年齢を加重平均したもの　
※２ 国内農業従業者（出典　農林水産省）　
※３ 新産地の一例　

※４ 農林水産省「茶をめぐる情勢」
※５ 食の安全や環境保全に取り組む農業に与えられるGAP認証制度には、世界基準である「グローバルGAP」のほか、日本GAP協会が展開す
る「JGAP」「ASIAGAP」などがあり、ここではこれら３つの認証のうち、いずれかを取得した農園を指します。

耕作放棄地等を茶園に造成

新産地　

500ha
以上

従業員平均年齢（新産地※1）

約４５歳　
（国内平均67.8歳※2）

10aあたり労働時間（新産地※3）

約４4時間　
（静岡県平均 約122時間※4）

GAP認証取得率※5

100%

஡೶ۀͷٕज़։ൃͱී͚ͨ޲ʹٴϩʔυϚοϓ

ٕज़ͷ։ൃ
（リモートセンシング、蒸気防除機）

ٕज़ͷཱ֬
（茶殻含有堆肥、蒸気防除機製品化）

ূݕ஍Ͱͷ࢈໿ܖ
（課題抽出、コストダウン）

ٴ஍Ͱͷී࢈໿ܖ

2050೥2040೥2030೥2020೥

IT

৅セϯαʔؾ

౔৕セϯαʔ

༗ػ

஡֪ͷංྉԽ
茶殻高含有堆肥の製造
飲料工場と契約産地の 
マッチング

༗ػ

ৠؾ๷আػͷ࣮༻Խ
蒸気による防除、除草

IT

AIʹΑΔ؅ཧ࠷ۀ࡞దԽ
気象・土壌センサーなどに
より茶の生育環境を把握

ఠ࠾΍ӡൖɺྔܭͷࣗಈԽɻ੒෼ධՁͷࣗಈԽ
摘採機や運搬のIT化、生葉の自動計量などによる 
省力化と人員不足の解消

͢·͖͍ͯ͠ݙߩʹͷਪਐۀଓՄೳͳ೶࣋

IT

ఠظ࣌࠾ͷ൑அ
リモートセンシングや 
AI画像解析

ɹ஡࢈஍ҭ੒ۀࣄ͸ߴɺ ඼࣭ݪྉͷ҆ఆௐୡͷ΄͔ɺ༷ ʑͳ੒Ռʹͭͳ͕͍ͬͯ·͢ɻ·ͨɺࡏݱ
͔Βকདྷʹ͚ͯ޲ɺ༗࠿ػഓٕज़ͷߏஙʢݮԽֶංྉɺݮԽֶ೶ༀɺআ૲ɺڥ؀ରࡦʣɺ̞̩ٕज़ɾল
ྗԽٕज़ͷਪਐɺ͓ ஡΍໺ࡊͷੜ࢈ʹΑΔ௨೥ޏ༻Λܖ໿࢈஍Ͱී͖͍ͯͤ͞ٴ·͢ɻ
ɹͳ͓ɺ༗࠿ػഓٕज़ͷߏங͸ɺੜ࢈஍ͷڥ؀ෛՙ௿ݮʹͭͳ͕Δ΄͔ɺཹ࢒೶ༀج४஋͕ࠃ಺
ͱҟͳΔւ֎Ͱͷۀࣄల։Λਪਐ͢Δ্Ͱ΋ॏཁͳऔΓ૊Έͱ͍ͯ͑ߟ·͢ɻ

೶ٕۀज़෦௕ɹ২ా ࢢ޾

循環型農業の推進
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ෳ߹ܦӦ

஡ͷؓظࢄʹଞͷ೶࡞෺ੜ࢈
通年雇用や事業経営の安定化 茶の栽培+大麦若葉などの栽培

ෳ߹ܦӦ

৔ͷ൚༻Խ޻஡ߥ
冬期の収益確保 茶の加工+野菜の乾燥など



྘஡ͷ݈ੑ߁ʹؔ͢Δڀݚͱൃ৴
ɹ1200೥ͷ௕͍ྺ࢙Λͭ࣋྘஡͸ɺੲ͔Β৺਎ʹΑ͍΋ͷͱ͞Ε͖ͯ·͕ͨ͠ɺݱ୅Ͱ͸਺ʑͷڀݚͰՊֶతʹཪ෇
͚͞Ε͍ͯ·͢ɻҏ౻ԂதԝڀݚॴͰ͸༷ʑͳؔػڀݚͱ࿈͢ܞΔͳͲɺ྘஡ͷ݈ੑ߁ͷڀݚΛ͍ͯͬߦ·͢ɻʮ݈߁
૑଄ۀاʯͱͯ͠ɺੈ քڞ௨Ͱ͋Δ݈߁՝୊ͷղܾʹͭͳ͍͛ͯͨ͘Ίɺڀݚ੒Ռͷެද΍੡඼ԽͳͲɺ͓ ஡ͷ݈ੑ߁
Λൃ৴͠ଓ͚ͯ·͍Γ·͢ɻ

͓஡จԽͷൃ৴׆ಈʢҏ౻ԂςΟʔςΠελʔ੍౓ʣ
ɹ͓஡͸ਓͱਓΛͭͳ͗৺஍Α͍ؒ࣌Λڞ༗Ͱ͖ΔҿΈ෺Ͱ͢ɻ౰ࣾʹ͸ʮ͓஡ͷҏ౻Ԃʯͱͯࣾ͠һ͕͓஡ʹؔ͢Δߴ
͍஌ࣝΛࣾͪ࣋಺֎ʹ͓஡จԽͷൃ৴Λࣾ͏ߦ಺੍֨ࢿ౓ʮҏ౻ԂςΟʔςΠελʔ੍౓ʯ͕ ͋Γ·͢ɻ
ɹ͜ͷ੍౓͸ްੜ࿑ಇলͷʮࣾ಺ݕఆೝఆ੍౓ʯͱͯ͠ೝఆΛड͚͍ͯ
·͢ɻ͜ ͷ੍౓ͷ༗ऀ֨ࢿ͸ɺ͓ ஡ͷྺ࢙ɺ݈ ɺ͍ੑ߁ Εํɺָ ͠Έํ
Λൃ৴͢ΔͳͲɺ͓ ஡จԽΛ఻͍͑ͯ͘׆ಈΛ͍ͯͬߦ·͢ɻ
ˠP53

ʮҏ౻Ԃ݈߁ϑΥʔϥϜ ͓஡Ͱਓੜ 100೥࣌୅Λ๛͔ʹੜ͖Δ஌ܙʯ
　お茶の健康価値をテーマとした「伊藤園健康フォーラム」を2019年から実施しています。
2021年9月の開催時には、研究者などによる講演、パネルディスカッションを行いました。
　当社は、お茶を通じて社会課題の解決に貢献し豊かに生きる社会の実現を目指し、当フォー
ラムを通じて、人々の健康な毎日に役立つ情報を発信していきます。

௒ࣾྸߴձରࡦʹؔ͢Δڀݚ՝୊ɹɹ
ओͳڀݚ
྘஡ɺຣ஡ͷೝ஌঱༧๷ޮՌͷূݕͱϝΧニζϜ
ͷղ໌
・ 伊藤園中央研究所、株式会社島津製作所、 
株式会社MCBIの3社共同研究

ܞ຿ఏۀ
ΤʔβΠࣜגձࣾͱ݈߁௕णࣾձͷ࣮͚ͨ޲ʹݱ
ܞ຿ఏۀ
〈2021年以降の活動予定〉
・ 全国の自治体で、エーザイ、伊藤園で抹茶、運動、 
食事による健康セミナー開催
・エーザイの「脳年齢測定アプリ」活用企画実施

ੜ׆श׳ʹؔ͢Δڀݚ՝୊
ओͳڀݚ
྘஡ʹؚ·ΕΔΨϨʔτܕΧςΩϯͷಇ͖ʹ 
͍ͭͯͷڀݚ
・悪玉コレステロールの低下、体脂肪吸収抑制など
・ 東北大学との共同研究など

ࣾձͷ݈߁ෆ҆ʹؔ͢Δڀݚ՝୊
ओͳڀݚ
྘஡ͷ߅΢Πϧε࡞༻
・ 抗インフルエンザウイルス、試験管内での新型コロナ
ウイルス不活化、お茶でうがいやお茶の含み飲みで 
口から始める公衆衛生など
・ 静岡県立大学、京都府立医科大学との共同研究など
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੡඼ϥΠϑαΠΫϧΛ௨ͨ͡ɺڥ؀՝୊΁ͷऔΓ૊Έ
ɹ྘஡ҿྉࢢ৔γΣアNoɽ1ϒϥϯυͷʮ͓ʙ͍͓஡ʯΛൢച͢Δ౰ࣾ͸ɺ஡ാ͔Β͸͡·Δ੡඼ͮ͘Γ΍ɺӦۀɾൢചɺ
ফඅࢸʹޙΔ·Ͱͷڥ؀ෛՙ௿ۃੵʹݮతʹऔΓ૊ΜͰ͍·͢ɻ

஡֪ϦαΠΫϧΛՄೳʹ 
͢Δҏ౻Ԃಠࣗͷٕज़

・ 含水のまま常温保存して 

輸送する技術

・ 消臭、抗菌といった茶の 

機能性を活かした製品開発

・ CO2を吸収した茶殻の 

製品中への固定技術

・ 紙や樹脂などの限られた 

資源の代替原料としての活用

஡֪ϦαΠΫϧγεςϜ
　「お～いお茶」などの飲料製品製造の工程では茶殻が発生します（年間63,200トン※2019年）。当社では肥料や家
畜の飼料として再利用するだけでなく、水分を含んだ茶殻を腐敗させることなく、常温のまま輸送・保存・製品に配合
する技術を2001年に開発しました。この「茶殻リサイクルシステム」により、茶殻の消臭・抗菌効果を活かした茶殻配
合の畳やマスクケースなど、現在では、100種類以上の身近な工業製品の原材料として使用されています。

༰ثแ૷ʹؔ͢ΔऔΓ૊Έ
　気候変動問題や海洋プラスチックごみ問題を背景にペットボトルの軽量化やボトルtoボトルリサイクルなど、プラスチッ
ク使用量削減に寄与する技術開発、資源有効活用に積極的に取り組んでいます。

஡֪Λ഑߹ͨ͠
ʮࢴʯ੡඼

茶殻入りマスクケース 茶殻配合紙ノート 茶殻入り封筒

஡֪Λ഑߹ͨ͠
ʮथࢷʯ੡඼

お茶入りベンチ 枕 人工芝充填材

஡֪Λ഑߹ͨ͠
ʮࡐݐʯ੡඼

畳（第一号の茶殻配合製品） お茶入り石膏ボード 機能性内壁材

஡֪Λ഑߹ͨ͠
ʮγʔτʯ੡඼

茶殻配合シート

・ NSシステムによるペットボトル
資材の軽量化（525mlペットボ
トルの場合 約30％軽量化）
→P43

・ 「お～いお茶」ティーバッグ製品
に生分解性フィルターの活用

→P31、41

・ 2025年度までに「お～いお茶」
ブランドの全ペットボトル製品
を100％リサイクル素材へ
→P46

茶殻配合シートは自動販売機の取り出し口（左）や 
購入ボタン（右）の茶殻抗菌シールに活用

ओͳ஡֪ϦαΠΫϧ੡඼
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͓ʙ͍͓஡
گ֓ۀࣄ

گ৔֓ࢢ
ɹࠃ಺྘஡ҿྉࢢ৔No.1ϒϥϯυͰ͋Δʮ͓ʙ͍͓஡ʯ͸̏ ೥࿈ଓͰl྘஡ҿྉൢച࣮੷ੈքҰzͱ͠ ʮͯΪωεੈքه࿥
ೝఆʯΛड͚͍ͯ·͢ɻ2020೥͸ɺࣄٸۓଶએݴԼͷਓͷԟདྷͷݮগɺҟৗؾ৅΍ఱީෆॱͳͲͷӨڹʹΑΓɺ྘஡ҿ
ྉࢢ৔͸4,180ԯԁʢରલ೥ʵ6ˋʣɺ౰ࣾγΣア͸33 ʢֹ̀ۚϕʔεʣͱલ೥ͱಉ༷ͱͳΓ·ͨ͠ɻ
ɹͦͷΑ͏ͳதɺ౰ࣾ͸ʮͱͲ ʂ͚͓ ஡ͷνΧϥʯͱ୊͠ɺػೳੑදࣔ৯඼ͳͲͷ੡඼։ൃ΍ɺSNSΛ׆༻ͨ͠オϯϥΠ
ϯΠϕϯτͷ։࠵౳ʹΑΔࢢ৔ੑ׆ԽʹऔΓ૊ΜͰ͍·͢ɻ͞Βʹɺ஡֪ϦαΠΫϧ΍ϘτϧtoϘτϧͷऔΓ૊Έͷਪਐ
ͳͲʮ͓ʙ͍͓஡ʯϒϥϯυΛ௨ͨࣾ͡ձڥ؀՝୊ʹ΋ੵۃతʹऔΓ૊ΜͰ͍·͢ɻ

ɹڀݚɾاըɾ։ൃ
ʓػೳੑදࣔ৯඼Ͱͷ஡੒෼ͷ݈ੑ߁ʹؔ͢Δڀݚ
伊藤園中央研究所による外部研究者、研究機関との共同研究 
カテキン、テアニンなどの茶成分の健康性の解明
ʓ͓͍͠͞Λ௥ͨ͠ٻ੡඼ͮ͘Γ
製品の企画設計、理想的な製品づくりのために必要な原料や製造加工技術の設計

՝୊΁ͷରԠ߁݈
超高齢社会などの社会課題解決に 
向けた研究

੡඼։ൃ͔ͨ͠׆੒ՌΛڀݚ
茶成分の働きなどを活かした、機能性
表示食品などの製品を開発・発売

͍ͭͰ΋
Ͳ͜Ͱ΋

ࣗ෼Ͱ͍Εͯ
ຯΘ ɾ͏ָ͠Ή

͏ݣؾʹ߁݈
ʢػೳੑදࣔ৯඼ʣ

ҏ౻Ԃ͕ಧ͚Δ͓஡ͷνΧϥ

͓͍͠͞ 
● 茶農家との密接な取り組みによる高品質原料を使用したおいしさを追求した製品の販売
● ライフスタイルに合わせた製品展開

͢͜΍͔͞ ● 毎日いきいきとした豊かな生活をサポート

ͨͷ͠͞ 
●  社内資格「ティーテイスター制度」有資格社員を主としたおいしいお茶のいれ方、 
茶文化などの情報発信

ʮ͓ʙ͍͓஡ʯͷόϦϡʔαʔΫϧͱ
ࣾձɾڥ؀՝୊΁ͷऔΓ૊Έ
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ʮςΟʔςΠελʔ੍౓ʯͱ͓஡จԽͷൃܒ
同制度の有資格社員がお茶の魅力や文化をSNSやオンラインの活用を含めて、
継続的に発信　　→P53 

͓ʙ͍͓஡৽ആ۟େ৆
入賞作品を「お～いお茶」の製品パッケージに掲載する創作俳句コンテスト　
→P63 

Ϙτϧ̓ Ϙ̾τϧͷϖοτϘτϧϦαΠΫϧ
2025年度までに「お～いお茶」ブランド全ペットボトル製品を100％リサイクル
素材へ切り替え　　→P46 

ʮ͓஡Ͱ೔ຊΛඒ͘͠ɻʯɺ
ʮΘͨ͠ͷ֗ͷະདྷͷࡩϓϩδΣΫτʯ
「お～いお茶」ブランド製品の売上の
一部を、各都道府県の環境保全活動
や桜の植樹・保全活動などに対して
寄付。また、社員が各自治体による
環境保全・整備活動に参加

社員が参加する活動

NSγεςϜɾ༰ྔܰثԽ
常温・無菌の充填システム、NSシステム：
「Non-Sterilant（殺菌剤を使用しない）」
を採用し、ペットボトルも軽量化。殺菌剤
不使用のため、殺菌剤を洗い流す水使用
量も削減　　
→P43

 

஡֪ϦαΠΫϧγεςϜ
抽出後に工場から排出される茶殻を、お
茶の機能を活かして工業製品の原材料と
してリサイクル　
→P27 

஡࢈஍ҭ੒ۀࣄ
茶産地育成事業を通して、緑茶飲料 
「お～いお茶」専用茶葉を栽培・加工
→P24 

茶殻入り段ボール

マスクフレーム

名刺新産地事業：静岡県袋井地区
茶殻入り段ボール

※ギネス世界記録TMは 
ギネスワールドレコーズリミテッド
の登録商標です。 
記録名 ： 
「最大のナチュラルヘルシーRTD緑
茶飲料（最新年間売り上げ）」 
記録対象ブランド： 
「お～いお茶 」ブランド 
（お～いお茶ほうじ茶飲料製品を除く） 
記録対象期間 ： 
2020年1月～12月 

　インテージSRI無糖茶飲料 
市場データ 
（期間：2020年1月～12月/ 
販売実績）

಺྘஡ҿྉࠃ
৔γΣアࢢ

33ˋ

೔ຊͰ΋
ੈքͰ΋

No.1
ϒϥϯυ˞

ɹϧʔτセʔϧεͳͲΛ͔ͨ͠׆Ӧۀɾൢച /ফඅޙ
ʓʮ͓஡ͷҏ౻ԂʯͳΒͰ͸ͷɺ྘஡ҿྉͱϦʔϑʢ஡༿ʣͷ࿈ಈൢചɺച৔ఏҊ
ʓ͓٬༷ʹ͍ۙ৔ॴͰࢢ৔৘ใΛऩूɾ೺ѲͰ͖ΔϧʔτセʔϧεγεςϜ

ɹ͓͍͠͞Λ࣮͢ݱΔߴ඼࣭ͳݪྉௐୡɺ੡଄ɾ෺ྲྀ
自社工場 製造委託先工場

஡༿

઱౓஡༿
荒茶加工時間　２分の1
摘採直後から鮮度管理

ՐೖΕ

஡༿ͷਊ·ͰՐೖΕ
マイクロ波火入れで
「芯水」をじっくり逃が
し、旨み、香りの鮮度
を守る

อ؅

઱౓඼࣭Λ
؅ཧ͠ͳ͕Βग़ՙ
適切な温度を保ち、
必要な分だけ出荷

நग़

ḦΓͨͯ઱౓நग़
急須式抽出機で抽出
直前に茶葉を煎ること
香りを引き出す

ॆర

୤ࢎૉॆర
お茶の大敵「酸素」を
極力抑えることで酸化
劣化を防止

Ϙτϧ

̓̌ ຊͷΧοτϘτϧ
お茶の大敵「光」から
おいしさを守る容器設計
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（億円 ) （%） 緑茶飲料市場の動向    伊藤園  伊藤園シェア

伊藤園調べ（期間：各年1～12月　販売金額）
見通し
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Ϧʔϑɾຣ஡੡඼
گ֓ۀࣄ

گ৔֓ࢢ
ɹ2020೥ͷ྘஡Ϧʔϑࢢ৔͸ɺϦϞʔτϫʔΫͷఆணͳͲʹΑΔʮ͓͏ͪधཁʯͷ૿Ճͱ݈޲ࢤ߁ͷߴ·ΓʹΑΓɺՈఉ
༻೔ຊ஡ࢢ৔Ͱରલ೥ 5ɹˋɺͦ ͷ͏ͪɺ೔ຊ஡ςΟʔόοάͰରલ೥ 7ɹˋͷ৳௕ͱͳΓ·͠ ͨɻ౰ࣾ͸ύοΫ஡ͷ྘஡Ϧʔ
ϑ੡඼΍ϚΠϘτϧʹରԠͨ͠ςΟʔόοά੡඼ͷൢചڧԽͳͲʹऔΓ૊Έ·ͨ͠ɻͦ ͷ݁ՌɺՈఉ༻೔ຊ஡ࢢ৔Ͱ౰ࣾ
γΣア͸25.3ˋͱલ೥ΑΓ0.4ˋ૿Ճ͠ɺΧςΰϦʔผͷ౰ࣾൢച࣮੷Ͱ͸ɺ೔ຊ஡શମͰରલ೥ 1ɹ1ˋɺ೔ຊ஡ςΟʔόο
άͰରલ೥ʴ14ˋͱͳΓ·ͨ͠ɻ
ɹޙࠓ΋ʮ͓஡ͷҏ౻Ԃʯͱͯ͠ɺࣾ ձͷมԽ΍͓٬༷ͷニʔζΛͱΒ͑ͨ੡඼Λൢച͍͖ͯ͠·͢ɻ

2020೥ɹՈఉ༻Ϧʔϑࢢ৔ͷಈ޲

྘஡ϦʔϑͰ೔ຊॳͷػೳੑදࣔ৯඼
　伊藤園中央研究所による、緑茶由来のガレート型カテキンの「BMIが高めの方
の体脂肪を減らす」働き※1の研究成果を受けて、日本で初めて※2、お茶の葉だけ
で作られている機能性表示食品「一番摘みのお～いお茶」シリーズを2021年３月
に発売しました。
※1機能性関与成分：ガレート型カテキン340㎎（抽出液）
※2機能性関与成分ガレート型カテキンによる「体脂肪を減らす」機能性表示食品、緑茶リーフ製品カテゴリーとして日本初（２０２０年伊藤園調べ）

25.3%

2.6% 2.4%

伊藤園 A社 B社

͓஡ͷϦʔσΟϯάۀاͱͯ͠ͷڀݚ։ൃ͔Βച৔ͮ Γ͘·Ͱͷ૯߹తͳఏҊ 

ҏ౻ԂதԝڀݚॴʹΑΔ஡੒෼ͷ݈ੑ߁ͷղ໌ɺՈఉ༻͔Βۀ຿༻ʹࢸΔ·ͰͷϦʔϑࢢ৔ಈ޲΍஍Ҭผͷ
৔෼ੳͱ͍ͬͨɺ͓ࢢ ٬༷ͷニʔζ΍༻్ΛͱΒ͑ͨ෯͍޿੡඼ϥΠϯアοϓΛऔΓἧ͍͑ͯ·͢ɻ·ͨɺ୨
ׂγεςϜʹΑΔച৔ఏҊɺϦʔϑͱ஡ܥҿྉΛ࿈ಈͤͨ͞ച৔ఏҊͳͲɺࢢ৔ੑ׆ԽʹऔΓ૊ΜͰ͍·͢ɻ
 

2019年 2019年2020年 2020年

։ൃڀݚ
茶カテキンやテアニンなどの茶成分の健康性の解明

৔ௐࠪࢢ
お茶の市場と販売動向 
（家庭から業務用に至る市場の動向を把握）
地域別お茶の販売動向 
（地域別、カテゴリー別分析）
日本茶を主体とする消費トレンド調査  
（日本茶を中心とした飲用および購買に関する調査）

͝ෆຬ఺ͷൃ۷
お客様のご不満点・要望などは当社社員がダイレクトに
収集（Voice制度）

ച৔ͮ Γ͘
棚割システムによる売場提案 
（POS分析と棚割の画像提案を実施。売れる定番売場づ
くりをご提案）
年間を通じた販促提案 
（年間の生活テーマや、季節に応じた販促をご提案）
販促什器の提供 
（エンドから関連販売まで、お店の販売に寄与する各種什
器をご用意）
ルートセールスを展開 
（1店 1店細やかな店舗フォローを実施）

※資料 伊藤園（期間：2020年1月～12月/販売金額）
※インテージSRI+（期間：2020年1月～12月/日本茶市場/販売金額）

※ 資料 市場計については伊藤園（期間：2020年1月～12月/販売金額）
※ 伊藤園の日本茶、ティーバッグ販売動向はインテージSRI
　（期間：2020年１月～12月　日本茶市場/販売実績）

対前年+5% 対前年+7%

2020೥ɹՈఉ༻Ϧʔϑࢢ৔γΣア ೔ຊ஡ࢢ৔ܭ ೔ຊ஡ςΟʔόοάࢢ৔ܭ
伊藤園の

日本茶販売動向 

対前年+11％

伊藤園の
ティーバッグ
販売動向 

対前年+14％
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ຣ஡ࢢ৔ͷੑ׆Խ 
　「抹茶」は日本が世界に誇る伝統の食文化の一つです。
お点前に使う本格的な抹茶から、抹茶加工食品、飲料
用・業務用などの幅広い需要があり、おいしさや健康
性から高い評価を得ています。伊藤園では、世界的な
抹茶需要増加に対応するため、2016年に静岡相良工
場内に専用工場「抹茶工房」を稼働させました。2020
年からは抹茶を通じて認知機能に関する課題解決に取
り組む「 ITO EN MATCHA PROJECT」を展開していま
す。様々な抹茶の魅力をお届けし抹茶市場の活性化に
取り組んでいます。

༰ثแ૷ͳͲͷڥ؀΁ͷऔΓ૊Έ
　海洋プラスチックごみ問題の課題解決に取り組み、植物由来の素材で作った生分
解性エコフィルターを採用した、環境にやさしくお茶の抽出性が高いティーバッグ製品
のラインアップを拡充しています。また、リーフ製品の段ボール資材へのFSC認証紙※

の採用を進めています。
※FSC認証紙とは、適切に管理された森林の木材を使用して作られた紙

抹茶産地の育成
京都府、鹿児島県などで抹茶原料（てん茶）の契約栽培を広げて、生産量を拡大させています。

೔ຊॳ˞ςアニϯͱ஡ΧςΩϯͷಇ͖ʹΑΓೝ஌ػೳʢ஫ҙྗɾ൑அྗʣͷਫ਼౓ΛߴΊΔຣ஡੡඼ 
　当社は抹茶の研究や活用を通じて認知機能に対する課題解決に取り組んでいますが、
その一環として、テアニン・茶カテキンの働きにより認知機能（注意力・判断力）の精度
を高める機能性表示食品「お～いお茶 お抹茶」を2020年12月に発売しました。
　当社独自の契約栽培の抹茶を使用して、まろやかな後味と旨みが楽しめ毎日手軽に
続けられ、認知機能（注意力・判断力）が気になる方におすすめの製品です。
　今後も研究を進め、人生100年時代においての製品開発など、お客様の生活をより
豊かにできる活動を展開していきます。
※テアニンと茶カテキンを組み合わせた認知機能カテゴリーの機能性表示食品は伊藤園が日本初（2020年伊藤園調べ）

機能性表示食品「お～いお茶 お抹茶」

ϚΠϘτϧ͚޲ͳͲɺଟ༷ͳ੡඼ϥΠϯアοϓ
　当社は飲料製品のみならず、リーフ製品、簡便性（ティーバッグ、インスタントなど）
製品といったお茶に関するフルラインアップをそろえており、多様な飲まれ方など、
幅広いニーズに対応しています。近年、環境への配慮や経済面での利点などから、
マイボトルを保有する人が増えています。リーフ市場において、ティーバッグなど簡
便性製品の需要は拡大していますが、「お茶の伊藤園」として技術やノウハウを駆使し、
マイボトルにも適した原料と製法により、いつでもどこでも楽しめるティータイムをご
提案しています。

マイボトル用ティーバッグ「ボトルでポン」

マイボトル用ティーバッグ「KEEP IN   MY BOTTLE」
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出典：全国茶生産団体連合会調べ
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Ή͗஡੡඼
گ֓ۀࣄ

گ৔֓ࢢ
ɹ 2020೥ͷΉ͗஡ҿྉࢢ৔͸10೥લͷ໿3ഒͷ໿1,000ԯԁࢢ৔ͱͳΓ·͠ ͨɻϊϯΧϑΣΠϯ஡ܥҿྉNo.1(਺ྔϕʔ
ε)ϒϥϯυͰ͋Δʮ݈߁ϛωϥϧΉ͗஡ʯ͸ɺΉ͗஡ҿྉࢢ৔ͰγΣア46%ɺΉ͗஡ʢϦʔϑʣࢢ৔ͰγΣア44ˋͱɺҿྉ
Ͱ΋ϦʔϑͰ΋τοϓγΣアͰ͢ɻॵ͞ରࡦҿྉͱ͚ͯͩ͠Ͱͳ͘ɺౙͷס૩࣌ͷਫ෼ิڅ౳ͷ௨೥ҿ༻΁ͷఏҊΛڧԽ
͢Δͱͱ΋ʹɺϊϯΧϑΣΠϯͰ͓͔༷ࢠΒऀྸߴͷํ·Ͱ҆৺ͯ͠ҿΉ͜ͱ͕Ͱ͖Δ҆৺ɾ҆શ඼࣭Λ௥͍ͯ͠ٻ·͢ɻ
· ʮ݈ͨ߁ϛωϥϧΉ͗஡ʯ͸ɺεϙʔπ࣌ͷϛωϥϧͱਫ෼ิڅʹద͓ͯ͠Γɺແ౶εϙʔπҿྉͱͯ͠೔ຊΛ୅ද͢Δ
アεϦʔτʢ཮্બखʣͷαϙʔτ΋͍ͯͬߦ·͢ɻ
ɹͳ͓ɺڥ؀ରࡦͱͯ͠ɺ྘஡ҿྉಉ༷ʹΉ͗஡ҿྉ੡଄࣌ʹൃੜ͢ΔΉ͗஡֪ͷϦαΠΫϧʹऔΓ૊ΜͰ͍·͢ɻ

͓͍͠ ͱ͞ϛωϥϧิڅʙオʔϧγʔζϯɾશੈ୅ରԠɾॵ͞ରࡦɾס૩ରࡦɾແ౶ͷεϙʔπυϦϯΫʙ
　「健康ミネラルむぎ茶」は、盛夏の暑さ対策だけではな
く、季節を問わない運動、スポーツ時のミネラルと水分
補給や乾燥しがちな冬の水分補給に好適な飲料です。

大麦原料と独自の焙煎や抽出技術にこだわった、「やか
ん品質」の甘香ばしいおいしさでむぎ茶飲料市場をけ
ん引しています。

҆શɾ҆৺ͷ඼࣭؅ཧ
　飲料の「健康ミネラルむぎ茶」、ティーバッグの「香り
薫るむぎ茶」は、「乳児用規格適用食品※」と同等の管理
をしています。小さなお子様にも安全・安心にお飲みい

ただける製品です。
※ 乳児用規格適用食品： 
厚生労働省が策定した食品中の放射性物質の新基準において、乳児
用規格適用食品には一般食品より厳しい基準値が適用されています。

Ή͗஡֪ϦαΠΫϧγεςϜ
　緑茶飲料の製造過程で排出される茶殻と同様にむぎ茶飲料製造でもむぎ茶殻が発生します。これまでも飼料や肥
料としてリサイクルしてきましたが2019年からむぎ茶殻の一部を工業製品にリサイクルしています。
ǺΉ͗஡֪ϦαΠΫϧ੡඼ͷ։ൃǻ

※伊藤園調べ　市場1-12月、伊藤園5-4月（販売金額）※伊藤園調べ　市場1-12月、伊藤園5-4月（販売数量）
見通し 見通し

「むぎ茶殻軽量パレット」
パレット1枚あたり、「健康ミネラルむぎ茶」600mlペットボトル約10本分の
むぎ茶殻を配合して、従来のパレットに比べてポリプロピレンの使用量を
32％削減し、約7kgの軽量化を実現

「むぎ茶殻配合緩衝材（給湯器用）」
古紙製緩衝材の原料である古紙パルプの一部をむぎ茶殻に代替することで、
古紙パルプの使用量を約20％削減するだけでなく、緩衝材の重量を約7％軽減

むぎ茶殻 むぎ茶殻配合緩衝材
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Ή͗஡ҿྉࢢ৔ͷঢ়گ
（万ケース ) （市場 /億円） 健康ミネラルむぎ茶    むぎ茶飲料市場
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Ή͗஡ʢϦʔϑʣࢢ৔ͷঢ়گ
（当社実績 /億円 ) （市場 /億円） 伊藤園（むぎ茶計）    むぎ茶（リーフ）市場

2020年販売シェア

46%

2020年販売シェア

44%
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λϦʔζίʔώʔ
گ֓ۀࣄ

گ৔֓ࢢ
ɹ2020೥ͷίʔώʔҿྉࢢ৔ʹ͓͍ͯɺλϦʔζίʔώʔҿྉͷൢച਺ྔ͸ݎௐʹਪҠ͠·ͨ͠ɻϘτϧ؈ϒϥοΫίʔ
ώʔࢢ৔ͷதͰʮTULLY`S COFFEE BARISTA`S BLACKʯͷൢചγΣア͸τοϓγΣアͷ36ˋͰ͢ɻ͜ Ε͸ɺϨΪϡϥʔ
ίʔώʔΛՈఉͰָ͠Ήํ͕૿͑ɺ࢈஍΍඼࣭΁ͷײ౓͕ߴ·Γɺε΃γϟϧςΟίʔώʔγϣοϓʮTULLY'S COFFEEʯ
ͰຯΘ͏Α͏ͳ඼࣭΁ͷͩ͜ΘΓ͕ධՁ͞ΕͨͨΊͰ͢ɻ·ͨɺ؆қυϦοϓίʔώʔγϦʔ
ζʮTULLY'S COFFEE THE BARISTA`S ROASTʯΛ2021೥6݄ʹൃച͠·ͨ͠ɻ͜ ΕΒͷ
λϦʔζίʔώʔϒϥϯυ੡඼͸3ͨ ʢͯlম͖ͨͯzɺlṢ͖ͨͯzɺlᔸΕͨͯzʣʹ ͩ͜ΘΓɺ
ྉ౾ͷ͓͍͠͞ΛҾ͖ग़ͨ͠ɺγϣοϓ඼࣭ͷ੡඼ΛఏҊ͍ͯ͠·͢ɻݪ
ɹͳ͓ɺʮTULLY'S COFFEEʯͷళฮʹ͓͍ͯ͸ߴɺ ඼࣭ͳίʔώʔ੡඼ͷൢച͸΋ͪΖΜ
ͷ͜ͱɺίʔώʔநग़֪Λ࠶ར༻͠ ʮͨίʔώʔછΊੜ஍Λ࢖༻ͨ͠Tγϟπʯͷൢച΍ɺίʔ
ώʔεΫʔϧͷ࣮ࢪͳͲͷίϛϡニςΟʔΧϑΣ׆ಈͳͲʹऔΓ૊Έɺڥ؀ɾࣾձ՝୊ͷղܾ
ɻ͢·͖͍ͯ͠ݙߩʹ

ҏ౻ԂɺλϦʔζίʔώʔδϟύϯɺDistant Lands Trading Co. ͱͷάϧʔϓγφδʔ
　伊藤園ではグループ企業のタリーズコーヒージャパン
株式会社との共同開発により、ボトル缶コーヒー、ドリッ
プバッグコーヒーなど、飲料・ドリップバッグ連動販売可
能な製品ラインアップが特色です。原料から製法に至る
までこだわり抜き、コクと香りを引き出すため、アラビカ
種のみを厳選し、原料豆を国内で焙煎しています。
　また、米国を拠点とするグループ企業のDistant 

Lands Trading Co. （以下、DLTC社）は、コーヒー豆の栽
培から販売までを行っています。当社は、DLTC社からボ
トル缶コーヒーの原材料としてコーヒー豆の一部を仕入
れるなどグループシナジーを追求しています。DLTC社
の自社所有の農園と精選工場の一部では「レインフォレス
ト・アライアンス認証」を取得するなど、環境・社会・経済
面に配慮した持続可能な生産を推進しています。

λϦʔζίʔώʔδϟύϯͷڥ؀ɾࣾձʹؔ͢ΔऔΓ૊Έ
　タリーズコーヒージャパンのサステナブル活動
の一環で、ショップを通じた環境・社会に関する取
り組みを行っています。一例として、環境に配慮し
たオーガニックコットン100％の生地にコーヒー抽
出殻を再利用し染色したTシャツを2021年6月に
発売したほか、全国各地の店舗ではお客様が集う
コーヒースクールを開催するなど地域に根ざした
コミュニティーカフェとして活動を行っています。

インテージSRI+【コーヒーボトル缶ブラック
市場、期間：2020年1～12月（販売金額）】

Ϙτϧ؈ϒϥοΫίʔώʔ
ൢചγΣア

Ϙτϧ؈
ϒϥοΫίʔώʔࢢ৔ No.1

36%

※伊藤園調べ　【市場各年1～１２月（販売金額）、伊藤園：5～4月（販売数量）】 ※伊藤園調べ　各年1～１２月（販売金額）
見通し

タリーズコーヒージャパンと
ナノ・ユニバースとのコラボＴシャツ

おいしいコーヒーの淹れ方などの
コーヒースクール
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ίʔώʔҿྉࢢ৔ͷঢ়گ
（万ケース ) （市場 /億円 ) タリーズコーヒー   コーヒー飲料市場
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（構成比 /%) （市場 /億円 ) 簡易ドリップ　  インスタント   レギュラー   その他   簡易ドリップ
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໺ࡊҿྉɾ੨ो੡඼
گ֓ۀࣄ

گ৔֓ࢢ
ɹ2020೥ͷ໺ࡊҿྉࢢ৔શମʢ໺100ࡊˋɺ໺ࡊՌोϛοΫεɺ੨ो౳ʣ͸໿1,500ԯԁن໛ͱͳΓ·ͨ͠ɻͦ ͷ͏ͪ໺ࡊ
100ˋҿྉࢢ৔ʹ͓͍ͯɺʮ1೔෼ͷ໺ࡊʯ͸γΣア36ˋͰNo.1(਺ྔϕʔε)Ͱ͢ɻ౰ࣾ͸ϏλϛϯͳͲͷӫཆ੒෼Λखܰ
ʹઁऔͰ͖Δ੡඼΍ɺػೳੑදࣔ৯඼Λ͸͡Ίɺʮ͓͍͠͞ʯʮӫཆʯʮ҆৺ʯΛಛ௃ʹ੡඼ϥΠϯアοϓ֦ॆΛਤ͍ͬͯ·͢ɻ
͞ΒʹɺڇೕύοΫͱಉ͡Α͏ʹϦαΠΫϧͰ͖ΔϨϯΨܕアϧϛϨεࢴύοΫҿྉ༰ثΛ໺ࡊҿྉͰ͍ͪૣ͘࠾༻ͨ͠ଞɺ
ϘτϧtoϘτϧͷϖοτϘτϧϦαΠΫϧͷ࠾༻ͳͲڥ؀഑ྀͷऔΓ૊ΈΛਪਐ͍ͯ͠·͢ɻ
ɹ·ͨɺค຤੡඼͕த৺ͷ੨ो੡඼ࢢ৔ʹ͓͍ͯɺखܰʹҿΊΔϖοτϘτϧͷ੨ोҿྉΛൢച͠ɺ੨ोҿྉࢢ৔ͷ੒௕Λ
Ҿ͍ͯ͠·͢ɻݗ

͓͍͠͞ͱ݈ੑ߁
　当社は、おいしく高品質な野菜飲料を提供するために、
茶栽培のノウハウを活かした契約栽培で調達した原料を
一部で使用しています。野菜飲料に最適なおいしくて栄
養価の高いにんじんを研究し、約50種類ものにんじん
の中から「朱衣」という品種を選び、原料として使用して
います。さらに、青汁製品においても茶栽培の農閑期に
栽培した大麦若葉などを使用し、独自製法でごくごく飲
めるおいしさに仕上げています。
→P42 

　また、GABAの働きで高めの血圧を下げる機能性表示
食品「充実野菜 朱衣にんじんミックス」を発売しているほ
か、機能性関与成分の働きで食後の「中性脂肪」・「血糖
値」の上昇を抑え、高めの「血圧」を下げるトリプルヘルス
クレームの機能性表示食品「栄養強化
型 1日分の野菜」を2021年6月に発売
しました。今後もおいしさと健康ニー
ズに対応する製品を販売していきます。

഑ྀͷऔΓ૊Έڥ؀
①  牛乳パックと同じようにリサイクルできる、レンガ型アルミレス紙パック飲料容器
（ECOパック）の採用アイテム増加
②  環境にやさしい植物由来の生分解性ECOストローの採用（2021年6月発売「充実
野菜 乳酸菌ミックス」）

③  リサイクルペット樹脂（ボトルtoボトル）や植物由来ペット樹脂（バイオマス）に一部置き
かえた環境に配慮したECOボトルの採用（2021年10月 「充実野菜」ブランド発売等）

リサイクルしやすい 
アルミレスECO容器に
ついているマーク

環境配慮型の 
ペットボトルについて

いるマーク

見通し 見通し
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໺ࡊҿྉͷൢചঢ়گ
（万ケース ) （市場 /億円） 1日分の野菜　  ビタミン野菜   毎日1杯の青汁  

 充実野菜   野菜飲料市場
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੨ो੡඼ͷൢചঢ়گ
（当社実績 /億円 ) （市場 /億円 ) 伊藤園 青汁粉末   伊藤園 青汁飲料   青汁市場

�� 伊藤園統合レポート 2021



単位：百万円

ैདྷج४
2020೥4݄ظ 2021೥4݄ظ 2022೥

ը࣮੷ܭظ4݄ ੒ൺߏ ཰ݮ૿ ࣮੷ ੒ൺߏ ཰ݮ૿
伊藤園単独売上高 377,787 100% -4.2% 352,732 100% -6.6% 370,000
茶葉（リーフ） 35,269 9.3% -4.6% 36,449 10.4% 3.3% 37,548
飲料（ドリンク） 339,395 89.9% -4.1% 313,777 88.9% -7.5% 328,662
茶系飲料 218,143 57.8% -1.4% 201,133 57.0% -7.8% 210,783
日本茶・健康茶 193,246 51.2% -2.8% 182,681 51.7% -5.5% 193,394
中国茶 17,219 4.6% 2.6% 14,611 4.1% -15.1% 13,548
紅茶 7,677 2.0% 34.1% 3,841 1.1% -50.0% 3,840

野菜 43,960 11.6% -3.5% 43,622 12.4% -0.8% 45,382
コーヒー 36,538 9.7% -12.5% 34,486 9.8% -5.6% 35,766
ミネラルウォーター 9,396 2.5% -14.9% 7,752 2.2% -17.5% 9,480
炭酸 11,175 3.0% -6.2% 9,916 2.8% -11.3% 10,241
果実 8,855 2.3% -15.3% 7,651 2.2% -13.6% 7,557
機能性・その他 11,325 3.0% -4.9% 9,214 2.6% -18.6% 9,451

他 3,122 0.8% -13.4% 2,505 0.7% -19.8% 3,789

ɹ

（単位：千ケース）

௨ظ 2020೥4݄ظ 2021೥4݄ظ
੒ൺରલ೥ߏ ച্૿ݮ཰

飲料販売数量 231,881 215,852 − -7%
缶 23,699 24,668 +1pt +4%

大型ペットボトル 70,663 68,515 +1pt -3%

小型ペットボトル 106,754 94,035 △2pt -12%
紙パック 28,517 27,135 +0pt -5%
その他 2,247 1,498 △0pt -33%

ɹ

˙ 2020೥ ҿྉۀքγΣア

伊藤園

A社

C社

D社

その他

B社

12.2%

25.6%

14.0%

12.0%

13.6%

22.6%

˙ ༰ثผൢച਺ߏ੒ൺʢҏ౻Ԃ୯ಠ 2021೥ ʣظ4݄

缶

大型ペット

小型ペット

その他
紙パック

11%

32%

43%

1%

12%

 ͓஡΍໺͚ͩࡊͰ͸ͳ͍೔ຊͷ೶ۀΛࢧԉ͢ΔऔΓ૊Έ
ʙJAશ೶͕ਪਐ͢ΔʮニοϙϯΤʔϧϓϩδΣΫτʯ΁ͷࢀըʙ
　製品の開発・販売を通じて全国の産地を応援する全国農業協
同組合連合会（JA全農）が取り組む「ニッポンエールプロジェクト」
に参画し、2021年に宮崎県産日向夏を使用した製品と大分県産
のかぼすを使用した製品を発売しました。
　自治体、JA全農、伊藤園が協働し、生産者までのバリューチェーン
を製品開発を通じて構築していきます。

※ 2020年1-12月数量ベース

※構成比は小数点以下第一位を四捨五入しているため、合計しても必ずし
も100％とはならない場合があります。

ҏ౻Ԃ୯ಠΧςΰϦʔผൢച࣮੷ɾ௨ݟظ௨͠
گ֓ۀࣄ

τϐοΫ
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オセアニア

ւ֎ۀࣄ
گ֓ۀࣄ

ւ֎ઓུ
ɹੈքͰ͸ɺ݈ ௨͠Ͱݟ৔͸֦େΛଓ͚Δࢢɺ྘஡ʹܠΛഎؾΓ΍೔ຊ৯΍ຣ஡ਓ·ߴͷ޲ࢤ߁
͢ɻͦͷதͰ౰ࣾ͸ɺ͓ ஡ͷՁ஋Λ͔ͬ͠Γͱ͓٬༷ʹૌ͍ͯ͘͠ٻඞཁ͕͋Γ·͢ɻੈքதͷ
͓٬༷ͷ݈͢ݙߩʹ߁ΔʮੈքͷςΟʔΧϯύニʔʯ΁͚ͯ޲ɺੈ ք֤ࠃͰਓʑͷ฻Β͠ɺ৯ੜ׆
ʹ͓஡Λਁಁ͍ͤͯ͘͜͞ͱΛ໨͠ࢦ·͢ɻ೔ຊ஡ͱ͍͑͹ʮ ITO ENʯͷೝ஌ͱւ֎ͰͷγΣア
֦େ΁ͱͭͳ͍͖͛ͯ·͢ɻ

άϩʔόϧϒϥϯυ੡඼Ͱ͋Δʮ͓ʙ͍͓஡ʯɺ
ʮMATCHA GREEN TEAʯͷల։ڧԽ

ੈքͷςΟʔΧϯύニʔͱͯ͠ɺJapanese Tea
ʢ೔ຊ஡ʣͱ͍͑͹ʮ ITO ENʯͷϒϥϯυೝ஌
〈香り、旨み、濃厚な味わい、鮮やかな水色が特長の高品質な日本茶〉　

ੈքͷ྘஡Ϧʔϑࢢ৔ͱ੒௕ੑ
　国際茶業委員会（ITC）によると、2019年の茶生産量
は約615万トンで10年前に比べ約43%増と大幅に伸
びています。世界の生産量のうち約3割が緑茶ですが、
米国の緑茶リーフ市場も毎年伸長しており、今後も成長
が想定されます。

ւ֎ਐग़ͷਪҠ

ੈքʹ͕޿Δ ITO EN

ຊ෦௕ɹ༄ɹ༑඙ࡍࠃ

※伊藤園調べ（2021年以降は予測）

தࠃ
Fujian New Oolong Drink Co., Ltd.

Ningbo Shunyi Tea Products Co., Ltd
ITO EN Beverage(Shanghai),Ltd. 1987 福建省 1994 浙江省 2012 上海

౦ೆアδア
ITO EN(Thailand)Co., Ltd.
ITO EN Singapore Pte. Ltd.

PT ITO EN ULTRAJAYA WHOLESALE 2012 シンガポール・タイなど

オʔετϥϦア
ITO EN AUSTRALIA PTY. LIMITED

1994 オーストラリア

ถࠃ
ITO EN (Hawaii) LLC

ITO EN (North America) INC. 1987 ハワイ 2001 ニューヨーク　

தɹࠃɹ

౦ೆアδア

ถɹࠃɹ

オʔετϥϦア

0

20

40

400

200

80

100

600

20

40

80

100

'16 '17 '18 '19 '20 '21 '22 '23 '24 '25

ถࠃͷ྘஡Ϧʔϑࢢ৔
（百万 US$)

年成長率4.3％
（2016-2020）

年成長率5.6％
（2021-2025）  

೔ɹຊ

事業拠点進出地：
日本、米国、中国、
オーストラリア、東南アジア
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ถࠃʹ͓͚Δۀࣄల։
　2016年から2020年の米国の緑茶リーフ市場は、年
率成長率4.3％（左ページグラフ）となっていますが、
北米伊藤園のリーフ製品の販売動向はそれを上回る
6％の成長となりました。米国では、日本食が現地の生
活に定着しつつあります。主力製品の「お～いお茶」と
「MATCHA GREEN TEA」の大手チェーンでの取り扱

い拡大により、日本食と相性のよい日本茶のさらなる
浸透と市場拡大を図ります。
　また、日本で生産した抹茶を使用して、2021年3月か
ら「matcha LOVE」ティーバッグ製品を北米伊藤園の委
託先で現地生産を開始しています。

ੈք30ϱࠃҎ্Ͱൢച͞Ε͍ͯΔʮ͓ʙ͍͓஡ʯ ւ֎ઓུ੡඼ʮMATCHA GREEN TEAʯ

தࠃɾ౦ೆアδアʹ͓͚Δۀࣄల։
　中国では、「お～いお茶」のラインアップを緑茶だけ
でなく、ほうじ茶、玄米茶と拡充し、現地コンビニエン
スストア、スーパー、ECまで、大都市圏中心に事業展開
を行っています。東南アジア（シンガポール、タイ、イン

ドネシア）においても「お～いお茶」、
「MATCHA GREEN TEA」の取り扱い
店舗を増やしています。

オʔετϥϦアʹ͓͚Δۀࣄల։
　オーストラリアビクトリア州では茶産地育成事業を展
開しています。2020年5月から、同事業で栽培した緑
茶原料を使用して、ティーバッグ製品の現地生産を開始
しています。茶栽培から茶葉の加工（荒茶、仕上げ）、さ

らに最終製品であるティーバッグ
製品まで一貫した生産体制を整え、
オーストラリア産茶葉の製品を現地
に根付かせていきます。

2021年3月～米国にてファブレス経営を開始
・日本で生産した茶原料を輸出
・ラインアップは、シリーズ4品

※伊藤園調べ

※伊藤園調べ（2021年以降は予測）

※伊藤園調べ 5月～4月/販売数量
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ʮ͓٬༷ୈҰओٛʯʹ ରԠ͢ΔόϦϡʔαʔΫϧ

Ձ஋Λ૑ग़͢Δݻڧͳج൫

όϦϡʔαʔΫϧʢڀݚɺاըɾ։ൃɺௐୡɺ੡଄ɾ෺ྲྀɺӦۀɾൢചʣʹ͓͚ΔಠࣗੑͱڧΈ
ɹ౰ࣾͷՁ஋૑଄͸͢΂ͯͷ͓٬༷ͷ੠͔Β࢝·Γ·͢ɻόϦϡʔαʔΫϧͷ֤ஈ֊͓͍ͯɺܦӦཧ೦ʮ͓٬༷ୈҰ
ओٛʯΛ࣮ફ͢ΔʮSTILL NOWʯͷਫ਼ਆʹ͖ͮجɺ੡඼ɺαʔϏεͷΈͳΒͣɺຊۀΛ௨ͯࣾ͡ձɾڥ؀՝୊ͷղܾ
తʹऔΓ૊ΜͰ͍·͢ɻۃੵʹ

      

研究・企画・開発 5つの製品開発コンセプト（自然・健康・
安全・良いデザイン・おいしい）

྘஡੡඼

原料調達 製品にあわせた原料開発・ 
持続可能な農業

・ 国産茶葉100%
・ 茶産地育成事業、GAP認証の100%取得、 
飲料製品専用茶葉の開発

製造・物流 特色ある製造技術
ファブレス方式

・原料茶葉の香りと味わいを高める鮮度火入れ
・ナチュラル・クリアー製法、自然抽出・フレッシュ製法
・急須式抽出機

営業・販売 当社ならではの販売手法 ・飲料とリーフ製品の連動販売
・ティーテイスター活動

環境 資源循環の取り組みなど
・NSライン、ペットボトルの軽量化　　・ラベルレス
・茶殻リサイクルシステム
・ボトルto ボトル

͓஡Ͱഓͬͨϊ΢ϋ΢Λଞ੡඼ΧςΰϦʔ΁ల։
「お～いお茶」製品は、茶畑からはじまり、お客様の手元に製品が届き、消費された後まで、 
一貫した品質へのこだわりと環境負荷低減が両立できる強みがあります。

  Έڧͷಠࣗੑͱڀݚ

˛

P40
・産官学等の関係者との共同研究
・ お茶や野菜などの飲料、食品素材の健康価値、製造技術に関する研究、
技術開発
・原料の栽培方法、加工方法に関する調査研究
・世界初、業界初の研究、技術開発
S: 体脂肪、認知機能などの健康課題に関する研究及び製品化への応用 
（特定保健用食品、機能性表示食品）
E： 茶殻リサイクルシステム 
省資源、省エネルギー製品の研究

ਓੜ100೥࣌୅ͷ݈߁՝୊ղܾɺڥ؀՝୊ղܾ΁ͷݙߩ

ӦۀɾൢചͷಠࣗੑͱڧΈ 

˛

P44 
・地域密着型のルートセールス
・ 量販店、百貨店、専門店等による多様な販売チャネル
・伊藤園ティーテイスター制度
S： 災害時や新型コロナウイルス下での機動的で安定的な製品供給、健康
に資する製品の販売

　日本茶文化の啓発
E：「 お茶で日本を美しく。」キャンペーンなどによる地域での環境保全・
整備活動、エコドライブの推進

஍ҬίϛϡニςΟͷࣾձɾڥ؀՝୊΁ͷݙߩ

ଞͷ੡඼
ΧςΰϦʔ΁
ਫฏల։

ڀݚ

Ӧۀɾൢച

ά ϧ ʔ ϓ ܦ Ӧ ཧ ೦

͓ ٬ ༷ ɹୈ Ұ ओ ٛ
ɹ STILL NOW ͷਫ਼ਆ

�� 伊藤園統合レポート 2021



研究・企画・開発

Ή͗஡੡඼ ίʔώʔ੡඼ ໺ࡊҿྉɾ੨ो੡඼

原料調達 ・ 製品の品質に適した原料大麦の調達
・国産大麦の契約栽培

・ DLTC社の自社農園（コスタリカ） 
レインフォレストアライアンス取得 ・専用原料（にんじん「朱衣」、大麦若葉等）

製造・物流 ・やかん品質（熱風焙煎、媒体焙煎）
・国内焙煎100% 
・ 焼きたて（2週間以内）、挽きたて（24時間
以内）、淹れたて

・ナチュラルスイート製法等

営業・販売 ・飲料とリーフ製品の連動販売 ・飲料、ショップ、コーヒーバッグ連動展開 ・青汁飲料と青汁粉末の連動販売

環境
・ペットボトルの軽量化
・むぎ茶殻リサイクルシステム
・ラベルレス

・シルバースキンリサイクル
（タリーズコーヒージャパン店舗での取り組み）

・レンガ型アルミレス紙パック飲料容器
・生分解性ECOストロー
・ボトルtoボトル

໺ࡊҿྉɾ੨ो੡඼

S:社会課題に関する取り組み
E:環境課題に関する取り組み

͓஡Ͱഓͬͨϊ΢ϋ΢Λଞ੡඼ΧςΰϦʔ΁ల։
「お～いお茶」製品は、茶畑からはじまり、お客様の手元に製品が届き、消費された後まで、 
一貫した品質へのこだわりと環境負荷低減が両立できる強みがあります。

Έ  P40ڧըɾ։ൃͷಠࣗੑͱا
・ 飲料、リーフ、多様な容器容量と幅広いラインアップの製品開発
・社内提案制度　Voice制度
・自然素材を活かした高品質な製品を生み出す技術力
S： 製品を通して健康価値の提供 
無糖茶飲料比率75％、特定保健用食品、機能性表示食品等

E：環境に配慮した容器包装の取り組み

ݱձͷ࣮ࣾܕΛαϙʔτɺ॥؀׆Ͱ๛͔ͳੜ߁݈

ௐୡͷಠࣗੑͱڧΈ  P42
・国内荒茶生産量の約4分の1の調達力
・茶産地育成事業
・ 生産者との契約栽培による、当社専用原料の生産（にんじん、
大麦若葉）

S：就農者の安定経営、雇用創出、耕作放棄地の減少
E：適正な施肥による環境保全型農業

ͷਪਐۀଓՄೳͳ೶࣋

੡଄ɾ෺ྲྀͷಠࣗੑͱڧΈ P43
・ファブレス方式
・品質管理体制（トレーサビリティの確保）
・NSシステム
S： 製造委託先の協働と経営の安定、消費者の安全・安心
E： 容器軽量化、茶殻リサイクルシステム、エネルギー削減、 
水使用量削減、環境に配慮した物流体制

҆શɾ̓ ৺Ͱڥ؀ʹ΋഑ྀͨ͠੡඼ͷఏڙɺڥ؀ෛՙ௿ݮ

茶事業で培った、原料から最終製品、資源循環などに至るまでの垂直統合型のビジネスモデルを 
他の製品カテゴリーにも展開しています。

ଞͷ੡඼
ΧςΰϦʔ΁
ਫฏల։

ըɾ։ൃا

੡଄ɾ෺ྲྀ

ௐୡά ϧ ʔ ϓ ܦ Ӧ ཧ ೦

͓ ٬ ༷ ɹୈ Ұ ओ ٛ
ɹ STILL NOW ͷਫ਼ਆ
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ըɾ։ൃاɾڀݚ

Ձ஋Λ૑ग़͢Δݻڧͳج൫

ҏ౻Ԃͷڀݚɾٕज़։ൃ
　お茶を通じて社会課題の解決に
貢献し、豊かに生きる社会の実現を
目指し、多様な関係者との協働を行
うなど、お茶そのものが持っている
“チカラ”を科学的に解明するため研
究を続けています。

ํ͑ߟըɾ։ൃʹର͢Δاɾڀݚ

ըɾ։ൃ෦໳Ͱ͸ɺ̑اɾڀݚ ͭͷ੡඼։ൃίϯセϓτʮࣗવɾ݈߁ɾ҆શɾྑ͍σβΠϯɾ͓͍͍͠ʯʹ جɺ͖ͮج
ૅɾԠ༻ڀݚɾ੡඼ͷاը։ൃΛਐΊ͍ͯ·͢ɻಛʹɺੈ քͷ͓٬༷ͷ݈͢ݙߩʹ߁Δʮ݈߁૑଄ۀاʯͱͯ͠ɺ
͓஡΍ࣗવૉࡐͷྗΛ͔ͯ͠׆ɺ͓ ೳੑදࣔ৯඼ͳͲʣػΔ੡඼ʢແ౶ҿྉ΍ಛఆอ݈༻৯඼ɺ͢ࢿʹ߁݈͍͘͠
Λఏ͠ڙɺ݈ ՝୊ͷղܾʹऔΓ૊ΜͰ͍͖·͢ɻ߁

ࣗવ
ࣗવͷૉࡐΛ
੡඼͔ͨ͠׆

߁݈
Λ׆తͳੜ߁݈
αϙʔτ͢Δ੡඼

҆શ
҆શͰ҆৺ͯ͠
ָ͠ΊΔ੡඼

ྑ͍σβΠϯ
͓͍͠͞ΛετϨʔτ
ʹ఻͑ΔσβΠϯ

͓͍͍͠
Δ͡ײΛͤ޾
͓͍͠͞

ਓੜ100೥࣌୅ʹ3͚ͭͨ޲ͷڀݚ՝୊
ʮ௒ࣾྸߴձʹڀݚ͚ͨ޲ʯ 
・抹茶、テアニンの働き等の解明
ʮମࢷ๱ͳͲͷੜ׆ͷதͷ݈߁ରڀݚ͚ͨ޲ʹࡦʯ 
・茶カテキンの働き等の解明
ʮ͓͍͠͞ͷղ໌ʹڀݚ͚ͨ޲ʯ 
・お茶と料理の相性の解明

ೳੑදࣔ৯඼ɺಛఆอ݈༻৯඼ͷఏҊػ
機能性関与成分のガレート型カテキンにより体脂肪を減らす機能があることが
報告されている「お～いお茶 濃い茶」は、2019年9月に機能性表示食品として
リニューアル発売後、販売数量が24ヵ月連続で前年増を続け（※1）、おいしさと
分かりやすいヘルスクレームからご評価いただき、機能性表示食品（飲料）で
販売数量No.1の実績を記録しました（※2）。
　また、茶カテキンを含有し、血中コレステロールを減ら
し、脂肪の吸収を抑えて排出を増加させる特定保健用食
品「2つの働きカテキン緑茶」においても販売が好調に推
移しています。

（※1）期間：2019年9月～2021年8月/販売数量
（※2）インテージSRI+（期間：2020年1月～12月/数量）

ΧϑΣΠϯθϩ྘஡ҿྉ
2020年6月にカフェインの摂取を控えたい妊婦や子育て中の女性、小さ
なお子様も安心してお飲みいただける「お～いお茶 カフェインゼロ」を発
売しました。

ɾแ૷Λث഑ྀͨ͠ɺ༰ʹڥ؀ ੡඼ͷൃചͨ͠༺࢖
● 牛乳パックと同じようにリサイクルで
きる レンガ型アルミレス紙パック飲料
容器（ECOパック）

ʮਓੜ100೥࣌୅Λ๛͔ʹੜ Δ͖ʯͨ Ίͷੜ׆վળఏҊͱ
ʮ45*-- /08ʯͷਫ਼ਆͰɺ
ࣗવૉࡐͷྗΛ͔ͨ͠׆੡඼Λఏڙ ·͢͠ɻ

ϚーέςΟϯάຊ෦௕ɹాࢤ ޫਖ਼

レンガ型アルミレス紙パック飲料容器

100％リサイクルペットボトル使用
「お～いお茶」電子レンジ対応
ホットペットボトル

● ボトルtoボトルリサイクルの推進 
→P48

߁݈ ڥ؀
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ʮSTILL NOWʯͷਫ਼ਆͱVoice੍౓
　当社には、ルートセールスなどの営業現場から寄せ
られるお客様の要望や不満などを製品開発に活かす
Voice制度（社内提案制度）があります。この制度は、
「STILL NOW」（今でもなお、お客様は何を不満に思っ
ているか・・・）の精神で、全社員が新商品提案などが
できる社内提案・表彰制度です。商品提案を中心に、販

促提案や売り方成功事例、良い接点事例の4つのテー
マを設定し、年間約1万6,000件の提案が寄せられてい
ます。年に1回、提案内容を審議・評価し、提案した社
員に対してVoice大賞や優秀賞等の表彰をすることで、
社員のモチベーション向上にも貢献しています。

Voice੍౓ఏҊ݅਺
（2020年度）

16,083݅

͓٬༷૬ஊࣨʹͤدΒΕͨ͝ҙݟɾニʔζ
（2020年度）

34,253݅

ɾแ૷Λث഑ྀͨ͠ɺ༰ʹڥ؀ ੡඼ͷൃചͨ͠༺࢖ ࣾձܕݙߩʢد෇ܕʣ੡඼ͷൃച
　厳選した国産黒大豆を使用した製品「からだにいいこと 黒豆茶」の2021年
3月から3年間の売上金額の一部を、日本赤十字社の活動資金として寄付いた
します。
　当社は2018年3月に日本赤十字社と「パートナーシップ協定」を締結してい
ます。この協定に基づき、「大規模災害の記憶の風化防止」「助け合いと防災意
識の醸成」「復興への思いを未来につないでいくこと」を目的に、日本赤十字社
が実施する「防災・減災プロジェクト」への参画を中心に、日本赤十字社へのサ
ポートを積極的に続けております。
　今後も地域社会の課題解決に継続的に取り組んでいくた
め、日本赤十字社の「大規模災害時の救護活動」や「防災・
減災意識向上を目的とした教育活動」および新型コロナウイ
ルスを含む感染症対策といった活動の資金として、製品の
売上の一部を寄付するものです。

Ͱ΋ͳ͓ɺ͓ࠓ ٬༷͸ԿΛෆຬʹ͍ͯͬࢥΔ ɾ͔ɾɾ
・ お客様のニーズは、時代とともに絶えず変化しており、会社が前進を続けるには、変化に伴う潜在需要を見逃さな
い鋭敏な感性とそれに対応する行動力が不可欠
・ 常に問題意識を持ってお客様の不満を読み取り、商品やサービスを通して解消していく姿勢

STILL NOWの精神

͓٬༷ͷཁ๬΍ෆຬΛձࣾʹఏҊ͢Δ࢓૊Έ

Voice制度
商品提案　　販促提案　　売り方成功事例　　良い接点事例

エコフィルター使用　
お～いお茶ティーバッグ120P

100％リサイクルペットボトル使用
「お～いお茶」電子レンジ対応
ホットペットボトル ラベルレス「健康ミネラルむぎ茶」

● 生分解性素材の活用 

 環境にやさしい植物由来の生分解
性ECOストローの採用 
→P48  
・生分解性フィルターの採用

● ラベルレス製品

ࣾձ
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ௐୡɾ੡଄ɾ෺ྲྀ

Ձ஋Λ૑ग़͢Δݻڧͳج൫

ੜ࢈ɾ෺ྲྀʹର͢Δํ͑ߟ

ɹ౰ࣾ͸͓஡ͷݪྉௐୡͳͲɺ༷ ʑͳ੡଄ɾ෺ྲྀ޻ఔΛ௨ͯ͠඼࣭؅ཧΛపఈ͢΂͘ɺௐୡํ਑ɾ඼࣭؅ཧํ਑
ΛఆΊ͍ͯ·͢ɻ·ͨɺϑΝϒϨεํࣜΛ࠾༻͠ҕୗઌۀاΛؚΊͨؔऀ܎ͱڠಇͰڥ؀ɾࣾձͷ྆໘ʹ഑ྀͨ͠
αϓϥΠνΣʔϯϚωδϝϯτΛڧԽ͍ͯ͠·͢ɻ͞ Βʹ͸ɺτϨʔαϏϦςΟͷ֬อʹΑΓɺݪྉஈ֊͔Βফඅऀ
ͷօ༷ʹ੡඼͕ಧ͘·Ͱɺపఈͨ͠඼࣭؅ཧମ੍Λߏங͍ͯ͠·͢ɻ

ྉௐୡݪ
　当社の特徴的な取り組みである茶産地育成事業では、
茶農家の育成を支援し、当社の独自のノウハウを生産者
に提供し、環境にも配慮しながら茶葉の生産を行い、安
定した茶園経営をサポートしています。
　茶産地育成事業の茶園において、GAP認証※の取得
を推進し、100%認証を取得いたしました。お茶のリー

ディングカンパニーとして持続可能な国内茶産業の発
展に向け、今後もより取り組みを強化し、日本の農業が
抱える課題の解決に貢献していきます。
※食の安全や環境保全に取り組む農場に与えられるGAP認証制度には、世界基準である「グロー
バルGAP」のほか、日本GAP協会が展開する「JGAP」「ASIAGAP」などがあり、ここではこれ
ら3つの認証のうちいずれかを取得した農園を指します。

˙ ஡࢈஍ҭ੒ۀࣄɹˠ P24
　緑茶（荒茶）生産量や、茶園面積が減少している中で、
「お～いお茶」の原料茶葉安定調達、品質向上などに
役立つほか、増加している耕作放棄地対策や農業の発
展、地域活性化、安定した農業経営など、地域社会や事
業者と価値共創する取り組みです。
　
˙ ͓஡ͰֶΜͩ͜ͱΛ໺ࡊҿྉͷݪྉʹ΋ܖ͔ͨ͠׆໿࠿ഓ

ʹΜ͡ΜǺगҥǻ
伊藤園専用にんじん「朱衣」は一般
的なにんじんと比べ、β-カロテン
が約1.5倍、GABAが約2.5倍含ま
れています。 

ϞϩϔΠϠ
苗の植え付けから収穫まで、すべて
機械による栽培・収穫をしています。

େഴए༿
お茶の農閑期に青汁製品の原料と
なる「大麦若葉」を栽培し、農業経
営の効率化に貢献しています。 

͓٬༷ʹ҆શɾ҆৺ͳ੡඼Λ͓ಧ͚͠ ͨ ͱ͍͍ ͏ؔ ͷ૝ऀ܎ ͱ͍
͢΂ͯͷύートφーͱͷڠಇͰ
ங͍͖ͯ͠ߏଓՄೳͳαϓϥΠνΣーϯΛ࣋ ·͢ɻ

औక໾ઐ຿ࣥߦ໾һɹੜ࢈ຊ෦௕ɹத໺ ӻٱ

・当社と事業展開の主体となる自
治体や事業者が契約

・自治体や事業者は、主体となって
茶園造成や茶葉の生産を行う

・当社は、栽培指導等、それらに関す
る技術・ノウハウを全面的に提供
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˙ αϓϥΠνΣʔϯϚωδϝϯτ
　お客様に安全・安心な製品をいち早くお届けするため、
飲料製品の製造を各地域の協力工場に委託する全国5
ブロックの生産・物流体制を構築しています。原料から
製品がお客様の手元に届くまで、徹底した品質管理とト
レーサビリティを確保しています。
　近年では、海洋プラスチックごみ問題や気候変動へ

の対応、サプライチェーンにおける人権問題などの社会
課題が喫緊の課題となっています。
　委託先企業とのさらなる協働により、生産・物流の効
率化と環境・社会の両面に配慮したサプライチェーンマ
ネジメントを強化し、持続可能なビジネスモデルを構築
していきます。

ҿྉ੡଄ɾ෺ྲྀ

˙ τϨʔαϏϦςΟͷཱ֬
　国産緑茶原料のトレーサビリティにおいては、茶生産
者の栽培管理記録、特に農薬に関する部分を重点的に
チェックしています。最終的にお客様の手元に届く緑茶
製品（飲料、茶葉）からは、その製品に印字されたロット
番号を追跡すれば製造工場、製造日時、原料、農家の
栽培状況まで把握できる仕組みを確立しています。

　また、その他原料については、世界各地の原料調達
先から受理する「品質保証書」による確認と、産地で栽
培、加工、管理の確認を行い、法令に適合した安全な原
料を使用しています。また、担当者自ら現地に赴き、使
用農薬の実態や品質管理体制を製造責任の目で確認し
ています。

˙ ෺ྲྀෛՙ௿ݮ΁ͷऔΓ૊Έɹݪྉ༌ૹʹ͓͚Δ෺ྲྀྫࣄ
　お取引先様に当社の環境方針・目標をご理解いただく
とともに、取り組みの方向性を共有し、環境負荷低減に
向け協働で取り組んでいます。原料輸送においては、大
型車両の配車推進、循環輸送路線の拡大、一部路線で２
温度帯輸送が可能となる車両を導入するなど、積載率向
上や輸送台数の削減に取り組み、CO2排出量の削減に努
めています。

ύʔτφʔۀاͱͷڠಇʹΑΔ՝୊ղܾ
̨̣ γεςϜ˞Λ࠾༻͠ɺਫݮ࡟ྔ༺࢖ͱϘτϧͷܰྔԽΛ࣮ݱ
　東洋製罐株式会社と共同で品質及びペットボトル容器の軽量化と環境
に配慮した製造技術「NSシステム」を開発しています。
　NSシステムでは、常温無菌充填で、且つボトルの殺菌処理に殺菌剤を
使用しないため、殺菌剤を洗い流す洗浄水の削減を実現しました。また
ボトルが高温にさらされるのは温水でのボトル殺菌時のみのため、ボト
ルの耐熱性を低く抑えられ、軽量化が可能になりました。軽量化により
従来品に比べ、資材の使用量と配送時のCO₂排出量削減に繋がってい
ます。今後もサプライヤーとの協働による技術開発などにより取り組み
を進化させていきます。
※NSシステム：Non-Sterilant（殺菌剤を使用しない）
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Ӧۀɾൢച

Ձ஋Λ૑ग़͢Δݻڧͳج൫

νʔϜҏ౻ԂʹΑΔӦۀ໢

˙ ஍ҬີணܕӦۀʮϧʔτセʔϧεʯ
　伊藤園は約3,500人の営業員が製品の説明から商談、納品までを自ら行い、お客様との接点を大切にした地域密
着型の営業「ルートセールス」を展開しています。全国196拠点の営業網（2021年4月末時点）を通じて、お客様への
きめ細やかな対応を行うことが、販売活動の要であり、当社のマーケティング力の源泉となっています。「ルートセー
ルス」は、お客様に近い視点で市場情報を収集、把握できる点が強みであり、現場で得た最新情報は、社内提案制度
「Voice制度」（P41参照）を通して、製品開発などに役立てられています。社員は、「今でもなお、お客様は何を不満
に思っているか・・・」との問題意識を持ち、お客様の声を常に大切にして行動し、同制度では、年間約16,000件の提
案が寄せられています。その他に、営業現場での商談事例や陳列など、各営業員がお客様に提案した成功事例は社
内イントラネット等で共有し、全社に貢献する仕組みを整えています。

ϧʔτセʔϧεͷ࢓૊Έ
・お客様との直接の接点　・きめ細かな対応は販売活動の要　・現場単位で機動的に対応

ϧʔτセʔϧεΛ͔ͨ͠׆৘ใऩूϓϩセε

͓٬༷
（一般店、量販店、
自動販売機ほか）

ը։ൃاɾڀݚ

Ӧۀɾൢച

商談／販売促進／
サービス／配送

※すべての役割は正社員が行う
Voice制度による提案

直接訪問

情報収集と把握
市場／売り場情報　
お客様のニーズ

ͳͲɺ༷ۀҬӦ޿ ˙ ʑͳখചۀଶ΁ͷରԠ
　ルートセールスだけではなく、全国各地に拠点を持つ
企業・組織を担当する広域法人営業、コンビニエンスス
トアやスーパーなどを担当する広域流通営業を通じて、
お客様との接点を強化し、きめ細やかな商談や最適な

売場提案ができるよう体制を整えています。また、百貨
店やショッピングモール、空港などでお茶の専門店を展
開しており、チーム伊藤園による広域と地域に密着した
営業活動を展開しています。

ʮ͓٬༷ୈҰओٛʯͷܦӦཧ೦ʹ͖ͮجɺ
͓٬ ͱ༷ͷ઀఺Λى఺ͱ͠ ͯɺ͓ ٬༷ͷΑΓྑ ͍ੜ׆ͱ
ࣾձશൠʹ͢ݙߩΔͮ͘ۀا ΓΛ࣮ફ͍͖ͯ͠ ·͢ɻ

୅දऔక໾෭ࣾ௕ɹࣥߦ໾һɹӦۀ統ׅຊ෦௕ɹ$%0ɹຊঙ  पհ
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ࣗಈൢചػͰͷऔΓ૊Έ
　自動販売機1台当たりの収益を引き上げる営業努力
をしています。また、機材面や販促ツールなどで、環
境配慮を徹底しているほか、自動販売機の存在意義に
着目し、「ウェルネス（健康）」、「キャッシュレス（非接触）」、
「クリンリネス（衛生）」の3つの柱に重点的に取り組み、
お客様に必要とされ、安心して利用できる自動販売機を

積極的に展開し、他社との差別化を図っています。購入
時の感染防止対策や健康に配慮した製品ラインアップ
を取り揃えて販売するなど、一貫してお客様の健康的
な生活をサポートします。この3つの柱を軸に、これか
らの新しい社会に貢献するため、チャレンジを続けてい
きます。

ΩϟογϡϨε
2009年より、交通系電子マネー決済自動販
売機を展開し、現在では全国にキャッシュレ
ス決済が可能な自動販売機を2.7万台(2021
年4月末)設置しています。非接触だけでな
く、営業員が回収する売上金の運搬・回収
の負荷の軽減にもつながっています。

΢Σϧωε
保健機能食品を重点的に揃えた「健康」に配慮した製品ラインアッ
プの「ウェルネス自動販売機」を展開しています。
現在、全国で約5,000台（2021年４月末）展開しています。

ΫϦϯϦωε
お客様が触れる箇所のアルコール除菌、清掃の徹底に加え、抗菌
効果のある茶殻を配合した茶殻抗菌シールや抗ウイルスシートを
購入ボタンや取り出し
口などお客様が触れる
部分に貼り付けること
で、安心して、ご購入
いただける衛生管理に
取り組んでいます。

ӦۀһʹΑΔۭ͖༰ثͷճऩ
　ルートセールスマンが自動販売機横のリサイクルBOX（空き
容器入れ）から直接回収してくる缶やペットボトルは、すべて適
正な再資源化事業者により、埋め立てや焼却されることなく
有効資源としてリサイクルされています。

茶殻入り空き容器回収BOX
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ମࢷ๱͕ؾʹͳΔํ΁

ԫۚӊཾ஡
ऩΛ཈͑ΔΨٵ๱ͷࢷ
ϨʔτܕΧςΩϯΛ
90%ؚ༗
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ϏλϛϯΛઁΓ͍ͨํ΁

Ϗλϛϯύϫʔ GOʂ
Ұ೔෼ͷϏλϛϯ 12छͱ
アϛϊࢎ 5छɺΫΤϯࢎɺ
ϩʔϠϧθϦʔ͕͓͍͘͠
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ӫཆػೳ৯඼
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໰୊΁ͷऔΓ૊Έڥ؀

Ձ஋Λ૑ग़͢Δݻڧͳج൫

ҏ౻Ԃάϧʔϓɹத௕ڥ؀ظ໨ඪ

౰ࣾ͸ʮ͓٬༷ୈҰओٛʯͷܦӦཧ೦ͷ΋ͱɺࣾ ձͱͱ΋ʹ՝୊ղܾʹऔΓ૊Έɺਓྨڞ༗ͷ஍ڥ؀ٿΛकΓɺ࣍
ੈ୅ʹܧঝ͢Δ͜ͱ͕ۀاͷࣾձత੹೚Ͱ͋Δͱ͍ͯ͑ߟ·͢ɻͦ͜Ͱɺͦ ͷ੹೚ΛΑΓΘ͔Γ΍͍͢ܗͰ໌จ
Խ͠ɺ౰͕ࣾ޲ํ͍͔ͯͬ͘޲Λࣾձʹ໌ࣔ͢΂͘ɺʮҏ౻Ԃάϧʔϓத௕ڥ؀ظ໨ඪʯΛఆΊɺʮ༰ثแ૷ʯͱʮؾ
ީมಈʯɺʮਫݯࢿʯʹ ର͢Δ਺஋໨ඪΛઃఆ͠·ͨ͠ɻ

˛

https://www.itoen.co.jp/csr/system/

˙ 2030೥౓ɺʮ100ˋϦαΠΫϧϖοτϘτϧʯ੾Γସ͑ୡ੒ʹ͚ͨ޲ϩʔυϚοϓ
　「容器包装」の中長期環境目標として主力ブランドである「お～いお茶」を筆頭にリサイクル素材への切り替えを進め、
2025年度に「お～いお茶ブランド」の全ペットボトル製品、2030年度には当社全ペットボトル製品を100%リサイクル
素材等に切り替えることを目指します。
　2020年度は「お～いお茶345mlホット対応ペットボトル」をはじめ、「お～いお茶525ml・600mlペットボトル」（一部
エリア）、「お～いお茶ラベルレス」などリサイクル素材を100％使用した製品ラインアップも拡充し、様々なお取引先様
とリサイクル技術を取り入れ、「ボトルtoボトル」を推進しています。

　また、循環型社会の実現のため、当社はペットボトルがまたペットボトルに戻る「ボトルtoボトル」の取り組みを、様々
な自治体やお取引先様と進めています。

2020年度

2018年度

2018年度 2021年度

2019年度

2019年度 2023年度

2020年度

2030年度

2025年度

7%

4%

2% 10%以上

12%

5% 50%

14%

100%

100%

ʮ͓ʙ͍͓஡ʯϒϥϯυͷશϖοτϘτϧ੡඼ ϦαΠΫϧૉࡐ౳࢖༻཰

౰ࣾશϖοτϘτϧ੡඼ ϦαΠΫϧૉࡐ౳࢖༻཰
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ʢαϓϥΠϠʔʣΠϯλϏϡʔɹۀاྗڠ
100 Ϧ̀αΠΫϧૉࡐΛ࢖༻͠ ʮ͓ͨʙ͍͓஡345mlϗοτରԠϖοτϘτϧʯͷϘτϧ༰ثΛ੡଄͍ͯ͠Δ
๺ւ੡᠒ࣜגձࣾ
　2000年に伊藤園が業界に先駆けホット対応ペットボトルを販売した際に、北海製罐
は酸素や熱によるお茶へのダメージを抑えるため、「アクティス」と呼ばれるコーティン
グ技術を用い酸素バリア性を高めたペットボトルを開発し採用していただきました。ホッ
ト対応ペットボトルの伸長・普及もあり、品質向上や容器軽量化への対応、またリサイ
クルへの適性を上げるために、アクティス技術の研究を続け北海製罐独自に、性能を
落とさず厚みや組成を改良した技術「アクティスライト」を開発しました。また、2012年
には将来的にリサイクル材の使用への対応が必要と考えました。アクティスライト技術
を使えば食品衛生的にも安全性を担保できるため、リサイクル素材を使用したホット対
応ペットボトルを伊藤園と一緒に開発し、2014年から販売していただきました。
　アクティスライト技術を用いたペットボトルだからこそ、当社としてもリサイクル
素材を使用したホット対応ペットボトルを自信をもってお勧めできますし、ホット対
応ペットボトルを普及できたことが電子レンジで温めてお飲みいただくなど飲用シー
ンの拡充にも繋がったと思っています。

北海製罐株式会社 
取締役常務執行役員
開発本部本部長 

஑ᖒ ਖ਼জ ࢯ

ମͱͷϘτϧ࣏̓ࣗ Ϙ̾τϧͷऔΓ૊Έ
　当社は、2021年8月に兵庫県姫路市と、同年10月に宮城県仙台市
と、ボトルtoボトルに係る連携協定を締結しました。自治体との取り組
みにより、地域の皆様に対してリサイクルの見える化による分別・排
出への意識啓発と、域内資源循環への貢献が期待されます。

　今後も、より環境に配慮した製品づくりやリサイクルの取り組みを
通じて、循環型社会への貢献を目指します。

ϘτϧtoϘτϧ
Ҭ಺ݯࢿ॥؀

アクティスライト技術により、100％リサイクルペットボトルを実現したリサイクル素材
を使用したホット対応ペットボトルの断面図のイメージ（製品によって構造が異なります）

ʻϘτϧtoϘτϧͷ༏Ґੑʼ
・新たな化石由来資源の使用量削減
・CO2排出量の削減（約6割※）
・国内資源循環経済への貢献
※ 一般的なペットボトルから100%リサイクルペット素材に切り替えた場合

ମ࣏ࣗ
ʢඣ࿏ࢢʣʢઋ୆ࢢʣ

ϖοτϘτϧ
ϦαΠΫϧҕୗઌձࣾ

ҿྉ੡଄
ҕୗઌձࣾ
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༰ثแ૷ͷओͳऔΓ૊Έྫࣄ

ਫݯࢿ΁ͷରԠ
˙ ਫݯࢿʹؔ͢Δத௕ڥ؀ظ໨ඪ
1. ੜ׆࢈ಈʹΑΔਫ࢖༻ྔͷݮ࡟

2030年度に水使用量原単位を16％削減（基準年2018年度）
2. ਫݯ஍อશ׆ಈͷਪਐ
・ 当社飲料製造工場および当社飲料製造委託先工場の水源と
なる流域を中心に、委託先および地域と協働して水源地保
全活動を推進。そのほか、行政、業界団体、取引先、地域住
民等とともに連携して水源地保全の取り組みを推進します。
・水資源の大切さに関する啓発をしていきます。

3. ਫϦεΫͷ೺Ѳͱܰݮ
・ 当社事業拠点、さらには原料調達先を含むサプライチェーン
上の関係先が、水ストレスの高い流域や水災害が起きやすい
流域に立地していないか定期的に確認し、そのリスクへの対
策を講じていきます。

ਫݯ஍อશ׆ಈͷྫ
日本一大きな湖であ
る琵琶湖の水質保全
のため、伊藤園では
2008年から「お茶で
琵琶湖を美しく。」キャ
ンペーンを実施し、関
西地域の「お～いお茶」の売上の一部を寄付す
るとともに、伊藤園社員および一般公募参加者
によるヨシ刈りを継続的に行っています。
 ్࢖෇ۚͷد
①水質保全に役立つヨシ群落の保全育成 
②ヨシボランティア活動促進 
③ヨシ環境教育支援˛

https://www.itoen.co.jp/ɹ
ɹitoen-motherlake/index.html

ʮ࣌୹ʯʮखܰʯニʔζͱڥ؀ʹ഑ྀͨ͠100%ϦαΠΫϧϖοτϘτϧΛ
͠༺࢖ ʮ͓ͨʙ͍͓஡ϥϕϧϨεʯ

རศੑͱڥ؀΁ͷ഑ྀΛ݉Ͷἧ͑ͨ̍ ε̡ϦϜϖοτϘτϧ੡඼
 

ʮ͓ʙ͍͓஡ʯࢴύοΫ੡඼ͳͲʹ
ʮGreen Planet™ʯ˞ 1Λ࢖༻ͨ͠
ੜ෼ղੑ৳ॖ˞2ECOετϩʔΛ࠾༻

ैདྷͱൺ΂ϓϥενοΫͷ࢖༻ྔΛ̍ ̌̀ Ҏ্ͨ͠ݮ࡟
͓ʙ͍͓஡̎ ̔̌ mlϖοτϘτϧ

ϓϥενοΫॏ ܭྔ 

ैདྷൺ ໿10.6%

軽量化

ϓϥενοΫॏ ܭྔ 

ैདྷൺ ໿21.5%

軽量化

Ωϟοϓ
従来比 約27%軽量化
重量：2.05g

Ϙτϧ
従来比 約7%軽量化
重量：20.5g

ϥϕϧ
従来比 約61%軽量化
重量：0.29g

お～いお茶 
緑茶

お～いお茶 
濃い茶

健康ミネラル
むぎ茶

※1 株式会社カネカが開発した海中や土中など幅広い環境下で水と二酸化炭素に生分解
される環境にやさしい100％植物由来の生分解性ポリマーで、海水中で生分解する認証
「OK Biodegradable MARINE」を取得。
※2 当社と株式会社カネカおよび日本ストロー株式会社が共同開発した業界初の生分解性を
有した伸縮タイプのストロー

 

お～いお茶 （280ml）

Ωϟοϓ
従来比 約27%軽量化
重量：2.05g

Ϙτϧ
従来比 約20%軽量化
重量：28.7g

ϥϕϧ
従来比 約54%軽量化
重量：0.604g
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มಈ΁ͷରԠީؾ
　伊藤園グループでは、TCFD(気候変動関連財務情報開示タスクフォース）提言に基づき、ガバナンスの構築や、気
候変動リスクと機会の分析および気候変動シナリオ分析に着手しています。2020年度は、CO2排出量削減に関する
中長期目標の策定や、伊藤園の主力原料である緑茶の収量について、気候変動シナリオ分析を行ないました。

Ψόφϯε

伊藤園グループは、代表取締役社長が委員長を務めるESG推進委員会において、気候変動問題に対する方針と戦略
を議論し、CO2排出量削減目標の見直しと対策についても検討を進めています。ESG推進委員会で検討された重
要事項については、取締役会および執行役員会に報告し審議されます。
また、気候変動を含む外部評価機関によるESG評価結果を役員報酬の査定に反映させています。

ઓɹུ

2020年度は、伊藤園の主力原料である緑茶への気候変動影響について、IPCC代表的濃度経路シナリオの
RCP2.6、RCP4.5、RCP6.0、RCP8.5シナリオに基づき、各シナリオ条件下での茶樹品種・摘採時期別に茶葉収穫
量への影響と品質への影響を定量的・定性的に分析しました。産地によって変動はあるものの、いずれのシナリオ
においても茶葉の収穫量が増加することが認められました。定性分析では外来病虫・疾病誘発菌が北上し、茶樹
の生育や品質に悪影響を与えるリスクがあることを確認しています。
当社の契約産地の一部において風と水で害虫を吹き飛ばす機械を導入するなど、病害虫対策にも積極的に取り組
んでいます。また、新たな産地開発や栽培管理手法、技術開発などに取り組むことで、機会の創出につながると
考えています。
今後もTCFD提言の枠組みに沿って、継続的にリスクと機会の分析と見直しを行い、事業計画に反映していきます。

ϦεΫ؅ཧ

気候変動に起因するリスクを重要課題と認識し、全社的なリスクマネジメントシステムの中に統合しています。全社
的なリスクマネジメントシステムには、コンプライアンス上のリスク、品質および環境上のリスク、財務保全上のリスク、
災害および事故のリスクなどが含まれており、それぞれの関連委員会を通じて、年1回以上審議され、適時、取締
役会に報告されます。

ඪͱ໨ඪࢦ

伊藤園グループではCO2排出量の削減目標を下記の通り策定しています。(基準年2018年度)

2030年度目標 Scope1,2 CO2排出総量　　 26％削減
Scope3 CO2排出量原単位　26％削減

2050年度目標 Scope1,2 CO2排出総量　 50％削減
Scope3 CO2排出量原単位　50％削減

このほか、容器包装、水などの資源に関する方針や目標を定め、ロードマップに沿って取り組みを推進しています。
これらの目標を実現するための施策について、ISO14001に則った環境マネジメントシステムにおいてKPIを設定
し進捗を管理するとともに、課題の修正やKPI追加、変更などを行っています。

CO2ഉग़ྔݮ࡟໨ඪୡ੒ʹ͚ͨ޲औΓ૊Έ
ଠཅޫύωϧͷಋೖ
　グループ会社の伊藤園産業と伊藤園関西茶業で、
太陽光パネルを設置しています。2021年度より、伊
藤園オーストラリアでも太陽光パネルを設置し、CO2削
減に取り組むとともに、自社で再生可能エネルギー由
来の電力を使用しています。

伊藤園オーストラリアに設置した太陽光パネル
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ਓࡐઓུ

Ձ஋Λ૑ग़͢Δݻڧͳج൫

Ͱ͋Γɺ࢈ࡒͱͬͯͷେ੾ͳʹۀا
Ұ൪ͷڧΈ͸ʮਓʯͰ͋Δͱ͑ߟ·͢ɻ
ࣾһҰਓͻͱΓ͕݈߁Ͱ͍͖͍͖ͱಇ͚Δ݈ܦ߁ӦΛਪਐ͍͖ͯ͠·͢ɻ

ଟ༷ͳਓࡐͷҭ੒
　伊藤園グループは、最も大切な財産は「人」であるとの考え方に基づき、人材育成に力を入れています。

˙ʮҏ౻Ԃେֶʯʮҏ౻ԂେֶӃʯ
　伊藤園グループでは、社員の誰でも学ぶことができ
る「伊藤園大学」「伊藤園大学院」といった独自の自己啓
発の場を提供しています。「伊藤園大学」（1989年開校）
は、営業、財務、マーケティング、組織、グローバルな
どのカリキュラムから社員が学びたい内容を選び、知識
の習得を目指して1年間、課題やグループ討議に取り組
みます。「伊藤園大学院」（2009年開校）は、「伊藤園大
学」の卒業生の中から条件を満たした社員が参加し、経

営的立場でのアウトプットを中心に、より実践的な内容
を学ぶことで、中長期的に中核となり得る人材の育成を
行っています。
※2020年度の「伊藤園大学」
「伊藤園大学院」の卒業者数

765名
（累計卒業者数 15,609名）

ຊํ਑ج
　伊藤園グループでは人事制度の考え方に「実力主義」を掲げています。学歴や性別・国籍・年齢などが、業
務や教育を受ける機会、業績などの評価に関係することは一切ありません。チャンスは社員一人ひとりに平等
であり、評価は公正に行うこと、これを基本としています。経営理念「お客様第一主義」の実践を根幹に、多様
な人材の育成や働き方改革、社員一人ひとりが健康でいきいきと働ける健康経営の推進を進め、「世界のティー
カンパニー」を実現させるための人材マネジメントを一層強化していきます。

ਓࡐϚωδϝϯτͷํ͑ߟ

Ӧཧ೦ʮ͓٬༷ୈҰओٛʯͷ࣮ફܦ

ਓࡐͷҭ੒ μΠόʔγςΟͷਪਐ Ӧͷਪਐܦ߁݈ ಇ͖ํվֵ
・ 実力主義に基づく職能資格制度
・伊藤園大学・大学院
・海外研修制度
・管理職養成研修

・適材適所の人員配置
・女性活躍の推進
・障がい者雇用の推進

・心と体の健康維持増進
・安全で快適な職場環境づくり
・ワークライフバランスの推進

・時間外労働の削減
・有給休暇の取得率の改善
・ワークライフバランスの推進

୅Ϧʔμʔͷҭ੒ੈ࣍ ಇ͖͕͍ͱ
࿑ಇੜੑ࢈ͷ্޲

ଟ༷ͳਓࡐͷ׆༂ʹΑΔ
Πϊϕʔγϣϯ

औక໾ઐ຿ࣥߦ໾һɹ؅ཧຊ෦௕ɹฏాɹಞ
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˙ ؅ཧ৬ཆ੒ݚम
　管理職に必要な知識、能力や心構えを次期管理職候
補者が社内外での研修を通じ、身に付けていく研修制

度です。若手社員の意識醸成や活性化にもつながって
います。

μΠόʔγςΟͷਪਐ
　ダイバーシティの推進は伊藤園グループが発展して
いくために欠かせない取り組みです。社員一人ひとり
の個性や適性を考え、適所に配置し、そして社員の良い
ところを更に伸ばし、全員で「チーム伊藤園」を作り上げ
る、それが伊藤園グループの考えるダイバーシティで

す。労働力人口の減少に対応していくためにも業務に
人をあてはめるのではなく、有機的・効果的に連動する
ことによって多様な人材が活躍できる仕組みを構築し
ていきます。

Ӧͷਪਐܦ߁݈
　社員と家族の健康管理を経営的な視点で捉え、戦略
的に実践する「健康経営」の観点から、社員の健康・増
進の支援体制を強化するとともに社員自身の健康に関
する意識を高めるため、2021年5月に「伊藤園グルー
プいきいき健康宣言」を策定しました。推進体制として、
まずは全国各拠点に健康経営担当者（衛生推進担当
者）を任命し、そこから発生した健康課題については職
場環境改善推進委員会・全社安全衛生委員会・産業医
などと連携の上、取締役会にて審議し、健康経営の推
進状況を定期的に確認できる仕組みを整えています。  

2021年3月には「健康経営優良法人2021（大規模法人

部門）」の認定を継続して取得しました。
　今後も、社員の健康保持・増進の支援体制を強化す
るとともに、社員自身の健康に関する意識を高め、「健
康創造企業」として、持続的な成長を図るために、社員
一人ひとりが健康でいきいきと働くことができるような
取り組みを積極的に行っていきます。

ʮҏ౻Ԃάϧʔϓ͍͖͍͖݈߁એݴʯ͓ Αͼ݈ܦ߁Ӧ
ʹؔ͢Δৄ͍͠಺༰͸ͪ͜ΒΛ͝ཡ͍ͩ͘͞ɻ˛  

https://www.itoen.co.jp/csr/labour/
kenkousengen/

˙ʮւ֎ݚम੍౓ʯ
　毎年、海外研修生の社内公募を行っています。グルー
プ企業と連携して、市場調査やマーケティング戦略、営

業、財務管理など、1年間の幅広い研修の体験を通して、
将来的に海外事業を牽引する社員の育成をしています。

部署支店 支店 支店

代表取締役社長

担当役員 事務局
人事部

産業医・保健師
健康保険組合

職場環境改善推進委員会

全国28エリア
職場環境改善推進　地区委員会

職場環境協議会 衛生委員会
50人以上の事業場
・拠点長
・委員
・産業医
・衛生管理者

拠点単独の管理体制
50人未満の事業場
・拠点長
・衛生推進者

安全衛生委員会
製造業300名以上（生産本部）
・総括衛生管理者
・委員
・産業医
・安全管理者

全社安全衛生委員会

連携

�1伊藤園統合レポート 2021



ਓݖͷଚॏ
　人権の尊重とは、伊藤園グループ経営理念「お客様
第一主義」の根幹をなすものであり、全ての事業活動の
基盤となるものと認識しています。伊藤園グループでは、
事業活動を行う国・地域で適用される法令を遵守すると
ともに、国連の「ビジネスと人権に関する指導原則」に則

り、2020年4月に「伊藤園グループ人権方針」を策定し
ました。今後も事業活動に関わる人権課題についての
理解を深め、人権尊重の責任を果たしていきます。

ҏ౻Ԃάϧʔϓਓํݖ਑ɿ 
https://www.itoen.co.jp/csr/human_rights/

2021೥ ɹ࣮੷ظ4݄
　

ࣾһ΍Ո଒ͷϥΠϑεςʔδࢧԉ
　伊藤園では、働く社員およびその家族のライフステージ
（出産・育児・介護など）を福利厚生、勤務・賃金体制の
面から総合的に支援しています。具体的には、男性社員
の育児休業取得推進を目的とした「育児休業制度」の拡充
や、病気・育児・介護との両立を目的とした「短時間勤務、

繰上げ繰下げ勤務」の適用拡大、「帯同休
職制度」の導入・拡充、不妊治療サポートの
充実などを進めています。次世代育成支
援対策推進法に基づく「子育てサポート企
業」として「くるみん」の認定も受けています。

˙ ࣾһͷ݈߁ʹؔ͢ΔऔΓ૊Έ
　「伊藤園グループいきいき健康宣言」の理念の実現に
向け、社員一人ひとりの健康状態に合わせ「予防」「指導」
「治療」「両立」の観点から、個別にそれぞれに合った支
援を行っています。具体的には、全社員の健康診断項
目において、法定項目以上の定期健康診断の実施、胃
内視鏡検査、ピロリ菌検査などのがん検診を実施して
います。
　また補助金制度としては、婦人科検診、禁煙治療、睡
眠時無呼吸症候群、歯科健診などにかかる費用補助を
行い、予防及び早期発見を重視した取り組みを強化して
おります。また、配偶者の人間ドックに対する補助金制

度導入など、社員だけでなくその家族の健康づくりも
支援しています。なお、産業医や保健師によるカウンセ
リングや「24時間健康・医療相談、メンタルヘルス相談
窓口」を外部に設置し、社員やその家族の健康相談や心
の悩みの解消に向けた支援体制も整備しています。加
えて、心と体の健康維持増進の一環として、事業所規模
にかかわらず、すべての事業所でストレスチェックを実
施しています。結果については、社員のプライバシー保
護の徹底を図るとともに、必要に応じて支援を活用でき
るよう、上記のような窓口を提示しています。

ಇ͖ํվֵ
　伊藤園では、多様な人材が柔軟な働き方を選択でき
る環境を整備し、社員全員が70歳までいきいきと働く
ことができるようにすることで、会社全体の活性化と社
員の生産性の向上を目指しています。
　また各職場から選出される職場環境改善推進委員会

等の組織を活用し、労働時間の削減や労働環境の改善、
業務の効率化など働きやすい職場づくりを進めていま
す。社員が働きやすい環境を整備することで、働き方改
革を推進していきます。

਍அड਍཰߁݈
100ˋ

ετϨενΣοΫडݕ཰
97.2ˋ

ҏ౻ԂେֶɾେֶӃͷଔऀۀ਺
765໊

（累計卒業者数　15,609名）

ҏ౻ԂςΟʔςΠελʔ֨ࢿอ༗ऀ
2,237໊

（国内のみ　2021年5月時点）

ࣾһͷڭҭɾݚमඅ༻
111ඦສԁ

ঁੑ؅ཧ৬ൺ཰
2.8ˋ

ো͕͍ऀޏ༻ൺ཰
2.43ˋ

ҭޙۀٳࣇͷ෮৬཰
97.2ˋ
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ҏ౻ԂςΟʔςΠελʔ੍౓

　社員がお茶に関する高い知識を持ち、社内外にお茶
の啓発活動が行えるよう1994年から運営している社
内資格制度で、2017年に厚生労働省から、社内検定認
定制度改正後の第1号となる社内検定として認定※を受
けています。年に1回希望者が受験し、厳正な審査によっ
て合格者が決定されます。試験は、学科、検茶、口述が

行われ、茶文化、おいしいお茶のいれ方など幅広い知
識と技能が求められます。「世界のティーカンパニー」
に向けて、お茶に関する研究、企画・開発、調達、製造・
物流、営業・販売のバリューサークルすべての分野で活
躍できる社員を育成する社内資格制度となっています。

ςΟʔςΠελʔɹ֤ऀ֨ࢿͷҐஔ͚ͮ

　ティーテイスターの資格には1級、2級、3級があり、
1級と2級は、緑茶だけでなく、中国茶、紅茶の知識と
技能が求められます。特に1級は、お茶に関する高度で
幅広い知識・教養を有するだけでなく、茶道などの日本
の伝統文化を理解し、礼儀作法も身に付けたいわば「お
茶のプロ」として、「お茶の魅力」や「伊藤園の強み」を社

内外に広く情報発信しています。　
　また、ティーテイスター資格保有者には、その資格に
求められる知識・技能の向上を目的とした研修や、社内
で後進の育成を図るための教育などを各レベルに応じ
て実施しています。

ςΟʔςΠελʔ੍౓ͷ֨ࢿอ༗ऀͷऔΓ૊Έྫࣄ

　2020年度からは、社会や生活の変化でお客様との対
面でのコミュニケーションが制限される中、Twitterやオ
ンラインを活用したお茶の魅力の発信を行っています。

※ 厚生労働省「社内検定認定制度」：

この制度は、職業に必要な労働者の能力の開発及び向上を目的とする職業能力開発促進
法に基づく制度です。個々の企業や団体が、そこで働く労働者を対象に自主的に行ってい
る検定制度（社内検定）のうち、一定の基準を満たしており、技能振興上奨励すべきである
と認めたものを厚生労働大臣が認定します。

オンラインでのお茶のいれ方セミナーの様子

֤छϨϕϧͱ༗ऀ֨ࢿ਺ʢࠃ಺ʣ

各級レベル
知識・技能（検茶） 有資格者数

（人）緑茶 中国茶 紅茶 茶道
1級 ◯ ◯ ◯ ◯ 17

2級 ◯ ◯ ◯ 381

3級 ◯ 1,839

合計 2,237

※2021年5月時点。国内の他、海外勤務の資格者も別途57名います。

1級

3級

2級

 
2級の育成

3級の育成

部署・拠点内
勉強会

「社内検定認定制度」
のロゴマーク
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Ձ஋Λ૑ग़͢Δݻڧͳج൫

҆ఆͨ͠ࡒ຿ج൫Λҡ࣋͠ͳ͕Βɺ
ΑΓɺʹࢿຊίεトΛ্ճΔརӹͷ૑ग़ͱ੒௕ྖҬ΁ͷ౤ࢿ

ɻ͢·͖͍ͯ͠ݱΛ্࣮޲Ձ஋ͷۀاଓతͳ੒௕ͱ࣋
औక໾෭ࣾ௕ ࣥߦ໾һɹ؅ཧຊ෦ɹࡍࠃຊ෦୲౰ɹ౉ลɹመ

ऩӹੑͷ্޲
　今後のROE向上のためには、収益面において、国内
収益基盤の強化と海外事業の成長が課題であると考え
ています。国内収益基盤の強化については、主力ブラン
ドへの選択と集中により、市場シェア拡大とコスト構造
改革を推し進めています。特に社員一人ひとりのコスト
意識の強化により生産性を向上させること、また、全国
の生産・物流体制の最適化を図り、徹底することで物流
効率の改善とコスト削減に取り組んでいます。また、中

長期の新たな成長を目指して、新規事業推進部を2020

年6月に設置し、食領域、環境分野等を対象に国内新規
事業の創出に取り組んでいます。
　海外事業については、健康志向の高まりを背景に、引
き続き、「お～いお茶」と「MATCHA GREEN TEA」をは
じめとするグローバルブランドの展開を柱に、北米、中
国を重点市場として市場拡大に注力していきます。

ຊํ਑ج
　当社では、ROE（自己資本利益率）を特に重要な経営指標として位置付けています。当社取締役に対して
2004年に導入した業績連動株式報酬型ストック・オプションの評価項目にも同指標を選定しています。また、
中長期経営計画において、ROE10%以上を目標にしています。
ROEは「売上高当期純利益率」、「総資産回転率」、「財務レバレッジ」の３要素に分解することができ、ROEを向上
させるには、「収益性（売上高当期純利益率）の向上」、「資産効率（総資産回転率）の向上」、「財務レバレッジの活用」
があります。当社は「収益性の向上」と「資産効率の向上」を特に重要視しています。2021年4月期のROEは前期
に引き続き新型コロナウイルス感染症拡大の影響を受け、4.7%（前期比0.5ポイント減）となりました。

2019/4期 2020/4期 2021/4期
ROE 9.9％ 5.2％ 4.7％
ച্ߴ౰ظ७རӹ཰ 2.9％ 1.6％ 1.6％
૯࢈ࢿճస཰ 1.67回 1.63回 1.43回
຿ϨόϨοδࡒ 2.07倍 2.00倍 2.08倍

˙ ҏ౻ԂͷʮROEܦӦʯͱऩӹੑɾޮ཰ੑɾࡒ຿ମ࣭ɾͷࡒ຿πϦʔʢ֓೦ਤʣ

中長期経営計画 ຊརӹ཰ࢿݾࣗ
ROEʹ10ˋҎ্

ʪޮ཰ੑʫ
2 総資産回転率

ʪࡒ຿ମ࣭ʫ
3 財務レバレッジ

ʪऩӹੑʫ
1 売上高当期純利益率

・  ブランドの強化と国内収益基盤
の強化、海外事業の成長
・  ブロック生産物流の徹底、アイ
テム数削減、需給管理の徹底
・ 1人当たり生産性の向上

・ たな卸資産の適正化およびCCC※
の改善
・  ファブレス生産によるスリムな

B/Sマネジメントと成長カテゴ
リーへの投資

・  健全な財務体質の維持と 
安定配当

・  機動的な資本政策の実施 
（自己株式取得等）

分解

財務面からみた主なビジネスモデル

ʷ ʷ

※ CCC：キャッシュ・コンバージョン・サイクルの略： 
企業が商品・原材料等の仕入れで発生した現金の支払後、売上により発生した現金が 
回収されるまでの日数を示す指標

౰ظ७རӹ 
ച্ߴ

ച্ߴ 
૯࢈ࢿ

૯࢈ࢿ
ຊࢿओג
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্޲཰ͷޮ࢈ࢿ
　たな卸資産の適正化をはじめとする運転資本の改善、
成長領域への投資を優先的に実行していきます。なお、
設備投資は、生産設備の取得、タリーズ店舗の新規出店
等への投資のほか、金利情勢を踏まえて、自動販売機等
の販促什器のリースから購入への切替えを順次進めてい
ます。中長期設備投資計画については、各事業の収益性
の状況を踏まえて、定期的に見直しを行っています。

　伊藤園単独では、2021年4月期は新型コロナウイルス
感染症拡大の影響により営業利益は前期比5.2%減とな
りましたが、これまでの継続的な取り組みにより、営業
利益率は4.5%と前期比0.1ポイント増加しました。今後
も営業利益率5%以上を目標に、さらなる収益性と資産
効率の向上に努め、ROE10%を実現していきます。

຿ͷ҆ఆੑͷ֬อࡒ
　新型コロナウイルス感染症拡大に端を発する金融市
場の急激な変化に対応し、危機時の財務の安全性を確
保するため手元資金は十分な流動性を確保しています。
また、成長領域への機動的な投資の備えを行っていま
す。今後の資金調達については、社債の発行、金融機

関からの借入等の多様化を図るとともに、不測の事態
への対応としてコミットメントラインも備えるなど、財務
の安定性を維持しながら、必要に応じて有利子負債に
よる資金調達を実施していきます。

਑ํݩओؐג
　安定的・継続的な株主還元を基本方針とし、総還元
性向40%以上を目標にしています。配当については、
「減配はしない」との基本方針のもと、安定的・継続的

な配当を実施しています。自己株式取得については、
資本効率の向上に資する株主還元策として、必要と判
断した場合は機動的に実施します。

2019/4期 2020/4期 2021/4期
ӦۀCF 26,128百万円 24,719百万円 25,351百万円
౤ࢿCF ▲10,635百万円 ▲9,217百万円 ▲7,514百万円
ϑϦʔCF 15,492百万円 15,502百万円 17,836百万円

2019/4期 2020/4期 2021/4期
ઃඋ౤ֹࢿ 10,006百万円 9,990百万円 7,199百万円
Ձঈ٫අݮ 6,735百万円 7,022百万円 7,255百万円
Ϧʔεঈ٫අ 6,675百万円 6,081百万円 5,171百万円
Ϧʔε࠴຿ʢฦֹࡁʣ ▲6,514百万円 ▲4,679百万円 ▲3,691百万円

2019/4期 2020/4期 2021/4期
EPSʢී௨ࣜגʣ 116.0円 61.5円 55.1円
EPSʢ༏ઌࣜגʣ 126.0円 71.5円 65.1円
૯ؐ޲ੑݩ 48.9％ 92.1％ 74.0％
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ίʔϙϨʔτɾΨόφϯεํ਑

　当社では、「お客様第一主義」を経営理念に掲げ、伊
藤園グループ基本綱領の中で、「伊藤園グループは企
業の永続的な成長・発展と企業価値を高めるため、国・
地域社会・消費者・株主・販売先・仕入先・金融機関な
どのステークホルダーと協調し、企業の社会的責任を果
たすこと」を経営の根幹としています。この経営理念が、
当社の企業倫理の基本的な考え方であり、コーポレート・
ガバナンスを支える根幹です。この理念に基づき、すべ
てのステークホルダーの利益に沿い信頼に応え、持続
可能な社会の実現に向けた経営を全役員および全従業
員一丸となって積極的に推進します。
　また、適切なコーポレート・ガバナンスを実現するた
めに、監査役会設置会社の形態を採用し、監査役が、グ
ループ会社の代表取締役もしくは担当取締役または従

業員に対し、営業の状況、意思決定のプロセスなどを確
認し、監査しています。監査役は、取締役会に毎回出席
し、監査の状況につき会社全般または個別案件ごとに
客観的かつ公平に意見を述べるとともに、監査役会で
の監査方針に従い取締役の業務執行を監査しています。
　当社はコーポレート・ガバナンスに関する基本的な考
えと方針を示すものとして、伊藤園コーポレート・ガバ
ナンスガイドラインを定め、開示しています。主な項目
は以下の通りです。
● 経営理念とコーポレート・ガバナンスに関する基本的
な考え方

● コーポレート・ガバナンス体制
● ステークホルダーの利益保護に関する対応

取締役会
取締役会は、原則月1回開催され、経営の基本方針・経営戦略などの
重要事項を協議・決定しています。取締役は14名で、うち 4名は社
外取締役であり、独立的立場から、専門知識を活かして職務執行を監
督・牽制する機能を担っています。

監査役会
監査役会は、原則月1回開催され、監査に関する重要事項を協議・決
定するほか、監査実施状況、課題認識などの情報共有および意見交
換などをしています。
監査役会は常勤監査役1名、非常勤監査役3名（いずれも社外監査役）
で構成され、取締役会などの重要会議への出席、重要書類の閲覧、
業務執行部署への往査などを通じて、取締役の職務執行の適法性を
中心に監査し、必要に応じて意見表明をしています。

執行役員会
執行役員会は、取締役会付議事項の立案及び取締役会の決議した経
営の基本方針に基づき経営に関する重要事項を協議、決定し、取締役
会及び社長の行う重要な業務事項の補佐を行うことを目的としていま
す。23名の執行役員で構成され、原則月1回開催されています。

ESG推進委員会
執行役員会の諮問機関としてESG推進委員会（委員長：代表取締役社
長 本庄大介）を設置し、年に４回開催しています。ESG経営などの強
化を目的として、ESG推進体制の確立、行動計画の策定、ESG課題に
ついて対策と方針を審議し、取締役会および執行役員会で報告して
います。
なお、ESG情報は、統合レポート（本紙）、コーポレートガバナンス報告
書、コーポレートサイト、CDPへの回答などを通して開示しています。

˙ ίʔϙϨʔτɾΨόφϯεମ੍ͷ֓ཁ
ओ૯ձג

取締役会【経営・監督】 監査役会【経営監視】

会計監査人

社外弁護士等

代表取締役

執行役員会 内部監査部

コンプライアンス室

ESG推進委員会

ESG推進部（事務局）

各種委員会
●長期経営計画委員会
●人事制度改善委員会

●内部統制推進委員会
●災害対策委員会 ほか

諮問委員会
●指名・報酬委員会　●コンプライアンス委員会ほか

選任・解任 選任・解任

選任・解任

選任・解任

助言・指導

監査

監査

監査

経営執行 内部統制
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˙ ࣾ֎໾һͷऔక໾ձɾ؂ࠪ໾ձ΁ͷݙߩ
　当社は、経営の監督機能の強化を図るため、社外役
員の拡充に取り組んできました。社外取締役および社
外監査役の選任にあたっては、客観的・中立的な視点
に立った監査・監督機能を発揮し、健全なコーポレート・
ガバナンスの形成に貢献できることを主要条件としてい
ます。

˙ औక໾ձͷ࣮ޮੑධՁ
　当社は、取締役会の実効性に関する分析および評価
を2016年4月期より毎年実施し、取締役会の機能向上

に努めています。2021年4月期の取締役会の実効性
に関する分析および評価は以下の通りです。

औక໾ձͷػೳ্޲Λ໨తʹɺアϯέʔτ͓ΑͼΠϯλϏϡʔΛ࣮͠ࢪɺऔక໾ձͰٞ࿦͠·ͨ͠ɻ
಺༰ࢪ࣮
（1）実施期間： 2021年3月から4月まで
（2）対象者： 全取締役および監査役
（3）実施要領：
　① アンケートによる自己評価を実施
　② アンケートの結果を踏まえた個別インタビューを実施
　③ アンケートおよびインタビューの結果を集計・分析
　④ 取締役会において集計結果を検証

ධՁ಺༰
（1）取締役会の構成
（2）取締役会の役割・責務
（3）取締役会の運営状況
（4）意思決定・審議方法　
（5）株主等との関係

ධՁͷ݁Ռ
• 取締役会の規模、構成、資質、運営方法は、経営判断お
よび監督を果たす上で十分に機能していることを確認し
ました。

• 取締役会の議論に関しては、社内・社外にかかわらず自
由闊達に建設的な議論が行われ経営に寄与しているこ
とを確認しました。

• 前期の課題についても審議案件の基準見直しなど、着
実に進捗していることを確認しました。

• 課題として、中長期経営計画に関する、更なる議論の必
要性が認められました。また、より一層の情報支援体制
強化と執行状況の定期的な報告の徹底、情報共有の精度
向上といったことも挙げられました。

ͷऔΓ૊Έޙࠓ
課題の解決を通じて取締役会の機能向上を図り、引き続き
更なる改善に努めてまいります。

ࣾ֎໾һͷऔక໾ձɾ؂ࠪ໾ձ΁ͷग़੮ঢ়گʢ2021೥4݄ظʣ
۠෼ ໊ࢯ औక໾ձ ؂ࠪ໾ձ

औక໾ 田口 守一 11回／12回 ─
औక໾ 臼井 祐一 11回／12回 ─
औక໾ 田中 豊 10回／12回 ─
औక໾ 髙野 秀夫 9回／9回 ─
؂ࠪ໾ 高澤 嘉昭 11回／12回 14回／14回
؂ࠪ໾ 長澤 正浩 10回／12回 13回／14回
؂ࠪ໾ 宮嶋 孝 11回／12回 14回／14回

※ 2020年７月２８日より就任した髙野秀夫氏につきましては、就任以降に開催した取締役会を対
象とした出席回数を記載しています。

※ 横倉仁氏は、2021年７月に監査役に就任したため、2020年度の出席状況は記載していません。

ࣾ֎໾һʢ2021೥8݄Ҏ߱ʣ

ࣾ֎औక໾

कҰ ޱా
大学教授として長年、法務の研究を行ってきた専門的な知見に基づき、社外取締役として客観的かつ専門的な観点から
発言しています。

ӓҪ ༞Ұ 警察官と経営者という多様な経験と幅広い見識に基づき、社外取締役という実践的な観点から発言しています。

ాதɹ๛
税理士としての経験を通して培われた税務に関する高い見識に基づき、社外取締役として中立的かつ客観的な観点から
発言しています。

∁໺ ल෉
長年東京商工会議所において様々な企業の経営支援に深く参画してきた経験と幅広い見識を活かし、客観的に経営の監
督をしています。

ࣾ֎؂ࠪ໾

ᖒ Յতߴ
弁護士としての経験を通して培われた企業法務に関する高い見識に基づき、社外監査役として中立的かつ客観的な観点
から発言しています。

޹ɹౢٶ 金融、財務に関する幅広い知識と見識を有して、これまでの豊富な経験を踏まえ、社外監査役として経営監視を行っています。

ԣ૔ɹਔ 公認会計士及び弁護士としての経験から、会計・法務に関する高い見識に基づき、社外監査役として経営監視を行っています。
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ʢ3ʣ໊ࢦɾใुҕһձ
　当社は、取締役等の指名・報酬などの事項について
決定する指名・報酬委員会を設置しています。これによ
り社外取締役の適切な関与・助言を得て、今まで以上に
取締役会機能の独立性・客観性と説明責任を強化しま

す。なお、指名・報酬委員会は、取締役及び社外取締役
の委員3名以上で構成し、その過半数を独立社外取締
役とします。

˙ ໾һใुֹ౳

ʢ1ʣ໾һใु౳ͷܾఆํ਑
　当社の取締役の報酬等は、固定報酬と業績連動報酬
で構成されており、監査役報酬は、固定報酬のみとし
ています。なお、役員賞与および役員退職慰労金は、
2002年7月に廃止しています。固定報酬は、株主総会
にて決議された報酬枠の範囲内において、その職位ご
とに応じて決定しています。

　業績連動報酬は、業績連動報酬型新株予約権制度を
導入しており、各担当役員に付与される新株予約権（ス
トック・オプション）は、業績を厳密に評価して決定して
います。
ʢ2ʣ໾һͷใुֹ
　役員区分ごとの報酬等の総額、報酬等の種類別の総
額および対象となる役員の員数は以下の通りです。

୅Ϧʔμʔͷҭ੒ੈ࣍Ӧτοϓ૚ͱܦ ˙
　経営トップ層の育成に関しては、経営幹部の中から選
抜し、早期の段階からグループ会社等の経営層を経験

させるなど、多角的な経営感覚を磨くための育成を図っ
ています。

˙ ίϯϓϥΠアϯε
　伊藤園グループでは、法令、基本綱領、社内規定、社
会規範、企業倫理などの遵守を徹底し、社会的要請に
真摯に向き合う公正・誠実な事業活動を推進しています。
　その実践に向け、「お客様第一主義」「伊藤園グルー
プ基本綱領」を具体化した「伊藤園グループ行動規範・
行動基準」を事業活動、日常の業務運営の指針とし、グ
ループで浸透を図っています。
　また、取締役会の諮問機関であるコンプライアンス委
員会およびコンプライアンス室を設置し、コンプライア
ンスに関する重大事案が発生した場合には、迅速に対
応策を検討し、実施する体制を確立しています。2020

年度はコンプライアンス委員会を4回開催しました。

　また、内部通報の受理窓口として、お客様を含めて誰
もが利用できる「企業倫理ホットライン」を設け、ハラス
メント（パワーハラスメント、セクシャルハラスメント、妊
娠・出産等、育児・介護休業等に関するハラスメント等）
の防止、贈収賄などの腐敗防止のため、社内・社外か
らの通報、相談、質問等を受け付けています。問題の早
期発見・対処、企業の自浄作用を促進することにより、
グループコンプライアンスの強化を図っています。

ʮҏ౻ԂάϧʔϓίϯϓϥΠアϯεh ४ͷखҾ͖جಈߦ ʯɦ͸ͪ͜ΒΛ͝ཡ͘
͍ͩ͞ɻ
https://www.itoen.co.jp/�les/user/pdf/csr/compliance/all.pdf

໾һ۠෼͝ͱͷใु౳ͷ૯ֹɺใु౳ͷछྨผͷ૯ֹ͓Αͼର৅ͱͳΔ໾һͷһ਺ʢ2021೥4݄ظʣ

໾һ۠෼ ใुֹͷ
૯ ʢֹඦສԁʣ

ใु౳ͷछྨผͷ૯ ʢֹඦສԁʣ ର৅ͱͳΔ໾һͷ
һ਺ʢ໊ʣݻఆใु ੷࿈ಈใुۀ ͷ͏ͪඇۚમใु౳هࠨ

औక໾
ʢࣾ֎औక໾Λআ͘ʣ 617 579 37 37 10

ࣾ֎औక໾ 39 39 − − 4

؂ࠪ໾
ʢࣾ֎؂ࠪ໾Λআ͘ʣ 13 13 − − 1

ࣾ֎؂ࠪ໾ 31 31 − − 3
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˙ ެਖ਼ͳߦ׳ۀࣄ
　伊藤園グループは、健全な調達取引の徹底や製造委
託先との公正な取引、営業・販売における自由で公正

な競争など、幅広くコンプライアンスの徹底に努めてい
ます。

˙αϓϥΠνΣʔϯϚωδϝϯτ
　伊藤園グループは調達方針を定め、製造委託先を含
めた関係者と協働で、環境・社会の両面に配慮した供給
体制の確立に努めています。調達方針では、品質・安全・
安心の追求、法令遵守、公正な調達、人権・労働や環境
への配慮などを定めており、不定期ですが調査票によ
る評価を実施し、取引先会議にて優良事例等を共有化
し、改善に取り組んでいます。また、新規取引にあたっ

ては、調達方針や当社が定める基準等を説明し、必要に
応じて現地監査を行い、活動状況を確認しています。物
流面でも、各委託先企業に対し当社が定める輸送・保
管などに関する項目について定期的に監査票による評
価を実施し、 取引先会議にて情報を共有することで、安
全・安心を徹底し、委託先企業と協働でサプライチェー
ンマネジメントを構築しています。

˙ ஌త࢈ࡒͷอޢ
　当社グループは、他社の知的財産権を尊重するとともに、当社の権利を保護し、活用しています。

˙ ඼࣭؅ཧͷపఈ
　食品メーカーとして安全・安心な製品を消費者にお
届けするのは、最優先の使命です。当社は、品質管理
方針を定め、製造委託先を含めた関係先と協働で、環
境・社会の両面に配慮した供給体制の確立に努めてい
ます。品質管理方針では安全で信頼性を有する製品の
提供、法令などの遵守、国際基準を活用した製品の安
全性の確保を定めています。品質管理面では国際規格
ISO9001の認証で品質マネジメントシステムを構築して
おり、静岡相良工場ではFSSC22000（食品安全管理マ
ネジメントシステム）の認証も取得し、運用しています。
原料段階における残留農薬検査は当社品質管理部門で

行い、製品段階における、香味や機器分析、微生物など
の検査は、当社品質管理部門と製造委託工場の双方が
行っています。
　製品は当社の品質管理基準（飲料製造および茶葉製
造ガイドライン）を満たした工場で製造し、日々情報を共
有するとともに、工場担当者との品質会議（委託先など
関係者との合同による会議）を行うことにより、安全・
安心な製品づくりを徹底しています。

Commitment
　企業の持続的な成長のために、ESGへの取り組みは大きな課題であり、中でもコー
ポレート・ガバナンス（G）の体制及び運用の強化は欠かすことのできない経営上の重
点事項です。伊藤園グループの全役員・従業員がコンプライアンスの徹底を基本とし、
効率的かつ公正で透明性の高い経営を実現するための経営体制や内部統制システム
の整備・運用を推進しています。
　2021年6月に改訂されたコーポレート・ガバナンスコードにおいては、中長期的な
企業価値向上の観点から、サステナビリティ活動に積極的・能動的に取り組むことの
重要性が明記されており、コーポレート・ガバナンスの検証を行っていきます。また、
伊藤園グループ内はもちろんのこと、調達・製造・物流といったサプライチェーン全
体での協働・連携を図り、E（環境）・S（社会）にあたる気候変動対応、資源管理、品質、
人権の尊重といった社会的要請に応えた取り組みを進めていきます。

取締役副会長 コンプライアンス、
生産本部、物流本部 担当 

࣏ຊ ढ़ڮ
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˙ ϦεΫϚωδϝϯτ
　当社の業務執行に係るリスクを以下の通り認識し、リ
スク担当部署を設け、 規程やガイドラインを策定すると
ともに、横断的なリスク管理体制を構築してリスクマネ
ジメントを行っています。
①コンプライアンス上のリスク、②情報セキュリティー上
のリスク、③品質及び環境上のリスク、④財産保全上の
リスク、⑤災害および事故のリスクなどに対処するため、
コンプライアンス委員会、製品リスク対策委員会、災害
対策委員会、安全衛生委員会などの整備や、ウイルス

感染対策室の設置などの体制を整え、リスクマネジメン
トを行っています。
　また、BCP（事業継続計画）の浸透を推進するため、
各部署にBCPマニュアルを配布し、意識を高め事業継続
力を強化しています。なお、不測の事態発生時には、代
表取締役社長を本部長として対策本部を設置し、迅速
な対応により被害の拡大を防止し、最小限に止める体
制を整えています。

˙ ಺෦౷੍γεςϜͷ੔උ
　「内部統制システム基本方針」に基づき、当社グルー
プの業務運営の透明性を高め、有効性・効率性をさらに
向上させること、財務報告の信頼性を高めること、法令

などの遵守を図ること、資産の保全を図ることを目的と
して内部統制システムを構築しています。

৽ܕίϩφ΢Πϧεײછ঱ରࡦ
　世界的に感染が拡大している新型コロナウイルスの影響により、個人の外出自粛や企業の事業活動が制限
されるなど、先行き不透明な状況が続くと想定されます。当社グループは新型コロナウイルス感染症の拡大を
抑止するためお客様、お取引先様及び社員の健康と安全を最優先とし、ウイルス感染対策室が策定した方針を
全社員に周知徹底しています。

オϑΟε΍ۀࣄॴͰͷओͳײછ๷ࡦࢭ
● 新型コロナワクチンの職域接種（東京都内の事業所の社
員及び配偶者から順次実施）

● 社員へ衛生用品（マスク、アルコールハンドジェルなど）
の支給

● 出社や入館時などの検温、手洗い、うがい、アルコール
消毒の徹底

● WEＢ会議、WEB商談の推進　　
● 事務フロア、会議室、商談室に飛沫防止用のパーテーショ
ンなどを設置

ҩྍैऀࣄͳͲ΁ͷࢧԉ׆ಈ
　人々の命と健康を守るべく、日々奮闘されている医療従
事者の皆様に対する支援を目的に、自治体から指定された
重点医療機関をはじめとする、全国600か所以上の病院や
宿泊施設に対して、「お～いお茶緑茶」やリーフ製品など、
約1.8億円相当の製品を寄付させていただきました。
● 「お～いお茶緑茶」280mlペットボトル　約129万本
● 「お～いお茶緑茶」190g缶　約16万本
● リーフ製品　約86万本 など

本社入館時の検温（サーモグラフィー）

寄付対象の製品
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౳ͷϦεΫۀࣄ ˙
　当社グループの業績等に重要な影響を及ぼす可能性
のあるリスクには、以下のようなものがあります。なお、
将来に関する事項や主な対応については、2021年4月

末日現在において、当社グループが判断したものであり
事業等のリスクは、以下に限られるものではありません。

߲໨ ओͳϦεΫɹ ओͳରԠ

国内経済、消費動向
・日本国内における景気や金融政策、自然災害や新型コロナ 
ウイルス感染症拡大などによる経済動向の変動 ・経済、社会環境、市場動向の予測
・上述に影響を受ける個人消費の変動

市場の競争
・主要事業である飲料製品市場での競争激化 ・お客様のニーズに沿った製品の開発

・ルートセールスを中心としてお客様への 
サービスに努めること・店頭での低価格化が続くことによる販売額の伸びなやみ

原材料調達

・就農人口の減少や茶園面積の減少による茶生産量の減少

・茶産地育成事業の推進
・サプライチェーンマネジメントの徹底

・飲料用茶葉需要拡大により、必要とする茶葉が安定確保 
できなくなること

・輸入原料（穀物・野菜等）の高騰により調達コストの上昇、原価高

・ペットボトル容器の原材料である石油価格の高騰により 
原価高の要因となること

・ペットボトルの軽量化
・2030年度までにペットボトルに使用するリ
サイクル素材等の割合を100％にする目標
策定・プラスチック容器等の環境問題

生産体制
・生産設備の不具合、停止等 ・生産設備点検等の実施

・委託先工場は、不測の事態発生に備えて、 
全国各地に複数の委託先工場を確保・天災（風水害、震災等）による生産への影響

気候変動・自然災害

・集中豪雨などの異常気象による洪水・土砂災害、酷暑、 
水資源の変化など様々な被害 ・CO2排出量削減、持続可能な水資源の利用

・主力製品の原材料である農産物の生産地での気候変動による
不作、原材料調達価格の上昇、必要量の不足等

・気候変動による茶葉や収穫量への影響に
ついて気候変動シナリオ分析を実施

・本社機能や物流体制への支障 ・BCPの見直しや適切な管理運用

お～いお茶ブランドへの依存
・当社飲料製品の売り上げに占める「お～いお茶」ブランドの 
割合は約40％と高い比率を占めている ・「健康ミネラルむぎ茶」ブランド、「タリーズ」

ブランドなどの強化、その他ブランドの育成
・緑茶飲料市場の成長鈍化、市場環境変化時の影響

海外事業 ・海外事業進出国や地域特有の政治的、経済的、法的要因による
重要な変化があった場合の業績への影響 ・進出国特有の状況に留意した事業展開

法的規制等
・業務遂行に当たって適用される様々な法的規制へ違反した 
場合やその他社会的要請に反する行動をとった場合の影響 ・当社グループ全体でのコンプライアンスの

徹底など
・今後の新しい法規制への対応時のコスト増、業績への影響

情報管理 ・停電、災害、ウイルス感染、不正アクセス等による個人情報を 
含めた重要な情報の紛失、外部漏洩等

・システムを含め情報管理に対して、 
適切なセキュリティー対策

食品の安全性・衛生管理

・異物混入、アレルゲン表示が不適切な製品の流通、食中毒等の
衛生問題の発生 ・「伊藤園グループ品質管理方針」を設定し遵守、

・品質管理部が主管となり品質検査
・食の安全性、衛生管理の徹底
・トレーサビリティシステムの維持管理
・外部委託先工場への品質管理指導と 
監査等実施

・原材料由来による禁止添加物の使用、残留農薬問題 
（連鎖的風評被害を受ける場合を含む）

・食中毒等の衛生問題の発生

・業界、社会全体に及ぶ品質問題発生
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εςʔΫϗϧμʔΤϯήʔδϝϯτ ʢ͓٬༷ͱͷؔߏ܎ஙʣ

౤ࢿՈͱͷର࿩

　当社は自己の資本コストを的確に把握したうえで、経
営層による投資家や株主との建設的な対話を通じて、
その関心や懸念に正当な関心を払うとともに、事業ポー
トフォリオの見直しや設備投資、研究開発費、人材投資
などを含む自らの経営方針を分かりやすく説明すること
で理解を得るよう努めます。適時・適切な情報開示に努

め、決算説明会、当社ホームページによる積極的な情
報発信により、当社の経営戦略や事業環境に関する理
解を深めていただくようにしています。さらに決算発表
後の取締役会においては、投資家や株主から寄せられ
た意見を共有し、経営戦略のレビューなどに積極的に活
かしています。

IR׆ಈͷਪਐ

　当社では、伊藤園管理本部の所管として、広報部IR課を
設置し、経営トップが先頭に立ち積極的かつ機動的なIR

活動を推進しています。情報発信・開示については、公
平性の観点から、連結および単独の「決算短信」、「決算
説明会資料（IR資料）」を速やかにホームページに掲載
し、個人投資家、アナリスト、機関投資家の皆様が閲覧
できる環境を整備しています。そのほかにも「伊藤園統

合レポート」（本紙）、「事業報告書」、「有価証券報告書」、
「株主総会招集通知」なども掲載し、投資家の理解を深
める様々なツールを用意しています。また外国人投資
家にも配慮し、決算短信、決算説明会資料（IR資料）、一
部のニュースリリースおよび伊藤園統合レポートの英語
版も開示しています。

εςʔΫϗϧμʔͱͷର࿩

　当社では、ステークホルダーとの対話を重視し、投資
家だけでなく有識者、消費者・消費者団体代表との対話、
イベント参加者などの消費者へのアンケートを実施する
など、幅広くご意見をいただき経営に反映させています。
　また当社は全国各地の拠点を中心に様々な地域密着

活動を行い、地方自治体の方々からいただいたご意見
を経営や地域との協働に活かしています。なお、当社の
経営理念「お客様第一主義」のもと、行動指針に基づき、
各ステークホルダーの立場の尊重を規定しています。

࿨৯จԽͷܧঝɾอ׆ޢಈ

　当社は一般社団法人和食文化国民会議（略称：和食
会議）※に 2015年の設立当初から参画し、茶文化を通
じて日本の伝統的食文化である「和食の普及・啓発」に
取り組んでいます。和食会議では、次世代を担う子ども
たちに向けた食育活動として、会員による和食に関する
「出前授業」を実施し、その中で日本茶は、和食文化の
重要な食材の一つとして、日本人の食生活に大きくか

かわっており、和食文化の一端を担うことを継承する活
動をしています。また、様々な和食料理と緑茶の「うま味」
などの相性を科学的に明確にし、体系化することで、国
内外に向けた緑茶と和食の訴求
および緑茶の飲用提案を進めて
います。
※ 一般社団法人和食文化国民会議は、「和食；日本人の伝統的な食文化」のユネスコ無形文化遺
産登録申請を契機に、和食文化を次世代へ継承するため、その価値を国民全体で共有する活
動を展開しています。

ESG ؔ࿈ΠϯσοΫε΁ͷ૊ΈೖΕঢ়گ
国内外で数多くの機関がESG評価を実施していますが、当社も複数の
ESG関連インデックスの構成銘柄に組み入れられています。

・FTSE4GOOD
Index Series

・FTSE Blossom 
Japan Index
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　「伊藤園お～いお茶新俳句大賞」は、1989年の「お～
いお茶」発売とともにスタートした応募数が日本最大規
模の創作公募コンテストです。「新俳句」とは、「季語」や
「定型」などの俳句のルールにとらわれず、感じたこと、
思ったことを「字余り」「字足らず」でもかまわず、五・七・
五のリズムに乗せて自由に表現していただくものです。

受賞作品を「お～いお茶」のパッケージに掲載し発表す
ることが最大の特色です。
　応募の約9割が教育現場からであり、新俳句を通じて、
お茶と言葉の力で日々の暮らしに寄り添い、日本文化の
継承や教育の機会に貢献しています。

ओͳදজɾड৆

　当社の活動については、経営全般に加え、調達から販売までの面で外部から評価され、表彰や受賞をしています。※1

全般

経営全般 ポーター賞（2013年）

CSR活動の継続的改善
ジャパンSDGsアワード（ 特別賞「SDGsパートナーシップ賞」）（2017年）
環境コミュニケーション大賞（優良賞）（2018年、2016年、2015年）
令和元年度全国赤十字大会（金色有功章）（2019年）

海外普及 日本食海外普及功労者表彰（農林水産大臣賞）（2013年）

調達 茶産地育成事業
食品産業優良企業等表彰（農林水産大臣賞）（2016年）
日経ソーシャルイニシアチブ大賞（企業部門賞）（2015年）
フード・アクション・ニッポンアワード（研究開発・新技術部門 最優秀賞）（2013年）

製造・物流 

新・環境配慮型紙パック飲料容器 地球環境大賞（環境大臣賞）（2016年）
リデュース・リユース・リサイクル 推進功労者等表彰（農林水産大臣賞）（2014年）

NSシステム 環境賞（優秀賞）（2015年）
食品産業もったいない大賞（農林水産省 食料産業局長賞）（2015年）

モーダルシフト 物流環境大賞（物流環境特別賞）（2018年）

製品企画・開発 　　　　　　　　「茶殻リサイクルシステム」

エコマークアワード2014（銀賞を受賞）（2015年）
リデュース・リユース・リサイクル 推進功労者等表彰（農林水産大臣賞）（2013年）
地球環境大賞（環境大臣賞）（2011年）
ソーシャルプロダクツ・アワード2021 ソーシャルプロダクツ賞（2021年）

営業・販売

「お茶で琵琶湖を美しく。」
「お茶で日本を美しく。」

生物多様性日本アワード（優秀賞）（2015年）
日本水大賞（経済産業大臣賞）（2015年）

伊藤園お～いお茶新俳句大賞 青少年の体験活動推進企業表彰（文部科学省、審査委員会奨励賞）（2015年）
「KEEP IN MY BOTTLE」※2 FOODEX美食女子グランプリ（ドリンク部門金賞）（2018年）
「さらさら健康ミネラルむぎ茶」40g FOODEX美食女子グランプリ（ママの愛部門グランプリ）（2017年）
「お～いお茶 新緑」470ml FOODEX美食女子グランプリ（ドリンク部門金賞）（2019年）

「お～いお茶」 「お～いお茶」ブランドが、「ナチュラルヘルシー RTD緑茶飲料（最新年間売上）」
販売実績世界一としてギネス世界記録®に認定（2019年、2020年、2021年）

※1実績年次は授賞式年次　※2「KEEP IN MY BOTTLE」は、ジャスミンティー７袋などシリーズ数品が受賞

最終審査会の様子文部科学大臣賞　受賞作品が掲載された「お～いお茶」

ୈ32ճʮҏ౻Ԃ͓ʙ͍͓஡৽ആ۟େ৆ʯ

Ԡื਺
ա࠷ڈଟͷ

2,057,963۟

累計応募数 

世界98ヵ国 

3,970万句以上
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໾һҰཡ （2021年11月1日現在）

औక໾

代表取締役会長
ຊঙ ീ࿠
1964年 8月 日本ファミリーサービス株式

会社設立　同社取締役
1966年 8月 フロンティア製茶株式会社

（1969年5月に株式会社伊
藤園に商号変更）設立　
当社取締役

1978年 5月 当社取締役副社長
1987年 4月 当社代表取締役副社長
1988年 5月 当社代表取締役社長
2009年 5月 当社代表取締役会長（現任）

創業者として、強いリーダーシップを発揮し、
長年経営を担い、グループ経営における豊
富な経験と実績を有しています。

代表取締役社長 執行役員
ຊঙ େհ
1987年 4月 当社入社
1990年 7月 当社取締役
1997年 5月 当社常務取締役
2000年 5月 当社専務取締役
2002年 7月 当社代表取締役副社長
2009年 5月 当社代表取締役社長
2019年 5月 当社代表取締役社長執行役員

（現任）

社長就任以来、豊富な経験と知見を活か
し経営の指揮を執り続けています。

代表取締役副社長 執行役員
ຊঙ पհ
1994年 4月 当社入社
2003年 7月 当社取締役
2005年 5月 当社常務取締役
2008年 5月 当社専務取締役
2010年 5月 当社取締役副社長
2014年 8月 当社代表取締役副社長
2019年 5月 当社代表取締役副社長 

執行役員（現任）
2021年 5月 CDO（チーフ・デジタル・オ

フィサー）（現任）

長年にわたり営業部門を指揮し、豊富な経
験と経営全般に関する知見を有しています。

取締役副会長
࣏ຊ ढ़ڮ
1970年 1月 当社入社
1990年 7月 当社取締役
1994年 5月 当社常務取締役
1997年 5月 当社専務取締役
2000年 5月 当社取締役副社長
2019年 5月 当社取締役副会長（現任）

主として生産部門や物流部門を指揮し、仕
入・研究開発・品質管理・物流分野におけ
る豊富な経験や知識を有しています。

取締役副社長 執行役員
౉ล መ
1976年 7月 当社入社
1996年 7月 当社取締役
2001年 5月 当社常務取締役
2003年 5月 当社専務取締役
2008年 5月 当社取締役副社長
2019年 5月 当社取締役副社長　

執行役員（現任）

主として管理部門を指揮し、財務、人事総
務、海外事業分野における豊富な経験と知
識を有しています。

取締役 専務執行役員
༤ࡾ ࣾ
1978年 4月 当社入社
1992年 7月 当社取締役
2001年 5月 当社常務取締役
2010年 5月 当社専務取締役
2019年 5月 当社取締役

専務執行役員（現任）

主としてマーケティング部門を指揮し、製品
開発・研究開発分野における豊富な経験と
知識を有しています。

取締役 専務執行役員
த໺ ӻٱ
1989年 3月 当社入社
2010年 7月 当社取締役
2014年 5月 当社常務取締役
2019年 5月 当社取締役

専務執行役員（現任）

これまで営業部門や人事総務部門を指揮し、
営業部門では地域営業や量販店・コンビニ
エンスストアといった様々な業態での経験や
知識を有しています。現在は生産本部を指
揮しています。

取締役 専務執行役員
ਆ୩ ໜ
1982年 3月 当社入社
2014年 7月 当社取締役
2016年 5月 当社常務取締役
2019年 5月 当社取締役

専務執行役員（現任）

主として営業部門を指揮し、これまでコンビニ
エンスストア・量販店といったチャネルで積極
的な営業展開を推進し、関係強化に尽力して
います。

取締役
Yosuke Jay Oceanbright Honjo
1992年 3月 当社入社
2002年 7月 当社取締役（現任）

すべての米国での事業をCEOとして指揮し、米国本土のニュー
ヨーク進出時から当社がグローバルな事業経営を推進するた
めに尽力しています。

取締役 専務執行役員
ฏా ಞ
1988年 5月 当社入社
2016年 5月 当社管理本部長（現任）
2020年 7月 当社取締役 専務執行役員（現任）

主として管理部門を指揮し、財務経理・人事総務分野におけ
る豊富な経験と知識を有しています。

社外取締役
कҰ ޱా
1975年 4月 愛知学院大学法学部専任講師
1984年 1月 同大学法学部教授
1995年 4月 早稲田大学法学部教授
2004年 4月 同大学大学院法務研究科教授
2013年 7月 当社取締役（現任）
2014年 4月 早稲田大学名誉教授（現任）

長年にわたり法務の研究を行い、専門的な知見と様々な経験
を有しています。

社外取締役
ӓҪ ༞Ұ
1976年10月 警視庁入庁　
1994年 2月 同庁第七機動隊副隊長
2005年10月 同庁人事第二課長
2010年 2月 同庁地域部長
2011年 4月 ヤマト運輸株式会社入社

人事総務部部長
2012年 4月 同社執行役員CSR推進部長
2014年 4月 同社常務執行役員
2015年 4月 同社取締役常務執行役員
2018年 4月 同社取締役
2018年 6月 うすい事務所代表（現任）
2018年 7月 当社取締役（現任）

長年における警察官としての豊富な経験と幅広い見識を有し、
物流企業にて直接会社経営にも関与して、多様な経験と見識を
有しています。

社外取締役
ాத ๛
1966年 4月 札幌国税局入局
2003年 7月 東京上野税務署長
2006年 7月 高松国税不服審判所長
2007年 7月 国税庁長官官房付
2007年 8月 田中豊税理士事務所所長（現任）
2013年 7月 当社監査役
2019年 7月 当社取締役（現任）

税理士としての専門的な知見ならびに幅広い知識および経験
を有しています。

社外取締役
∁໺ ल෉
1977年 4月 東京商工会議所入所
2006年 4月 東京商工会議所総務統括部長
2009年 4月 東京商工会議所理事・事務局長
2012年 4月 東京商工会議所常務理事
2015年11月 一般財団法人日本民族工芸技術保存協会

理事長
2016年 6月 東京商工会議所常任参与
2020年 7月 当社取締役（現任）

長年にわたり東京商工会議所において様々な企業の経営支
援に携わっており、豊富な経験と幅広い見識を有しています。
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؂ࠪ໾

໾һ（取締役兼務を除く）ߦࣥ

ৗ຿ࣥߦ໾һ

٢ా लथ
中四国・九州地域営業本部長

඙ݩ ۽ా
生産本部副本部長
兼 静岡相良工場長

੪౻ ෢ࢤ
中部地域営業本部長

๬ ࢤو
広域流通営業本部長

ੴా ण
管理本部副本部長

നҪ ࣮
生産本部副本部長

ߒو ʑ໦ࠤ
北関東・東関東地域営業本部長

໾һߦࣥ

໨ ਖ਼າ࡫
開発二部長

ླ໦ ਔ
物流本部長

҆౻ ༟߁
北海道・東北地域営業本部長

؜ ࠜࡔ
中央研究所 上席研究員

઒ຊ ਖ਼ਓ
内部監査部長

ۙ౻ ਗ਼
営業統括管理本部長

౜୔ ਐ࣏
特販営業本部長

த੢ ௚༟
広域法人営業本部長

อ ࢬࠃ
関西地域営業本部長

常勤監査役
தࠐ मೋ
1981年 3月 当社入社
2012年 5月 当社執行役員地域営業管理本部長
2014年 7月 当社取締役
2017年 5月 当社物流本部長
2018年 5月 当社常務執行役員
2019年 5月 当社顧問
2019年 7月 当社常勤監査役（現任）
長年、当社の営業管理部門・物流部門を指揮したことにより、 
製品、営業、物流について熟知しています。

社外監査役
޹ ౢٶ
1984年 4月 株式会社埼玉銀行入行
2015年 4月 株式会社埼玉りそな銀行執行役員
2016年 4月 同社常務執行役員
2017年 4月 りそなキャピタル株式会社代表取締役社長
2019年 7月 当社監査役（現任）
2020年 6月 東京特殊電線株式会社社外取締役（監査等委員）（現任）
2021年 4月 りそなキャピタル株式会社顧問（現任）
金融機関において培った金融・財務に関する幅広い知識および経験を有しています。

社外監査役
ᖒ Յতߴ
1959年 4月 最高裁判所司法研修所入所
1961年 4月 金沢地方裁判所裁判官
1964年 4月 神戸地方裁判所尼崎支部裁判官
1967年 4月 大阪地方裁判所裁判官
1971年 4月 裁判官を退官、弁護士登録 

高澤嘉昭法律事務所代表（現任）
1991年 7月 当社監査役（現任）
弁護士としての専門的な知見ならびに幅広い知識および経験を有しています。

社外監査役
ԣ૔ɹਔ
1992年 4月 監査法人朝日新和会計社 

（現　有限責任あずさ監査法人）入所
1995年 3月 公認会計士登録
2001年12月 監査法人朝日新和会計社 

（現　有限責任あずさ監査法人）退所
2002年 1月 横倉会計事務所開設
2007年12月 弁護士（東京弁護士会）登録　

ビンガム・坂井・三村・相澤法律事務所 
（現　アンダーソン・毛利・友常法律事務所）入所

2014年 4月 早稲田リーガルコモンズ法律事務所パートナー弁護士（現任）
2017年 7月 みのり監査法人外部監事（現任）
2020年 6月 株式会社クレディセゾン社外取締役（現任）
2021年 7月 当社監査役（現任）

公認会計士および弁護士として専門的な知見ならびに幅広い知識および経験を有しています。
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財務に関する詳細は、こちらをご参照ください。
https://www.itoen.co.jp/�nance_ir/library/

（単位） 2017年 4月期 2018年 4月期 2019年 4月期 2020年 4月期 2021年 4月期

　P/L
売上高 百万円 475,866 494,793 504,153 483,360 446,281 
　　前期比増減率 ％ 2.2 4.0 1.9 △ 4.1 △ 7.7
主な売上高
　　伊藤園 百万円 371,831 383,212 394,495 377,787 352,732 
　　海外事業計 百万円 34,863 40,362 38,168 36,282 35,355 
原価率 ％ 52.5 52.7 52.3 51.8 51.8
販売管理費 百万円 204,395 211,939 217,555 212,814 198,327 
　　売上高比 ％ 43.0 42.8 43.2 44.0 44.4
営業利益 百万円 21,774 22,043 22,819 19,940 16,675 
　　利益率 ％ 4.6 4.5 4.5 4.1 3.7
主な利益
　　伊藤園 百万円 15,646 15,394 15,851 16,626 15,759
　　海外事業計 百万円 2,225 2,619 2,738 1,617 1,864 
経常利益 百万円 21,524 21,441 23,211 19,432 17,029 
　　利益率 4.5% 4.3% 4.6% 4.0% 3.8%
特別利益 百万円 53 75 726 645 1,334 
特別損失 百万円 854 526 1,451 5,709 4,969 
親会社株主に帰属する当期純利益 百万円 13,693 12,553 14,462 7,793 7,011 
　　利益率 ％ 2.9 2.5 2.9 1.6 1.6
　
　B/S
総資産 百万円 302,405 301,167 303,981 290,651 333,065 
流動資産 百万円 174,657 170,838 177,449 173,966 223,880 
　　現金・預金 百万円 64,202 61,664 63,738 64,813 109,430 
固定資産 百万円 127,748 130,329 126,532 116,685 109,184 
　　有形固定資産 百万円 83,039 84,822 84,186 82,986 78,099 
　　無形固定資産 百万円 24,454 21,588 18,956 11,570 8,335 
負債合計 百万円 165,696 157,416 153,058 140,956 180,007 
純資産 百万円 136,709 143,750 150,923 149,695 153,057 
流動比率 ％ 214.1 225.2 232.0 244.8 239.3
自己資本比率 ％ 44.8 47.3 49.2 51.0 45.6
負債比率 ％ 122.3 110.4 102.3 95.0 118.6
　
　キャッシュ・フロー計算書
営業活動によるキャッシュ・フロー 百万円 27,098 25,322 26,128 24,719 25,351
投資活動によるキャッシュ・フロー 百万円 △ 8,243 △ 11,359 △ 10,635 △ 9,217 △ 7,514
フリー・キャッシュ・フロー 百万円 18,854 13,962 15,492 15,502 17,836
財務活動によるキャッシュ・フロー 百万円 △ 8,012 △ 16,639 △ 15,005 △ 12,905 25,813
現金及び現金同等物の期末残高 百万円 64,202 61,376 61,950 63,710 107,763
設備投資額 百万円 8,135 11,062 10,006 9,990 7,199
減価償却費 百万円 12,469 13,222 13,411 13,103 12,427
のれん償却額 百万円 1,765 1,819 1,777 1,762 1,266
　
　その他
ROE ％ 10.5 9.0 9.9 5.2 4.7
ROA ％ 4.6 4.2 4.8 2.6 2.2
PER(普通株式） （倍） 37.1 43.8 47.7 97.2 109.8 
PER(優先株式） （倍） 17.7 21.0 20.4 29.2 35.8 
PBR(普通株式） （倍） 3.7 3.7 4.5 4.9 4.8 
PBR(優先株式） （倍） 1.9 2.0 2.1 1.7 1.9 
EPS(普通株式） （円） 108.77 99.79 116.02 61.53 55.10 
EPS(優先株式） （円） 118.73 109.75 126.00 71.53 65.10 
BPS(普通株式） （円） 1,105.09 1,165.80 1,229.28 1,221.92 1,250.37 
BPS(優先株式） （円） 1,110.09 1,170.80 1,234.28 1,226.92 1,255.37 
1株配当金(普通株式） （円） 40 40 40 40 40 
1株配当金(優先株式） （円） 50 50 50 50 50 
総還元性向 ％ 43.5 48.5 48.9 92.1 74.0
外国法人等持株比率（普通株式） ％ 19.1 20.6 23.2 22.4 23.6
発行済株式数 （千株） 123,459 123,459 123,459 123,459 123,459 
　　　普通株式 （千株） 89,212 89,212 89,212 89,212 89,212 
　　　優先株式 （千株） 34,246 34,246 34,246 34,246 34,246 
期末普通株式株価 （円） 4,040 4,370 5,530 5,980 6,050 
期末優先株式株価 （円） 2,568 2,092 2,331 
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単位 2019年 4月期 2020年 4月期 2021年 4月期

CO2排出量

スコープ1 千t/CO2 26 24 23

スコープ2 千t/CO2 14 12 12

スコープ1，2合計 千t/CO2 39 36 35

スコープ3 千t/CO2 883 817 725

スコープ1～3合計 千t/CO2 922 852 760

原単位排出量 t/CO2/
百万円 2.34 2.26 2.16

水資源

※ 集計範囲は、国内自社工場、研究所、自社ビル、自社
営業拠点を対象としています。

水源別取水量合計 千㎥ 359 301 304

河川 千㎥ 290 236 238

水道水 千㎥ 69 66 66

排出先別排水量合計 千㎥ 211 194 198

　　 河川・湖沼等 千㎥ 155 141 143

　　 下水 千㎥ 55 53 55

その他 千㎥ 0 0 0

水資源（飲料製造委託先）

※ 集計範囲は飲料製造委託先の全製造量のうち、伊藤園
製品の製造分を対象としています。 
一部推計を含みます。

水源別取水量合計 千㎥ － 20,147 17,698

地下水 千㎥ － 16,148 14,074 

水道水 千㎥ － 239 191 

工業用水 千㎥ － 3,760 3,432 

排出先別排水量合計 千㎥ － 14,157 13,127

河川・湖沼等 千㎥ － 12,577 11,922 

海 千㎥ － 1,272 929 

下水 千㎥ － 308 276 

その他 千㎥ － 31 0 

車両燃料使用量
1台当たりのガソリン使用量 ℓ 1,542 1,381 1,316 

1台当たりの軽油使用量 ℓ 2,570 2,478 2,375 

1台当たりのCO2排出量 t-CO2/台 5.9 5.6 5.4

食品リサイクル率 ％ 94.7 91.8 92.6

ペットボトルのリサイクル素材等使用率
「お～いお茶」ブランド製品 ％ 4 12 14

全ペットボトル製品 ％ 2 5 7

茶産地育成事業 展開面積 ha 1,669 1,836 2,207 

　　(面積・生産量） 生産量 t 6,314 7,122 7,523 

荒茶使用量 緑茶原料 t 20,013 20,039 17,966 

その他原料使用量 ウーロン茶・紅茶・果汁原料等 t 90,601 88,134 84,510 

製品原料使用量合計 t 110,614 108,173 102,476 

従業員数
男性 人 4,828 4,793 4,696 

女性 人 581 610 594 

合計 人 5,409 5,403 5,290 

女性従業員比率 ％ 10.7 11.3 11.2

女性管理職比率 ％ 2.6 2.6 2.8

年次有給休暇取得率 ％ 47.0 52.0 53.9

育児休業取得人数 人 60 61 68

育児休業後の復職率 ％ 100 95.2 97.2

障がい者雇用率 ％ 2.21 2.23 2.43

健康診断受診率 ％ 100 100 100

ストレスチェック受検率 ％ 95.5 96.3 97.2

新卒採用人数 人 217 205 90

キャリア開発部主管の集合教育・研修実績
　※2021年4月期からe-leaningを含む

年間受講人数 延べ人数 1,935 17,787 34,492 

総受講時間 時間 446 389 270 

総受講回数 回 74 57 89 

Ｖoice 制度(社内提案制度）提案件数 件 10,439 9,462 16,083 

労働災害度数率 ％ 0.0 2.47 1.69
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ɹ಺ࠃ
λϦʔζίʔώʔδϟύϯࣜגձࣾ
シアトル発祥のスペシャルティコーヒーショップとして、「タリーズコーヒー」
の経営、フランチャイズ展開。

ννϠεࣜגձࣾ
1917年に日本で初めてヨーグルトを発売した会社。主にヨーグルトや牛乳
などの乳製品を製造・販売。

ձࣾԭೄҏ౻Ԃࣜג
沖縄県などで飲料・茶葉製品を販売。「さんぴん花茶」など沖縄ならでは
の魅力ある製品を販売。

ҏ౻Ԃɾҏ౻஧ϛωϥϧ΢Υʔλʔζࣜגձࣾ
ナチュラルミネラルウォーター「エビアン」の輸入および販売。

ωオεࣜגձࣾ
鉄道や職域業態を中心に、全国を網羅する自販機オペレーター。
大塚ウエルネスベンディング㈱との合弁事業会社。

ձࣾάϦʔϯόϦϡʔࣜג
伊藤園の自動販売機や販売什器、車両関連の購入仲介や管理・メンテナン
スを中心に業務を展開。

ҏ౻Ԃࣜגۀ࢈ձࣾ
静岡県内で2つの工場を稼働し、「お～いお茶」をはじめとするティーバッ
グ製品の製造と、麦茶製品の原料の焙煎を行う。

ۀձࣾҏ౻Ԃؔ੢஡ࣜג
西日本の生産拠点として伊藤園神戸工場と連携し、伊藤園のティーバッグ
やパック茶製品の包装、緑茶飲料原料の仕上げ加工などを行う。

ձࣾ౔૔ࣜג
1958年に北海道で創業し、北海道のお茶屋として地元の嗜好に合うさま
ざまな茶葉製品を製造・販売。

ถɹࠃ
ITO EN (North America) INC.
海外事業の主要市場である北米を統括。グローバルブランドの「お～いお
茶」、「MATCHA GREEN TEA」を軸に、無糖茶市場を開拓。

ITO EN (Hawaii) LLC
前身は伊藤園初の海外進出となったITOEN（USA）INCで、30年以上の歴
史があり、「お～いお茶」缶製品、トロピカルドリンク「Aloha Maid」等を製
造・販売。

Mason Distributors, Inc.
サプリメントの製造と販売を手掛ける。ビタミンをはじめ400種類以上のサ
プリメントを製造・販売し、全米及び、世界25カ国に幅広い販売網を持つ。

Distant Lands Trading Co.
コスタリカとコロンビアにコーヒー豆の自社農園・精選工場、アメリカ本土
に焙煎・包装工場を持ち、原料調達から販売までの一貫体制が特色。

オʔετϥϦア
ITO EN AUSTRALIA PTY. LIMITED
緑茶原料の安定確保のため、海外における“茶産地育成事業”として2001
年に茶園を造成し、2020年には緑茶ティーバッグ製品の現地生産化を開
始。

γϯΨϙʔϧ
ITO EN Asia Paci�c Holdings Pte. Ltd.
東南アジア及び周辺国・地域における事業展開を推進。

ITO EN Singapore Pte. Ltd.
シンガポールを中心に、マレーシア、ベトナム市場において、「お～いお茶」
（飲料、ティーバッグ）製品を販売。

தɹࠃ
෱ݐ৽ӊཾҿྉ༗࢘ެݶ
「お～いお茶」飲料製品などを製造、輸出、販売している。また香港向けに、
烏龍茶飲料の製造も担う。

ҏ౻Ԃҿྉʢ্ւʣ༗࢘ެݶ
中国国内で製造した「お～いお茶」などの茶系飲料やリーフ製品を中国全
土で販売。中国市場において、無糖茶飲料市場の形成を図っている。

Πϯυωγア
PT ITO EN ULTRAJAYA WHOLESALE
インドネシアの乳製品会社PT ULTRAJAYAとの合弁会社として設立。イン
ドネシア市場において、「お～いお茶」などの無糖茶製品や業務用抹茶を
販売。

λΠ
ITO EN(Thailand)Co., Ltd.
タイ国内において、「お～いお茶」（飲料、ティーバッグ）製品を販売。2020
年からは野菜飲料の販売も開始している。

ओͳ࿈݁ࢠձࣾͷঢ়گ （億円）

2021年４月期実績 2022年4月期計画
売上高 営業利益 売上高 営業利益

米国事業※1 300（283,135千米ドル） 7（6,758千米ドル） 322（298,191千米ドル） 11（10,410千米ドル）
タリーズコーヒージャパン 262 -14 315 10

チチヤス 139 7 136 7

為替レート※2 106.20円 108円
※1 ITO EN (North America) INC.やITO EN (Hawaii) LLCなど
※2 期中平均

タリーズコーヒー 東京商工会議所ビル店 タリーズコーヒー＆TEA ららぽーと立川立飛店 チチヤス本社 チチヤスキャラクターのチー坊
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会社名 株式会社
英文社名 ITO EN, ＬＴＤ.

本社 東京都渋谷区本町3丁目47番10号
設立 1966年（昭和41年）8月22日
資本金 19,912,300,000円
従業員数 5,290名（単独）
URL https://www.itoen.co.jp

支店、営業所
および出張所

全国30地区196拠点

店舗 全国112店舗
工場 静岡相良工場（静岡県牧之原市女神21）

神戸工場（兵庫県神戸市西区見津が丘5-4-2）
浜岡工場（静岡県御前崎市新野3406-4）
福島工場（福島県福島市荒井北1-2-9）
沖縄名護工場（沖縄県名護市伊差川112）

研究所 中央研究所（静岡県牧之原市女神21）

ඇࡒ຿৘ใ

CSR/ESGϖʔδ
https://www.itoen.co.jp/csr/

ίʔϙϨʔτɾΨόφϯεʹؔ͢Δใࠂॻ
https://www.itoen.co.jp/files/user/pdf/company/

report202108.pdf

຿৘ใࡒ

༗Ձূ݊ใࠂॻ
https://www.itoen.co.jp/files/user/pdf/ir/

securities/202104.pdf

گͷঢ়ࣜג
発行可能株式総数 200,000,000株
発行済株式の総数 ▶普通株式 89,212,380株

▶優先株式 34,246,962株
株主数 ▶普通株式 46,501名

▶優先株式 58,984名

େגओ
持株数（千株） 合計株式

出資比率

株主名 普通株式 第1種
優先株式 合計株式 （％）

グリーンコア株式会社 17,403 5,895 23,298 19.22

公益財団法人本庄国際奨学財団 5,200 1,560 6,760 5.58

ステート ストリート バンク アンド
トラスト カンパニー505223  6,480 – 6,480 5.34

日本マスタートラスト信託銀行
株式会社（信託口） 4,630 85 4,715 3.89

本庄八郎 2,446 882 3,329 2.75

ザ バンク オブ ニューヨーク
134104 – 3,304 3,304 2.73

伊藤園従業員持株会 1,941 259 2,201 1.82

東洋製罐グループホール 
ディングス株式会社 1,955 126 2,081 1.72

株式会社りそな銀行 1,933 – 1,933 1.59

株式会社日本カストディ銀行
（信託口） 1,652 – 1,652 1.36

（注）  1. 上記のほか、普通株式の自己株式1，012千株、第1種優先株式１，１９６千株、合計の自
己株式2,208千株（1.79％）があります。

　　2.上記の合計株式出資比率は自己株式を控除して算出しております。

༏ઌࣜגʹ͍ͭͯ
優先株式とは、普通株式に比べて利益の配当を優先的に受け
取ることができる株式です。 

優先株式 普通株式
証券コード 25935 2593

議決権 なし※1 あり

配当
優先配当
普通配当額×125％※2

未払い分は累積
普通配当累積しない

残余財産分配権 普通株式と同等※3 ─

普通株式への転換権 株主の意向による転換権は
なし※4 ─

単元株 100株

株主優待 あり
※1 議決権が発生する場合があります。
※2 小数第一位を切り上げ、ただし15円を下限とします。また普通株式への配当が無配の場
合でも、優先株式に対して1株当たり15円が優先配当として支払われます。

※3 累積未払配当がある場合は、普通株式に先立って優先株主に不足分が支払われます。
※4 一定の事象により当社が普通株式を対価として、1：1の比率で優先株式を取得することが
あります。

【一定の事象】
1. 当社が消滅会社となる合併、完全子会社となる株式交換、株式移転（当社単独によるものを除
きます）。 

2. 当社普通株式に対する公開買付により公開買付者の株券など所有割合が50％超となった場合。
3. 当社優先株式が上場廃止となった場合。
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